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俺様Ｄｒ．に愛されすぎて










傘の下から恋は始まる




　四月の青い空に白い雲が浮かぶ、よく晴れた春の日。

　今日も東京・池袋の端にある、大きなオフィスビルの五階、『株式会社 新しん和わメディカル』と書かれたフロアで私はヒールを鳴らして走る。

「じゃあ、営業行ってきます！　夕方には戻ります」

　資料などの荷物や製品サンプルをいっぱい詰め込んだバッグを手に、オフィスの社員へ声をかけると、「いってらっしゃい」と数人の声が返ってきた。

　それを聞きながら建物を出ると、ビルの近くの駐車場に停めてある社名が書かれた軽自動車に乗り込んだ。

「資料よし、発注書よし、身なりも完璧。よし、今日は『当とう麻ま総そう合ごう病びょう院いん』からだ」

　ひとつに束ねたストレートの黒髪と、シンプルなメイクの顔をミラーで確認する。

　そしてエンジンをかけると、いつものように車を発車させた。

　株式会社新和メディカルは、自社オリジナルの医療機器や医療消耗品などを扱う医療品メーカーだ。

　最新の医療機器から包帯や注射器などの消耗品まで、幅広く豊富に取り揃えており、病院や薬局のニーズに合わせたものを提供し届ける。

　私、藤ふじ谷や沙さ織おりはその会社で営業として働く二十七歳。

　短大を卒業してから、飲食店や事務職などさまざまな仕事を経験してきた。その先で出会った、医療品メーカーの営業というこの仕事が私には合っていたらしく、今では営業部内でも男性社員を差し置いて成績はトップだ。

　飛び込み営業での新規開拓はもちろん、取引先へのこまめな巡回も欠かさない。

　そんな中でも、一番のお得意様がここだ。

　東京から千葉方面に車を走らせ、東京湾沿いにある病院に入る。

　病院から少し離れた位置にある関係者用の駐車場に車を停めて見上げれば、八階建ての大規模な建物と『当麻総合病院』の名前がどんと構えていた。

　当麻総合病院は、都内でも名の知れた総合病院。私が受け持つ営業先のひとつで、大きいこともあって発注量も多い。医療機器の営業もわりと受け入れてくれる、信頼されている取引先だ。それもあり、週に一度くらいのペースで営業や機器のヒアリングなどで顔を出させてもらっている。




「こんにちは、新和メディカルです」

「あら、藤谷さん。お疲れさま」

　病院の裏口から入り、内科外来の受付に声をかけると、女性看護師さんたちが笑顔で出迎えてくれた。

　十四時という時刻から、忙しさのピークを越えひと安心といったところなのだろう。

　ここの外来受付は午前のみ。ただし大きな病院だけあってかなりの待ち時間を要することから、午前中に受付をしても診てもらえるのはお昼すぎということも当たり前なのだ。




　内科の看護師長である、五十代くらいの中年女性・宮みや脇わきさんは「ちょっと待っててね～」と笑いながら手元の書類をまとめる。

「おっ、藤谷さん。お疲れさまです。田た丸まる先生が、あとで機器について聞きたいことがあるって言ってましたよ」

「わかりました。あとで田丸先生のところにお伺いします」

　合間に通りがかった男性看護師と、そう会話を挟みながら、まず宮脇さんへ医療消耗品についての営業を始めた。

　ここの病院は、親切で丁寧だと患者さんからの評判がいい。それは営業担当である自分に対しても同じで、年配の看護師さんから若い准看護師さんまで、元気で明るい人ばかりだから非常に仕事もしやすい。

　お喋りを交えながら仕事をする、なんて、他の病院より気を許してしまいそうになるくらい、ここでの営業はちょっと楽しみだったりする。

　……ただし、ひとりの男性の存在を除いて。

「だーれだ」

　その時だった。

　声とともに突然視界が真っ暗になる。

　一瞬「わっ」と驚くけれど、少しすると覆われた手であることに気づき、自然と誰のものか想像がついた。

「離してください」

　冷めた言い方でその骨っぽい手の甲をぎゅっとつねる。すると「いっ！」と痛そうな声とともに、いとも簡単に視界は開かれた。

　呆れた顔で振り向けば、そこには、痛そうに右手をさする白衣の男性の姿がある。

　左で分けた、少し長めの茶色い髪。白衣の下は上下青いスクラブに身を包んでいる。その胸元には『内科・真ま木き梓あずさ』という顔写真つきの名札が下げられている。

　小さな顔に少したれ目がちな二重まぶた。色素の薄い茶色の瞳と高めの鼻が、日本人離れした印象だ。

　身長一八〇センチはあるだろう、背の高い彼を見上げて、私は「はぁ」と眉間にシワを寄せた。

「真木先生、何度言えばわかるんですか。あなたの行為はセクハラです」

「セクハラだなんて失礼だな。俺は藤谷がかわいいからつい」

「はいそういう発言もセクハラですー！」

　ビシッと指さし指摘をする私に、彼は「なんでもセクハラかよ」と苦笑いを見せた。

「そもそも、今私仕事中なんです！　邪魔しないでください！」

「偶然だな、俺も仕事中」

「でしょうね！」

　にこりと笑顔を見せながら言われ、突っ込まずにはいられない。

　そんな漫才のような私たちのやりとりに、宮脇さんたちはおかしそうに笑う。

「ま、そういうつれないところもかわいいけど」

　そう言いながら、彼は私の黒い髪にそっと触れる。少し絡まってしまっていたのだろう、細長い指先は毛先をやさしくほどくと手を離した。

　不意に近づいた距離に、胸は小さく音を立てた気がするけれど、気づかないフリで顔を背けた。

「別に、真木先生に言われてもうれしくないです」

「はは、ひどい言われ方だな」

　話していると、廊下の方から「あれー？　真木先生はー？」と彼を呼ぶ看護師さんの声が聞こえてくる。

　それに応えるように彼はその場から歩きだした。

　真っ白な廊下を、長い足で静かに歩く。たったそれだけの動作が妙に美しく、周囲の人々の視線が彼の方へと自然に向いた。




　相変わらず、見た目だけはいいんだから。中身は軽いけれど。

　彼は、真木梓といってこの病院の内科医だ。

　年齢は私より五つ上の三十二歳。顔はハーフのようなイケメンで、身長も高い、医師としての評判もよくどんな女性にも親切。

　そんな彼だから、看護師さんをはじめ患者さんたちにもモテる。非常にモテる。

　院内を少し歩くだけで、キャーキャーと黄色い声を浴びせられているのをよく見る。

　本人はわかっているのか、無自覚なのか、いつも余裕のある笑顔だ。

　取引先の営業という立場の私にすらも、平気で触れたり、軽々しく褒め言葉を口にする。

　そんな男性からの『かわいい』なんて言葉、真に受けるわけがない。

　廊下の先をちら、とうかがうと、長い廊下の先を看護師さんと話しながら歩く真木先生がいる。

　彼はなにげなくこちらを見ると私に、『またな』とでも言いたげに微笑んで手を振った。

　にこりとこぼされた小さな笑みに、胸は今度こそ確かにドキリと音を立てた。

　って、なにときめいてるんだか！

　これだから彼氏いない歴五年の女は！　ちょっと親しげにされただけでときめくなんて！

　自分を戒めると、仕事を再開させようと気を取り直す。

　けれど、宮脇さんをはじめとした看護師さんたちはニヤニヤとあやしげな笑みでこちらを見ていた。

「な……なんですか」

「いや、藤谷さん、真木先生と仲いいなぁと思って。ねぇ？」

『仲いい』の言葉に仕事相手以上の意味を含ませながら言う宮脇さんに、皆も「うんうん」とうなずく。

「仲よくなんてないです。それに、真木先生のことだから女性にならみーんなこんな感じだと思いますけど」

「まぁ、否定はできないけど。でもやさしいしかっこいいし、いいじゃない。この際だし付き合っちゃえば！」

　軽い調子でそんなことを言う宮脇さんに、私は少しだまってから口を開く。

「私、今年二十八歳になるんです」

「へ？」

「もうアラサーって呼ばれる年頃で、にもかかわらず彼氏いない歴五年で、いろいろ慎重になる時期なんです」

　私の深刻な声のトーンに、宮脇さんはつられて真剣な顔になる。その空気を破るように、私はバン！と受付カウンターを叩いた。

「だから、ここであんなチャラついた医者に割く時間なんてないんです！　そんな暇があるなら老後のために貯金する！　そのためにはまず、仕事でいい成績出すためにひとつでも多く営業回ります!!」

「そ、そうね。がんばって」

　そう。誰かと付き合うとなれば、結婚だなんだといろいろ真剣に考えなければならない年齢。

　そんな最中に、あの男の軽口を本気にしたりして翻弄されたくなんてない。

　仕事も一人前と呼ばれるようになって、自分なりにこなせるようになってきたわけだし。今の自分が優先するべきは、なにより仕事だ。

　ていうか、そもそも向こうが願い下げだろうしね。

　私をそういう目で見て言っているわけじゃない。『かわいい』とか、そんな言葉、息をするように吐き出しているだけ。

　そう、だって。

『沙織のそういうところ、かわいくて好きだよ』

　不意に思い出す影を振り払うように、仕事を再開させた。

　軽々しくそんな言葉を口にする男なんて、信じられない。

　翻弄されて、浮かれて、傷つくなんてしたくない。




「藤谷ー、お前そろそろ結婚とかしないのか？」

　それは、どんよりとした曇り空のある日。池袋にある会社内で、パソコンにデータ入力をしている最中、部長から言われたひと言だった。

　色黒の肌にパーマのかかった黒髪が実年齢より若く見える、四十代後半の部長から振られた話題は、どう考えても仕事に関係ない話。しかも営業部のフロアの真ん中で言われたデリカシーのない内容に、私は相手が上司にもかかわらず怪け訝げんそうに顔をしかめた。

「なんの話ですか、部長」

「いやぁ、藤谷は先月も営業成績トップで喜ばしいんだが、お前ももう三十近くだろう？　結婚とか考えてないのか？」

「失礼な言い方やめてください！　まだ二十七です！　あと考えるもなにも相手がいないんだから仕方ないじゃないですか！」

　って、こんなこと言わせないでよ！

　怒り気味に言う私に、部長はうっすらとヒゲの生えた顎をさすりながら呆れたようにため息をつく。

「そりゃあ仕方ないといえば仕方ないけどなぁ。おーい、誰か藤谷もらってやれよ～」

　冗談まじりに、嘆くような口調で言う部長に、室内にいた男性社員たちは皆サッと目をそらす。

　もらってやれって、人を余り物みたいに！　しかも男性社員たちも聞こえないフリをするなんて、ひどい！

　部長にも周囲にも、思わず「ちょっと！」と突っ込むと、それを見ていた経理部の先輩社員が口を挟む。

「あはは、そりゃあ自分より営業成績のいい女と付き合おうなんて思わないよなぁ。色仕掛けで営業してるんだろ、なんて疑えないくらい色気もないし」

「なっ！」

　さらに失礼な！

　けらけらと笑う先輩に、営業部の男性たちは笑うこともしないが否定もしない。部長だけは、「そりゃそうか！」とお腹を抱えて笑っているけれど。

　うちの社員は揃いも揃って、なんてデリカシーのない人たちなの！

　彼氏がいない、独身、色気なし、度々話のネタにされることから冗談だとはわかっているけれど、わかっていても腹立たしい。

　ふん！と鼻息荒くデータ入力を終えると、私は外回りに行こうと席を立つ。

「あ、藤谷これから千葉方面に外回り行くだろ？　ついでに当麻総合病院寄って、事務局に書類置いてきてくれ」

　ようやく笑いがおさまったらしい部長は、まだ少し息苦しそうにしながら私に封筒を渡す。

「郵送すればいいじゃないですか」

「ついでだしいいだろ。急ぎのものなんだよ」

　確かに、今日の営業先は市川や浦安などの千葉県方面だ。葛西にある当麻総合病院もついでと言えばついでだけど。まぁ、仕方ない。

　渋々封筒を受け取り、私はジャケットとバッグを手に会社を出た。

　ったく、皆してからかって。悪かったですね！　結婚の気配がないどころか、彼氏すらいなくて！　しかも男性たちに拒否されるくらいかわいげもなくて！

　悔しい。もっと営業成績上げて、営業部全員を驚かせてみせるんだから！




　四十分ほど車を走らせ、当麻総合病院に着く頃には空はさらにどんよりとした雨雲で覆われていた。

　雨降りそうだなぁ。あ、まずい。会社に傘忘れてきた。

　こんな日に限って関係者用の駐車場は満車で、車を建物からだいぶ離れた位置に停めるしかないし。雨降る前に早く済ませよう。

　そう思い、小走りで院内へと駆け込んでいく。

　相変わらず患者さんが多い院内を早足で抜けて、事務局へ書類を届ける。

　そして建物を出ようと出入り口へ向かっていると、たまたま歩いていた宮脇さんと出くわした。

「あら、藤谷ちゃん。今日巡回日だっけ？」

「お疲れ様です。いえ、こちらの事務局におつかいに」

　答えると、宮脇さんは「大変ねぇ」と目尻にシワを寄せて笑う。

「でも残念。真木先生昨日夜勤で、さっきあがっちゃったのよ～」

「いや、まったく残念じゃないですけど」

　すかさず出される『真木先生』の話題に冷ややかに否定すると、その反応がわかっていたかのように宮脇さんは笑いながらその場をあとにした。

　もう、また宮脇さんってば。

　別に私は真木先生に会うために来てるわけじゃないし。

　そう思いながら、五センチヒールのパンプスをコツコツ鳴らし、再び院内を歩き出す。

　まぁ確かに、ここに来れば真木先生がいるというイメージがついてしまっていることは確かだけれど。

　けどそれは別に会いたいとかそういう意味ではなくて、それに見慣れてるだけというか、そう、たとえるならお昼ごはんにラーメンチャーハンセットが当たり前になると、チャーハンがついてないとちょっと足りない気がするというか。あぁ、こんな時のたとえ話もまた色気がない。

　そんなことを考えながら病院の裏口のドアをあけた。

　すると、目の前にはザァァと勢いよく降る大雨。

「うわ、降ってる」

　院内にいるうちにすっかり雨は降りだしてしまったらしい。降らないうちに、という願いもむなしく、雨は音を立て地面を叩きつける。

　仕方ない、走るか。

　覚悟を決め、私は鞄が濡れてしまわないように腕の中にギュッと抱きしめると走り出そうとした。

「あれ、藤谷？」

　その時、名前を呼ぶ聞きなれた声。

　振り向くとそこには、不思議そうな顔でこちらを見る真木先生の姿があった。

　いつものスクラブ姿とは違う、白いシャツに黒いパンツというキレイ目な私服姿。質のよさそうな茶色い革の鞄と高級そうな腕時計を身に着けた彼は、シンプルな格好ながらも上品さが漂っている。

　突然声をかけられた驚きとともに、その姿の新鮮さに目がいく。

「真木先生。今帰りですか？」

「そ。帰ろうとしたら雨降りだしてたから、ロッカーに傘取りに行ってた」

　言いながら、真木先生は手にしている黒い傘を見せた。

「藤谷、傘は？」

「会社に忘れたので、車までひと思いに走ろうとしてたところで」

　答えると、その目は私が腕の中に抱える鞄を見る。

「車どこだ？　そこまで入れてやるよ」

「えっ、けど」

「いいから。行くぞ」

　真木先生は傘を開きながらそう言うと、私の肩を抱いて多少強引に傘の下に招き入れた。

　戸惑うけれど、雨の中を一歩踏み出すと傘の下からは出られなくて、仕方なく私は大人しく彼に肩を抱かれたまま歩く。

　ザァァと雨音に囲まれた狭い傘の下で、体を寄せ合う。

　ていうか、いつも病院内で話す程度だから、思えばふたりきりって初めてで緊張する！　この距離の近さもあって、余計に。

　それに対して、真木先生は普段どおりというか、手慣れているというか。

　肩を抱く手の大きさに、この胸は嫌でも音を立ててしまうというのに。その平静さが少し憎い。

　こういうやり方で世の中の女性を落としているんだ。そうに決まってる。

　だから自分は浮かれちゃいけない、と言い聞かせ、私は鞄を持つ腕に力を込めた。

「すごい雨だな。こんな天気でも、お前この後も営業？」

「はい。けど他の病院は地下駐車場だったり、ビル内にあったりするので」

「あー、うちが駐車場まで距離があるだけか。『新和メディカルの藤谷が愚ぐ痴ちってた』って院長に言っておくな」

「ちょっと！　やめてくださいよ、そんな子供みたいなウソ！」

　意地の悪い冗談にすかさず突っ込むと、彼は楽しげに笑う子供のような表情を見せた。そんな表情がちょっとかわいくて、つい心臓がドキッと跳ねる。

　って、なんで！　意味がわからない！

　動揺を隠すように平静を装っていると、彼はそれに気づくことなく頭ひとつ低い私に目を留めた。

「ところで、普通鞄って雨よけにするけど、藤谷は逆なんだな」

　鞄？

　言われて見るのは、自分が腕の中に抱えた鞄。

　無意識に抱えてしまっていたけれど、確かに。普通の人は鞄を雨避けにするかも。

　そんなところに気づくなんて、よく見ているなぁ。

「大切な仕事道具ですし。自分は濡れても乾いてもとに戻りますけど、商品や書類はダメになったら最後ですから」

　無意識に、というのは『濡らしてはいけない』という考えが体に染みついてしまっているから。それなら自分が濡れればいい。

　その思いで言った私に、真木先生はそっと笑って空いていた左手で私の頭をポンポンとなでた。

「藤谷のそういう一生懸命なところ、好きだな」

　真木先生が笑いながらこぼす、『好き』の言葉に、つい耳は反応する。

　す、好きっていや、この人の言うことだからきっと特別な意味はない。人として、取引先として好きってだけで、それ以上の意味はないんだから。

　けど。

「そ、そういうこと、軽く言わないほうがいいですよ。私はともかく、人によっては誤解されます」

　いや、あくまでも人によってはだけど。私は全然、全っ然誤解とかしてないけど。

　心の中で必死に念押ししながら言う。すると、真木先生はなにを思ってか一瞬口を閉じだまる。

　そして、傘の下の視界から自分の社用車の先が見えた、その時だった。

「別に、軽くないんだけど」

　真木先生がぼそ、とつぶやいた言葉に、その意味を問いかけようと「え？」と声が漏れた。

　その微かに開いた口を塞ぐかのように、近づいた顔は、そっと触れるだけのキスをする。

　視界をいっぱいに埋め尽くす、色素の薄い茶色い目。

　確かに感じた、薄い唇の柔らかさ。

　微かに漂う、コーヒーの香り。

　その瞬間だけ、雨の音が消えた気がした。

　え……？

　なに、今の。

　驚き目を丸くする私に、真木先生は顔を離すと、それ以上言葉を発することはない。

　そして自分がもっていた傘を私の左手にもたせると、なにも言わず傘の下から出た。

「えっ、あ」

　うまく言葉が出てこずに、戸惑うことしかできない私を振り返ることもなく、彼は雨の中をスタスタと歩いていった。

　なに今の？

　今のって、キスって、えーっと。

　頭の中でもう一度、今起きたことをぐるぐると思い出す。けれど、考えれば考えるほどこれが現実なのかわからなくなるだけで、私はただ雨の中を立ち尽くすことしかできなかった。










翻弄される腕の中




　そのまま翌日から、数日にわたって雨の日が続いた。

　今日の空はようやくカラッとした晴れだ。

　オフィス内の人々は窓の外の太陽の眩しさに目を細める。

　その隣で、私はひとりひたすらカタカタとパソコンのキーボードを叩き続けていた。

　ファイルを開いては数字を入れ、仕事をひとつ、またひとつと片付けていく。

　そんな私を見て、周囲の男性社員たちが「藤谷気合い入ってるなー」とのんびり話しているのが聞こえた。

　仕事はいい。

　集中できるし、こなした分だけ成果が出てやり甲斐がある。それがお給料や査定にもつながる。それに。

「藤谷さんの分もコーヒー淹れましたよ。ここに置いておきますね」

「すみません、ありがとうございます」

　黒いロングヘアがつやめく事務の同僚・佐さ原はらさんが置いてくれたコーヒーカップに、私はいったん作業をやめて、手に取った。

　湯気の立つコーヒーに口をつけると、鼻に入り込む濃い香り。

　その香りからふと思い出すのは、先日の真木先生とのキス。

　頭に浮かぶそのシーンに、コーヒーをゴクンと思いきり飲み込む。

　けれど淹れたてのコーヒーの熱さに私はひとりデスクの上で悶絶した。

「わっ、藤谷さん大丈夫ですか？」

　驚き声をかける佐原さんに、咳き込みながら「大丈夫です」と答え呼吸を整える。

　そう、いつも以上に仕事に熱心に打ち込むのは、そうしないと落ち着かないから。

　ふとした瞬間や些さ細さいなことから、彼とのキスをすぐ思い出してしまうからだ。

　あれから数日が経った今でもわからない。

　なんで真木先生が私にキスなんて？　どうして？　しかも、『軽くない』ってどういう意味？

　もしかして、もしかしてもしかして、真木先生、私のことが好き、とか？

『好き』、心の中でつぶやいたひと言をかき消すように、私は自分の頬を両手でパン！と叩く。

　いや。思い上がるな、自分。

　一瞬考えたその微かな可能性が、あまりにも思い上がりすぎていて、そんな自分を叱る。

　大きな病院の医師で、見た目もいい。女性にだって当然モテる。選びたい放題だろう。そんな彼が私に好意なんて抱くわけがない。

　そう、そんなのありえない。

　わかっていても、ドキドキと心臓はうるさく音を立てるけれど。

「営業、行かなくちゃ」

　深く息を吐き出して、私は荷物をまとめて会社を出た。




　いくら考えてみても、彼のあの行為の意味がわからない。

　なんで、キスなんてしたんだろ。

　って、またあれこれ考えると思い出して余計ドキドキしてしまう。

　平常心、平常心。普通の顔で、なんてことない様子でふるまうんだ。

　よし、落ち着け。忘れろ、私。

　深呼吸をひとつして、やってきた当麻総合病院で私は裏口から院内へ入って行った。

　はっ！　自分の気持ちをなだめることに必死で、借りた傘を車に忘れてきた！

　いや、でも傘返したら嫌でもこの前の話題につながるだろうし。

　あぁ、もう、やっぱり普通の顔なんて無理！

　内科の廊下の端でひとり頭を抱えてしまう。

「真木先生ぇ～、待って～」

　すると、聞こえてきたのは彼の名を呼ぶ甘い声。

　思わず目を向けると、そこにはいつもどおり白衣と青いスクラブに身を包んだ真木先生の姿がある。その隣には、体を寄せて歩く美人の若い看護師がいた。

「今日夕方であがりですよねぇ？　夜ごはんいきません～？」

「あー、残念。今夜は眼科の田た中なか先生に誘われてるんだよ」

「え～、またぁ？　たまには私にも付き合ってくださいよ～」

　仕事中にもかかわらず今夜の約束を取り付けようとする、そんな会話をしながら、彼女は唇を尖らせ真木先生の腕に抱きつく。

「あの子またやってる」

「真木先生も拒まないからねー。まぁ、若くてキレイな子に言い寄られて悪い気はしないだろうけどさぁ」

　そんなふたりを横目に、背後の看護師さんたちのヒソヒソと話す声が聞こえてきた。

　また、ってことはあれはいつものこと。

　やっぱり真木先生、モテるんだなぁ。

　そう思いながらふたりを見ていると、真木先生は私に気づいてこちらに目を留めた。

　ばち、と合った目と目に、心臓がドキッと跳ねる。

「お、藤谷。お疲れ」

　ところが、彼はいたって平然とした顔で。

　軽い口調で『よっ』というように右手を上げた。

　へ？

　あれ、なんか、いつもどおり？

　あまりにも変わらない表情に、それまでの緊張感から一気に拍子抜けしてしまう。

　なんで？　あれ、もしかして、キスなんてなかったことにされた？

　それとも、キスなんて先生にとっては大したことでもなくて、挨拶みたいなもの？

　その真意はわからない。けれどただひとつ確かなのは、キスをしようとその表情はなにひとつ変わらないということ。

　本気じゃないだろうなんて、わかってた。わかってたけれど、そんな軽い気持ちで唇を奪われるなんて、ひと言言わないと気が済まない!!

「真木先生！　ちょっと来てください！」

「へ？　なんだよいきなり」

「いいから!!」

　キッと目を釣り上げて、私はその腕を引っ張り歩く。訳もわからずついてくる真木先生を連れ、ひと気のない細い通路へ入っていった。

「こんなひと気のない通路に連れ込むなんて、藤谷って意外と積極的？」

「って、違います！　変な勘違いやめてください！」

　ふざけたことを言う彼に、ついきつい口調で怒りを露わにする。

　ふざける余裕があるなんて。やっぱり本気なんかじゃなかったんだ。

　ムカムカとして余計に腹が立ってきた。

「……この前の、どういうことですか」

「え？」

「『え？』じゃありません！　したじゃないですか！　キス！　私にいきなりキスしてきたじゃないですか！」

　最初は冷静に問いかけたものの、理解してもらえず、思わず声を荒らげた。

　そこまではっきりと言うと、真木先生は「あぁ、あれね」と納得する。

「どういうことって、もちろん好きだからしたんだけど」

「はっ、はぁ!?」

　好き、だから？

　あまりにもあっさりとしたその答えに、一瞬聞き間違いじゃないかと耳を疑った。

「好きじゃない人にキスなんてすると思うか？」

「真木先生なら」

「ってコラ！　どういう意味だよ！」

　もちろん、そのままの意味だけれど。

　真木先生は、じっと私を見つめたまま言う。

「俺、けっこう本気で言ってるんだけど」

「そ、そんなこと言われても、信用できないです」

　本気、だなんて。そんなこと、ありえない。

　きっとその言葉も、冗談に決まってる。

　今この瞬間の私の反応も、面白がっているのだろう。

　そんな思いで顔を背ける私に、真木先生は私の横に手をつく。壁と彼の間に挟まれ、逃げ場を奪われてしまう。

「なら、どうしたら信じてくれる？」

　低い声で囁ささやいて、視線を合わせるように、真木先生は私の顔を下から覗き込む。

　近づく顔の距離から、先日のキスがよりいっそう鮮明に思い出されてしまった。

「っ……しっ知りません!!」

　大きな声で叫ぶように言いながらその体を突き飛ばす。

　突然勢いよく突き飛ばされるとは思わなかったのだろう。彼がよろけた隙に、私はバタバタとその場を駆けだした。

　な、なに、なに今の。

　好きだとか、本気だとか、どうしたらとか。真木先生からそんなことを言われるなんて、思わなかった。

『なに本気にしてるんだよ』って、笑われるんだとばかり思っていた。だからこそ余計に、どんな顔をしていいかわからない。

　そのひと言ひと言が、耳から離れない。

　思い出すたび、耳が熱い。

　きっと今、顔も真っ赤になっているのだろう。院内を足早に歩きながら、熱い頬を両手で押さえた。

　いや、ウソだ。絶対ウソ。さっきのだって、私を試しているんだ。

　胸に言い聞かせても、まだ顔は熱くて、涼しい顔で流せない自分が憎い。

　本気になんてしないんだから。あんなセリフ、誰にだって言ってるかもしれないし。

　それでもついときめいてしまい、ドキドキと鳴る胸を落ち着かせようとした、その一方で、ふと思い出すのは何年も前の記憶。

『俺、沙織が好きだよ。沙織だけがいてくれればいいって、本気で思ってる』

　そんな甘いセリフに騙だまされて、泣いた、情けない過去のこと。

　それひとつを思い出しただけで、あれこれ考えていたはずが、心は一気に冷静さを取り戻す。

　……ない。本気なんて、ありえない。

　過去の彼のように、真木先生も、からかっているだけ。

　今度は一気に胸に痛みが押し寄せた。

「あっ、藤谷さん！　いたいた！」

　するとその時、向かいからやってきた宮脇さんが私を見つけると、手を振り駆け寄ってきた。

「今日十四時に来るって聞いてたのになかなか来ないから、どうしたのかと思ってたの。けど何事もなかったみたいでよかったね」

「へ？　あっ！」

　言われて、時間を確認すれば、時刻は現在十四時半。予定の時間を大幅に過ぎてしまっていた。

「す、すみません！　真木先生と、少し話を」

「真木先生と？　あら～？」

　私の口から出た彼の名に、宮脇さんはなにを想像したのかニヤリと笑う。

　その表情ひとつで、あらぬ誤解をされていると察した。

「って、違いますから！　真木先生とはなにもないです!!」

　いや、なにもなくはないんだけど。キス、されたんだけど。

　そんなことを知られようものなら余計にひやかされるだけだ、と必死に否定する。

「そもそも、なんでそんなに私と真木先生をひやかすんですか！」

「だってふたりともよく話してるじゃない？　それに真木先生もそろそろいい年だし、藤谷さんみたいないい子とくっついて落ち着いちゃえばいいのにと思って」

　別に仲いいわけじゃないけど……。

　けれど否定したところで『またまたぁ～』とからかわれるのが目に見えているので、余計な言葉を飲み込んだ。

「むしろ真木先生のどこがダメなの？　イケメンだしやさしいし、いい人だと思うわよ？　この前も、雨の日に人に傘貸して濡れて帰ってたくらいだし」

「え……？」

　この前、雨の日に？

　その言葉から思い出すのは、先日の、真木先生が傘を貸してくれた日のこと。

「真木先生、車通勤じゃないんですか？」

「普段はね。ただここ何日か車の調子が悪いからって電車で通勤してたのよ」

　電車、で？

　そんなこと、ひと言も言っていなかった。

　電車で、ということはここから駅までの間、雨に濡れてしまっただろう。

　それはきっと、私の車までの距離よりも長くて、それにもかかわらず彼は、私の手元に傘を預けてくれた。

　別に、私は濡れるくらいかまわなかったのに。

　むしろ彼が濡れて、風邪でも引いたほうがみんな困ってしまうだろう。

　だけど。そのやさしさを、うれしいと感じられてしまうんだ。

　それから仕事を終えた私は、近くのコンビニで風邪薬とのど飴を買った。そして一度車に寄って、置いたままだった黒い傘を手に取った。

　晴れた日に傘をもって歩くなんて、と思われるかもしれない。

　けれど、そんな視線も気にせず、私は再び院内を歩くと内科の外来診察室の前で足を止めた。

　看護師さんに確認したら、真木先生は外来を全て終え、診察室でカルテのチェックをしているという。

　邪魔してしまうかも、風邪薬なんていらないと思われるかも。それでも、このままでは嫌だ。

　そんな思いで、コンコンとドアをノックする。

「はい？」

　すぐ返ってきた声に少し緊張して、小さくドアをあけた。

「……失礼します」

　隙間からこそっと顔を覗かせると、診察室には真木先生ひとりがいた。

　椅子に座りパソコンを見ていた彼は、こちらへ視線を向けると、目を丸くして驚く。

「藤谷？　どうかしたのか？」

　まさか私が来るとは思わなかったのだろう。問いかける彼に、私は室内に入ると傘をずいっと差し出した。

「これ、返します。助かりました」

「あぁ。別に返さなくてもよかったのに」

　そう言いながら、椅子から立ち上がり傘を受け取る。続けて、コンビニの袋を差し出す。

「あと、これ」

「え？」

「……この前、濡れて帰ったって聞いたので。風邪引いたら、大変だから」

　恥ずかしくて、無愛想になってしまう。そんな私に真木先生は、「ぶっ」とふき出し笑った。

「あはは！　医者に薬あげるって、しかも俺、雨に濡れても全然風邪引いてないし」

「だ、だって！　これくらいしかわからなくて……好きなものとかも、知らないし」

　笑い飛ばされてしまうかもとは思ったけれど、本当に笑われて、恥ずかしさから口を尖らせる。

「いや、電車通勤ならそう言ってほしかったですし、それで真木先生が濡れたら意味ないですし、それに、その……」

　けど、一番言いたいのは、こんな言葉じゃない。

　からかいのキスのために、傘を利用したのかもしれない。だけど、それでも。そのやさしさがうれしいと感じられたから。

「……ありがとう、ございました」

　精いっぱい、勇気を出してお礼を言った。

　そのひと言に、真木先生は一瞬驚いてから、ふっとうれしそうに笑ってみせる。

　愛しげに目を細めた、柔らかな微笑み。初めて見る表情だと思った瞬間、彼は袋を差し出したままの私の腕をぐいっと引っ張り、体を抱き寄せた。

「ひゃっ」

　いきなり、なにを！

　戸惑い声を上げた私に、真木先生は左手をそっと頬に添える。

　冷えた指先が直に触れて、ぞく、と肌が反応した。

「好きなものなら、いくらでも教えるけど」

「へ？」

「旅行と、酒と、本と……」

　その言葉とともに、額にちゅ、と触れた唇。

「あと、藤谷」

　柔らかな感触と、『藤谷』の名前に、恥ずかしさは一気に増して、自分の顔がかああと真っ赤になるのを感じた。

「好き」も「本気」も、きっと冗談。

　あの人と同じで、簡単に言葉にしているだけ。

　信じられるわけなんてない。また笑われることも、傷つくこともしたくない。

　この心は、そればかりを繰り返す。

　だけど、この心に触れてみせる彼に、胸は翻ほん弄ろうされるばかりだ。










密室は甘く




　真木先生と初めて会ったのは、二年前の春のことだった。

　入社三年目で、仕事にも慣れ営業として成績も伸び始めていた私が、退職する先輩から引き継いだ担当先のひとつが当麻総合病院だった。

『初めまして、内科医の真木です』

　そう、初めて挨拶を交わした時の印象は、〝キレイな人〟。

　目鼻立ちのはっきりした、整った顔立ち。上品さと色気が合わさった不思議な雰囲気。透き通るような茶色がかった、色素の薄い目。

　礼をして顔を上げ、背筋をすっと伸ばす、たったそれだけの動作すらも、一つひとつが美しくて、心惹かれた。

『えーと……新しい担当の、ふじたに、さん？』

『ふじや、です』

『ふじや、ね。藤谷、沙織か』

　手渡した名刺を見ながら、彼が呼んだ名前。

　そのたったひと言に、どうしてか胸が微かに音を立てたのを覚えている。




　頭上に青空が広がり、さわやかな風が吹く五月頭のある日。

　フロア端にある静かな会議室には、パチン、パチンとひたすらホチキスをとめる音が響いていた。

「あーもう、終わらないー!!」

　叫びながらデスクに伏せる私の横には、作りたての冊子が数十冊と山になっている。

　そんな私と向かい合うように座るのは、販売企画部の後輩・深ふか田ださんだ。

「藤谷さん、すみません～。私だけじゃどうしても終わらなくて」

「いや、悪いのはこんなに大量のパンフレットを明日までに作れなんていきなり言う上司だから」

　長いまつげを少し濡らし半泣きの彼女に、私は一度伏せた体を起こし、再びホチキスを手に取る。

　今行っている作業は、取引先向けの商品紹介のパンフレット作り。本来ならば販売企画部の仕事であり、営業部である私の仕事ではないものだ。

　けれど、突然大量のリーフレットを作成するよう命じられた深田さんは、ちょうど手が空いていた私に泣きついてきたのだった。

　外回りに行くまでの間、という約束で作業を手伝っているわけだけれど、おかげで私もお昼ごはん抜きだ。

　紙をまとめ、パチンパチンと綴じていく。

　それを繰り返す中、深田さんが疲れ気味に口を開いた。

「はぁ、なんでうちの会社の上司ってこんな勝手な指示ばっかりするんですかねぇ」

「会社なんて理不尽なものよ」

「あーあ、せめてイケメン上司だったら仕事ももっとやる気になるのになぁ」

　嘆く声に重なるように、パチン、パチンという音が響く。

「深田さん、彼氏いないんだっけ？」

「この前別れちゃったんですよ～。だから余計、毎日に張り合いがなくて」

　そんなこと言ったら、五年彼氏がいない私は五年も張り合いがないことになるんですけどね。

　薄ピンク色のグロスを塗った唇を不満そうに尖らせる彼女に、つい顔が引きつってしまう。

　そんな私に深田さんは思い出したように言った。

「そういえば、藤谷さんの営業先ってイケメンいないんですか？」

　その突然の問いかけに、手を止めることなく問い返す。

「え？　いきなりなんの話？」

「だって営業でいろんな病院とか回ってたら、出会いもたくさんあるじゃないですか。イケメンがいたら紹介してほしいなーって」

「イケメン、ねぇ」

　その言葉に、取引先の医師や看護師さんの顔を思い浮かべる。中でも一番に思い浮かぶのは、真木先生の顔だ。

「いないことは、ないけど」

「本当ですか！　いいなぁ、紹介してくださいよー！」

　作業の手を止め、前のめりになって話題に食いつく深田さんに、「いや、その」となんとも歯切れの悪い返事になってしまう。そんな私の反応を見逃すことなく深田さんは突っ込んでくる。

「どうしたんですか？　なにかダメな理由でもあるんですか？」

「え!?　いや、そんなことはないけど……」

「あ、もしかして藤谷さんがそのイケメンといい感じとか？」

　い、いい感じって！

　そう言われて思い出す。先日の、真木先生の言葉と額に触れた唇の感触。

『藤谷』

　名前を呼んで、やさしい瞳で見つめるから。だからいっそう、まぶたの裏に焼きついて消えなくて、そんな些細な仕草にもいちいち頬が熱くなってしまう。

「もう！　私のことはいいから、さっさとこれ終わらせるよ！」

「はーい」

　よみがえる感覚を振り払うかのように、気を入れ直し作業に再度取り掛かった。

　あんな、本気か冗談かわからないような、いやほとんど冗談にも聞こえるような言葉を真に受けて、恥ずかしくなってしまうなんて。あしらえない自分が、情けない。

　そのたびに過去の失恋を思い出してしまい、胸にツンと痛みを感じる。

『好きだよ、沙織』

　あの頃の彼の言葉が今でも消せないのが、悔しい。

　どんなに心が揺らいでも、真に受けちゃいけない。

　純粋に誰かを信じて想って、その結果痛い目を見た私は、懲りたはず。

　もうあんな思いはしたくない。しない、ために。

　甘い言葉を、簡単に信じたりしない。何度も何度も自分に言い聞かせる。けれど真木先生のまなざしを思い出すと、淡い期待を抱いてしまう。

　否定したくない、だけど肯定できない。その葛藤の苦しさに拳をぐっと強く握る。伸びた爪が手の平にチクリとして、胸の痛みをごまかしてくれた。




　それから数時間後パンフレット作りを切り上げ、外回りのため会社を出た。

　今日は先日導入した機器についてのヒアリング。各病院を回って、最後に立ち寄ったのは当麻総合病院だった。

　院内を足早に歩き、五階の循環器科に向かうべく看護師さんや患者さんが数名乗っているエレベーターに乗り込んだ。

　二階で一気に人が降りひとりになった瞬間、お腹はぐううと音を立てる。

「はぁ、お腹空いた」

　お昼、パンフレット作りでごはん食べる余裕なかったからなぁ。

　さすがに夜まで持ちそうにはないし、帰りにコンビニでも寄っていこうかな。

　そう思いながらお腹をさすると、突然背後から「ブッ」と笑い声が聞こえた。

　だ、誰かいた!?

　てっきり誰もいないとばかり思っていた私は驚き、勢いよく振り返る。

　するとそこにいたのは、なんと真木先生。自分以外は降りたと思っていたけれど、実は乗っていたらしい彼は、右手で口もとを押さえ、必死に笑いをこらえている。

「まっ、真木先生!?」

「藤谷、お前、すごい音したな。腹になにか飼ってるのか？」

　こらえきれず、「ぶふっ」とまた笑いをもらしながら言う真木先生に。

「すみませんね、すごい音で。お昼食べ損ねてお腹が空いてるんです！」

　ふん、と顔を背けて言うと、彼は隣に並んで立つ。

　肩にあたる彼の腕の感触に、近い距離を感じて緊張してしまう。

　ち、近い。

　ついうつむいてしまうと、突然、不意打ちに彼は私のうなじにちゅ、とキスをした。

「ひゃっ!?」

　い、いきなりなにを!?

　驚きと恥ずかしさでいっそう顔を真っ赤にして横を振り向けば、その反応にうれしそうに笑う真木先生の姿がある。

　か、からかわれた！

　またこうやって私をからかって楽しんでいるんだから！

　睨むように見れば、その視線を向けられることすらも楽しそうに真木先生は口を開いて言う。

「お前、今日は何科に行くんだ？」

「え？　循環器科ですけど」

「そうか。なら循環器科の先生には俺から言っておいてやるから、ちょっと付き合え」

　付き合えって、どこに？

　問いかけるより先に、ちょうどエレベーターが止まる。

　そこは三階の内科のあるフロアで、真木先生は私の腕を引くとそのまま降りて、診察室へと入る。その奥の小部屋へやってきた。

　そこは、横長のソファとテーブル、テレビと小さな冷蔵庫が置かれた部屋。おそらく、真木先生をはじめとした医師たちが普段使っている休憩室、俗にいう医局というものなのだと思う。

「よし、誰もいないな」

　他の先生は出払っているらしいことを確認すると、その言葉とともに、真木先生は部屋の鍵をガチャンと閉めた。

　逃げ場を奪うその音に、心臓はドキリと跳ねる。

　ふ、ふたりきりで、こんな密室でいったいなにをするつもり!?

　最近の彼のふるまいのせいか、あらぬことを想像してしまう。

「藤谷」

「は、はい!?　あの、真木先生っ」

　目の前の彼はいつもどおり落ち着いた様子で、こちらへ手を伸ばすと、私の肩を掴んで見つめた。

　え!?　なに、その目。

　肩を掴んで、逃さないように、向き合うように見つめてくる。捕らえて離さないような視線に、当然ドキドキしないわけがない。

「お前、甘いもの平気？」

「あ、甘いものですか？」

　見つめたまま問いかける彼に、目を丸くして首をかしげた。

　いきなりなんの話かと困惑していると、真木先生は私をそのまま近くのソファに座らせ、自分は冷蔵庫の方へと向かう。

　そしてなにやら白い箱を取り出したかと思えば、目の前のテーブルに置いた。

「それは？」

　白地の箱に赤い縁取りがほどこされた箱を彼があけると、中にはショートケーキとチョコレートケーキが入っていた。

　クリームのほのかな甘い香りと、チョコレートの濃い香りが、つい先ほどまでの緊張をどこかへ吹き飛ばしてしまう。

「ケーキ、ですか？」

「あぁ。もらったんだけど、さすがに二個は食べきれないから。せっかくだし一緒にどうかなと思って」

　真木先生は、そう言いながら、どこからか取り出した紙皿にケーキをのせる。

「いいんですか？」

「あぁ。どっちがいい？」

　戸惑うけれど、お腹は空いているしケーキはおいしそうだし、誘惑する気持ちのほうが強く迷いはすぐ消えた。

　チョコレートケーキを指さす私に、彼は紙皿にのったチョコレートケーキにフォークを添えてこちらへ差し出した。

「い、いただきます」

「はいどうぞ」

　真木先生も同様に、ショートケーキを手にもつと私の隣に腰を下ろす。

　ソファがギッと音を立て、彼の重みで少し沈む。そっと肩が触れたけれど、意識しているようにも思えてしまい、体を離すことができなくて、平常心を装って私はケーキを口に運んだ。

「ん、甘い！　おいしい！」

　いちごとよく合うチョコクリームの甘さに顔をほころばせると、真木先生も同様にケーキを口に運び「本当だ」とうなずく。

「あ、チョコもひと口食べたい」

「いいですよ」

　ケーキを差し出す私に対し、彼はフォークをもつ手を伸ばす様子も見せずに小さく口をあけた。

　それって、つまり。

　食べさせてくれ、ということ？

　どうするべきか一度固まり戸惑うけれど、彼をこのままにさせておくわけにもいかず、仕方なく、私はフォークにケーキをのせて彼の口元へ運ぶ。

　ぱく、とひと口食べると、口の端についたクリームをペロッと舐めた。

　うっ、色っぽい。ていうか、これって間接キス？

　どうしよう、真木先生が使った直後のフォークを使うなんて、できない！　いや、私が意識しすぎなだけ？　でも、けど。

　あれこれと考えているのを気づかれないように、話題をそらすように話しかける。

「ど、どうです？　チョコケーキ」

「ん。うまい。ここのケーキ好きかも」

　そう言って、真木先生は子供のように笑う。いつもの凜とした表情と違ってかわいらしく、胸がキュンと音を立てた。

　もう、その表情は反則でしょ！

　意外と甘いもの好きなんだとか、こんなふうに笑ったりするんだとか、初めて知るその一つひとつに、胸は揺さぶられてばかりだ。

　恥ずかしさを紛らわせるように、残りのケーキをバクバクッと口に押し込む。

　ケーキはとても甘くておいしいのに、彼といると味がよくわからなくなる。

　ドキドキと、心臓がうるさくて、全身が熱くなって。それどころじゃなくなってしまうよ。

　あっという間にケーキを食べ終えると、「ふう」とひとつ息を吐き出す。

「おいしかったです、ごちそうさまでした」

「どういたしまして」

　言いながら、ふたり分の紙皿を捨てようと手を伸ばす。

　すると真木先生は、私の手を突然掴んだ。

　彼の大きな手にしっかりと手を包まれ、心臓はまたドキッと強く跳ねた。

「ま、真木先生？」

　裏返りそうになる声で名前を呼ぶと、すぐ隣の彼は私の顔をじっと見つめる。

「で、藤谷はいつ答えてくれるんだ？」

「へ？」

　答えって、なんの？

　問いかけの意味がわからず首をかしげる私に、彼は真剣な顔つきのまま。

「藤谷のこと、好きだって言っただろ。それに対しての回答」

　私のこと……あ。

『好きだから』

　真木先生は、この前そう言っていた。けれど、それをこうして正面切って問いかけられるとは思わず、戸惑いが隠せない。

「答え、なんて聞かれても。また、そんな質問でからかわないでください」

「からかってないって」

　手を振り払おうとするけれど、力を込められほどけない。

　それどころか、彼はさらに距離を詰めて、じっと見つめたまま、私の額と自分の額を合わせた。

　ち、近い。

　彼の吐息が、熱い体温が、伝わってくる。

「じゃあ、質問変えるか」

「え？」

「今、藤谷はドキドキしてる？」

　ドキドキ、してる。

　自分の心の中を読まれた気がして、恥ずかしくて目をそらす。

　顔を背けようともするけれど、彼は空いていた左手を私の頬に添えて、それを阻止した。

　観念したように彼を見れば、しっかりとこちらを見つめる、その茶色い瞳に、戸惑う自分の顔が映り込む。

「答えろよ」

　低い声で囁いて、彼の顔がより近づく。

　そして唇が触れかけた、その時。

「真木先生、いらっしゃいますー？　先ほどの患者さんのことで確認したいことがあるんですけど」

　看護師さんの声とともに、コンコン、とドアをノックする音が響いた。

　その声にふと我に返ると、私は真木先生の体をドンッと突き飛ばし、席を立つ。

「そ、そろそろ行かなきゃ！　ケーキごちそうさまでした！」

　それだけを早口で言うと、鞄を掴み勢いよく部屋を飛び出した。

　ドアの前にいた看護師さんの「きゃっ!?」という、まさか私がいるとは思わなかったであろう驚きの声を聞きながら。

　手を掴んだ彼の手の感触と、見つめるまなざし、囁く声。

　一つひとつが、全身に絡みついて離れない。

　彼の告白に対しての返事なんて、そんなこと聞かれてもわからないよ。

　けど、ひとつだけわかる。

　ドキドキしてるか、に対しての答えは、耳まで熱く赤くなる、この顔ひとつでわかりきってる。

　ドキドキしない、わけがない。

　その熱は彼にだから感じているのかは、まだわからないけれど。

「頬、あつい」

　熱よ、冷めろ。冷めろ。

　何度も心で繰り返すのに、真木先生のまなざしが記憶から消せず、この体温をいっそう上げていく。










車の中で交わされる




　夢に、彼が現れた。

『藤谷』

　そう名前を呼んで、近づいて、私の頬にそっと手を触れる。

　そして唇は、重なろうと距離を詰めて。

「はっ！」

　その瞬間目を覚ますと、そこにはいつもどおりの白い天井が広がっている。ガバッと勢いよく体を起こせば、１ＬＤＫの部屋には当然自分ひとり。

　先ほどまで目の前にいた彼は、夢だったのだと気づいた。

「ゆ、夢」

　なんて夢、見てるんだか。

　寝癖頭を抱えれば、頬は熱い。




　連休明けの月曜日の朝。いつも以上に憂ゆう鬱うつそうなサラリーマンたちに囲まれて、私は電車に乗り込んだ。

　電車内の、ドア上にある画面には『本日の運勢』と星占いの映像が流れている。

【今日の一位は、てんびん座！

　思わぬ幸せに出会える一日。ラッキーアイテムは、水！】

　お、てんびん座が一位だ。

　信じているわけではないけれど、自分の星座が一位となれば当然うれしい。

　なにかいいことあればいいな、とどこか期待に胸を膨らませる。

　今日のスケジュールは、午前はオフィスで午後から外回り。数カ所回って、当麻総合病院にも行かなくちゃ。

　不意に真木先生の姿を思い浮かべて、恥ずかしくなってかき消した。




　この前、真木先生とケーキを食べた時のこと。彼に問いかけられて、思った。

　私は真木先生を、どう思っているんだろう。

　これまで、本気にしちゃいけないとかどうせ冗談だとか、否定するばかりで。自分の気持ちなんて、考えたことがなかった。

　もしも。もしも、万が一、その言葉が本気だったとしたら。

　私は、うれしい？　困る？　嫌だ？

　触れられるとときめくこの胸は、浮かれているだけなのか。それとも、それ以上の気持ちからなのか。

　全然、わからないや。

　否定するばかりで、その気持ちと向き合っていなかったのだと今更気づいた。

「はぁ」

　そんなモヤモヤした気持ちを抱えたまま、当麻総合病院の駐車場に車を停める頃には、時刻は既に十六時を回っていた。

　今日はここで外回りは終わりだ。真木先生に会うのはなんだか気恥ずかしいけど。

　けど行かなければと、黒いジャケットと鞄を手に車を降りる。

　そして裏口から入り三階の内科のフロアを歩いていると、角を曲がったところで出くわした看護師の男性とぶつかってしまった。

「わっ！」

「あっ！」

　ドンッと肩をぶつけよろけたところに、彼がもっていたバケツの中いっぱいの水が大きく揺れた。

　そしてそれがこちらへバシャッと勢いよくかかると、私の顔と上半身をびっしょりと濡らした。

「す、すみません！」

「いえ、こちらこそ」

　彼の大きな声に、周囲の人々は何事かとざわめく。

「あら、藤谷ちゃん！　どうしたの!?」

　それは当然、近くにいた宮脇さんの耳にも聞こえていたらしく、驚いた顔で駆けつけてきた。

　あーあ、頭からびしょ濡れ。

　これのどこが幸せな日？　ていうか、ラッキーアイテムは水なんじゃないの。

　占いに騙された、と悔しく思う。

「本当にすみません、よそ見してて」

　言いながら、男性看護師は近くにあったハンドタオルを慌てて手に取り、濡れた私の肩をポンポンと拭う。

　するとなにかに気づいたように私の胸元へ視線を留めた。

　その視線の先には、濡れて肌に張り付くブラウスと、うっすら透けるキャミソール。

　たかがキャミソール、と思いながらもまじまじと見られれば落ち着かない。それとなく手で隠そうとした、その時。

　突然私の肩に触れていた手が、背後から伸ばされた手によって引き離された。

「へ？」

　いきなり、誰？

　驚き振り向くと、そこにいたのは真木先生で、体を引き離した手が彼のものだと気づいた。

「真木、先生？」

「藤谷、こっちにタオルあるから来い」

「えっ？　あの、わっ」

　戸惑ううちに真木先生は自分の白衣を脱ぎ、私に羽織らせると、体を抱き寄せるようにして歩く。ちら、と一瞬、男性看護師に鋭い目を向けながら。

「あの、真木先生？　白衣濡れちゃいますよ」

　私の言葉にも、彼は答えることなくずんずんと歩いていく。大きな手を回して肩を抱かれ、私はされるがままだ。

　そしてやってきたのは、先日も来た真木先生たちの休憩室。

　部屋に入ると、真木先生は棚からタオルを取り出してそれを私に手渡す。

「この後、他の病院にも回るのか？」

「いえ、あとは会社に戻るだけで」

「そうか、ならまだよかったな」

　話しながらも、彼はこちらを見ないように顔を背けたまま。椅子の背もたれにかけてあった黒いパーカーを手に取ると私に差し出した。

「俺ので悪いけど、着て。濡れた状態よりはマシだろうから」

「えっ、でも」

「いいから」

　借りていいのだろうか、と一瞬迷うけれど、彼が断らせてはくれないだろうことを察し差し出された服を言われるままに受け取った。

　見ないようにとこちらに背中を向ける彼に、私も背中を向けると、濡れた体や髪をタオルで拭く。

　そして、ワイシャツを脱ぐとキャミソールの上にパーカーを着てファスナーを鎖骨のあたりまで上げた。

　サイズ、ぶかぶかだ。

　手まですっぽり隠れてしまう袖丈と、まるでワンピースのようにお尻まで覆う裾丈。

　その大きさから、彼と自分の体格差を知る。

　服からは、ほのかなムスクの香り。真木先生の『先生』ではない素顔の一面がうかがわれた。

「着替え、終わりました」

　その言葉を合図にするように、真木先生はこちらを振り向く。

　彼は私をじっと見つめて、こちらに近づくと、そっと手を伸ばした。そしてその指先はパーカーのファスナーをきっちりと上まで上げきった。

「ちゃんと前締めろ」

　低い声で囁いて、その手は私の首元をそっとなでる。触れられ慣れないところを触れられて、ゾクッと反応してしまう。

　思わず漏れた「んっ」という小さな声に、恥ずかしくて慌てて口元を押さえた。

「すみません、あの、くすぐったくて」

「誰にでも、そんな声聞かせるのか？」

「え？」

　それって、どういう意味？

　静かに問う声に、たずねようとした。けれど、それを遮るように真木先生は私の右腕を引っぱり体を抱き寄せる。

　長い腕に包まれて、全身が一気に彼の香りで満たされる。

「ワガママだってわかってるけど、簡単に他の男に触れさせないでほしい。冷静で、いられなくなる」

　耳元で囁く、低い声。

　なんて言葉を返せばいいかわからず、固まってしまう。

「好きなんだ」

　けれど、そんな私の今の迷った気持ちに伝えられる『好き』の言葉。

　抱きしめる腕にも、応えるか、拒むべきか、どうしていいのかわからない。

　こんな時にも、私は自分の気持ちがわからないままだ。

　だけど、抑えきれない感情を精いっぱい冷静に伝えようとするその声に、愛しさを感じている。

　ドキ、ドキ、と聞こえる胸の音は、自分の音にも彼の音にも聞こえた。

「……あの、もう、行かないと」

　まるで子供が駄々をこねるかのように、ぎゅうっと腕に力を込める彼に、その胸元を軽く叩く。

「すみません、服今度返しにきます」

　真木先生は渋々、というように腕を離す。

「他の男に捕まるなよ」

　独占欲を感じさせるようなその言葉に、なんて答えたらいいかがわからず、私は鞄と濡れた服を手に部屋を出た。

　初めて見た、表情。

　いつもは笑顔で、飄ひょう々ひょうとしている。そんな彼の、動揺。

　それが何故か、うれしいと感じる自分もいて。

『冷静で、いられなくなる』

　なんて、そんな。

　彼のひと言がまた、頑かたくなに拒んでいたこの胸をときめかせ揺らしてしまう。

「はぁ」

　丈のあまったパーカーの袖をみずから嗅ぐと、はっきりとムスクの香りが鼻をくすぐる。それに混じるほのかなぬくもりに、ときめきと安心感を覚えた。

　真木先生に近づいた時の香りだ。

　目を閉じると、ずっと抱きしめられ続けているような錯覚がした。

　思わぬ、幸せの日。

　占い一位は、あながち間違いではなかったかもしれない。




　それから、三日ほどが経った木曜日。仕事を終えた私は、電車とタクシーを乗り継いで当麻総合病院へとやってきた。

　車で来るとあっという間だけど、電車だと時間かかるなぁ。

　駅から距離もあるから、バスかタクシーに乗るしかないし。

　けど、今日は営業じゃないから社用車を使うわけにもいかないしね。

　そう思いながら見た自分の手元には、紙袋がひとつ。その中には、先日真木先生から借りた黒いパーカーが入っている。

　次の営業の時にでも、と思ったけれど、そうすると来週になってしまうし。このパーカーを以前彼が着ていたことを思い出し、愛用の服なら尚更早く返そうと思い、やってきた。いや、この時間には、もうあがってたりする？

　正直、真木先生の勤務時間帯も知らないし、会えるかどうかもわからずきてしまったけれど。

　会えなかったら看護師さんに渡せばいい。

　会えたとしても、どんな顔をしていいのかもわからないし。

『好きなんだ』

　あの時感じた愛しさを思い出すと、鼓動はまた大きくなる。それをなだめながらタクシーを降りた私は、裏口から病院へ入ろうとした。

　すると、ちょうど目の前の出入り口から姿を現したのは真木先生。薄手のデニムシャツに黒いボトムという私服姿だから、今帰るところなのだろう。

　突然の彼の出現に、心臓がドキッと跳ね、私はとっさにすぐ近くの柱の陰に隠れてしまった。

　い、いきなり出てくるなんて反則！

　まだ心の準備が！

　けど今声かけなきゃ帰っちゃうよね。いや、むしろこのまま見送って看護師さんに服渡すべき？

　いや、それもちょっと失礼かな？

　どうしよう、と悩んでいると、出入り口の方からはカツカツカツと駆け寄るヒールの足音が聞こえる。

「あっ、いたいた！　真木先生ぇ～」

　その声に彼と同時に目を向けると、黒いパンプスを履いたキレイな女性。以前も真木先生に猛アタックしていた若い看護師だ。

　彼女は太もも丈の短いスカートから細い足を覗かせて、真木先生に追いつく。そして腕を彼のたくましい腕に絡ませた。

「今日こそは一緒にごはん行きましょ！　ねっ」

「あー、いや、今日はこの後用事が」

「用事ってなんのですか？ていうか、そろそろ一回くらいごはん付き合ってくださいよぉ」

　相変わらず積極的な彼女は、引き気味の真木先生に唇を尖らせ不満げな顔をする。

「私とごはんに行ってくれないのって、噂のあの人が理由ですかぁ？」

　噂のあの人？

　そのひと言に耳をピクリと反応させると、真木先生も同じところが気になったらしく首をかしげる。

「噂？」

「真木先生が溺愛してるって噂の、医療機器メーカーの人！」

　え!?

　思わず大きな声が出そうになるのをぐっと飲み込む。

　医療機器メーカーの人って、私のこと？

　ていうか、溺愛って。

　ちょっとそれはオーバーな気がする。そもそも、そんな噂が病院で広まってるの？　恥ずかしすぎる！

「ていうか、好きとか本当なんですかぁ？　その人この前見ましたけど、顔も普通だし、正直真木先生にはつりあわないと思うんですけど」

　うっ、なんてストレートな言葉。

　本人が聞いているとは夢にも思わないのだろう。だからこそこぼされる率直な言葉に、耳が痛い。

　確かに、特別美人ではないけれど。

　余計姿を見せづらくなってしまったし、やっぱりここはふたりが通り過ぎるのを待ってから看護師さんに渡しに行こうかな。

　そう思い、手元の紙袋を握る手に力を込めた。

「つりあわないなんて、誰が決めたんだ？」

　けれど、彼から発せられたのは思いもよらぬひと言だった。私と同様に、彼女も首をかしげ問いかける。

「え？」

「俺は俺の意思で、彼女を好きだって思ってる。それを誰かに否定されたり、評価されるいわれはない」

　真木先生の、意思で私を『好き』と伝えてくれている。

　はっきりと言い切られ、自分の中でうれしさが膨らむ。

　けれど、その時。それまで彼女を見て話していた真木先生が、突然こちらを振り返り見た。

「ってことだから。行くぞ、藤谷」

「え!?」

　って、バレてた!?

　思わず声を上げて物陰から姿を現すと、真木先生は『やっぱり』というように鼻で笑った。

　あ。姿を見せてしまった。

　そんな私の姿を見て、彼女は気まずそうに渋い顔をして、その場を駆け足であとにした。

「いつから、気づいてたんですか」

「えーと、藤谷が隠れたくらい？」

「最初からじゃないですか！」

　気づいていたなら言ってよ！

　そう突っ込むと、先ほどまでの気まずさは吹き飛んで、いつもどおりの空気になってしまうから、不思議だ。

「で？　今日はどうした？　営業にしてはずいぶん遅いけど」

「あ、いえ、今日は仕事じゃなくて。この前のパーカーを、返しに」

　言いながら紙袋を渡すと、真木先生は「あぁ」と納得する。

「別に今度でよかったのに。けどまぁ、わざわざありがとな」

　そして受け取ると、なにげなく駐車場を見回した。

「今日は、車は？」

「いえ、仕事終わりなので電車で」

「そうか。なら送る」

　思わぬ提案に、驚きから「えっ！」と声が出る。

「でも、私の家池袋方面だから、けっこう距離ありますよ？」

「そのけっこうな距離を、わざわざ来てくれたお礼。行くぞ」

　真木先生はそう言うと、私の腕を引き歩きだした。

　お、送るって……いいのかな。

　仕事終わりで疲れてるだろうに、わざわざ家の方まで、しかも車って！　ふたりきりだ！

　どうしよう、なにを話せばいいんだろう。頭の中で話題を探すものの見つからない。

　けれど有無を言わさず引っ張る、少し強引なその腕をうれしく感じる自分もいて。

　駐車場の奥の方へと歩いてくると、真木先生は一台の白い乗用車の前で足を止めた。

「助手席、どうぞ」

　言いながら助手席のドアをあける彼に、「お邪魔します」とつぶやいて車に乗った。

　バタン、と閉じられるドアの音を聞きながら辺りを見回すと、車内はクッションのひとつもなく飾り気がない。まだ真新しい匂いがした。

「もしかして、新車ですか？」

　運転席に乗る真木先生に問いかけると、彼はうなずく。

「あぁ。一ヵ月くらい前に変えたばっか。なのにすぐ調子悪くなって、やっと修理から戻ってきたところ」

　そういえば、あの日はだから電車通勤だったんだっけ。

　思い出しながら、カチッとシートベルトを留めると彼は言葉を続ける。

「だから、助手席に乗る人は藤谷が初めて」

　初めて、なんてそうやってまた、喜びそうなことを言う。そして案の定、少し喜んでいる自分がどこか悔しい。

　素直な反応を表すことはできなくて口ごもっていると、真木先生は笑みを浮かべて車を走らせだした。

　窓の外を流れる、病院付近の見慣れた景色。けれどいつもは運転席から見ている景色を今日は助手席から見ているせいか、違ったものに見えてくる。

　ふたりきりの車内には、音楽も会話もなく、ただエンジン音だけが響いている。

「……よかったんですか？」

「なにが？」

「さっきの子の誘い、断ったりして。かわいい子だったのに」

　ぼそ、とつぶやくように言うと、真木先生は前を向いたまま視線をそらすことなく答える。

「いいんじゃない。興味ないし、好みじゃないし」

『興味ない』とばっさり言い切った。

「それに、俺は藤谷が好きだって言っただろ」

　私の、ことが。

　さっきも真木先生は、『俺は俺の意思で、彼女を好きだって思ってる』って言ってくれていた。

　繰り返されるその言葉を、丸っきりウソだとは言い切れない自分がいる。

　だけ、ど。

「あの、もしもの話ですけど、もしも仮に、真木先生が本気でそう言ってるとして、どうして私なんですか？」

「え？」

　それは、彼の言葉が信じられない理由のひとつ。

「私は特別美人でもないし、スタイルがいいわけでも、賢いわけでもないし、真木先生なら、もっと素敵な女性が周りにたくさんいると思うんですけど」

　なんで私を、そう思うほどにその言葉が余計信じられなくなっていく。

　そしてそのたび、また思い出すのは五年前に別れた彼の言葉だ。

『自分にそこまでの価値があると思った？』

　自分の存在意義を突きつける、残酷な正論。

　胸をチクリと刺す痛みをこらえるように拳を握る。

　すると、その手をそっと包む大きな手。見れば、信号待ちで車を停めた真木先生は、左手で私の右手を握っていた。

　偶然のタイミングだったのかもしれない。けど、私には自分の心を読まれた気がして、驚く半面どこか安心感を覚えた。

「藤谷は、いつも全力だから」

「え？」

　私が、全力？

　たずねかえすと、彼は前方に並ぶ車たちのブレーキランプを見つめている。

「病院って場所にいるとさ、いろんなことに気をつけなくちゃいけなくて、精神的に敏感になる。けど、それと同時に鈍くもなっていくんだよ」

「鈍く、って？」

「毎日のように、命をつないで、亡くして、そんなことを繰り返すうちに、死ってものに対する感覚が、少しずつ少しずつ麻ま痺ひしていく」

　そう、だ。真木先生は以前まで病棟側の担当で、入院患者を診ていた。

　そこできっと、さまざまな出会いと別れがあったのだろうと彼の遠い目から察することができた。

「そのうち、わからなくなるんだ。人と向き合うことに意味があるのかって」

　出会って、言葉を交わして親しくなって、けれどその人はほどなくして命を終える。そんな瞬間を何度も見てきた彼は、迷ってしまうこともあるのだろう。

　どうせ向き合っても、そう思えてしまうことも、きっと。

「けど藤谷は、いつも全力で動いて、笑って、がんばってる。今を精いっぱい駆け抜けてる」

「そんな、私はただ必死なだけっていうか」

「その必死さがいいところなんだって」

　全力や精いっぱいなんて、そんな言い方は褒めすぎとしか思えない。

　私はいつだって、自分の仕事に必死だっただけで、それをポジティブな意味で捉えてくれていたことに驚いてしまう。

　でも彼は、そんな私に微笑んでくれる。

「そういうところが眩しくて、好きだよ」

　こちらへ向けた目を細めて、囁く。

　そんなふうに、見てくれていた。

　いつも必死で、かっこよくなんてない私のことを『眩しい』と言ってくれる。

　そのことがうれしくて、心があたたかくなると同時に強くときめきを感じた。それを伝えようと、重ねられた彼の手を無意識に握り返す。

　長い彼の指に力を込める。その私の反応に少し驚いた彼の様子に、ハッと我に返り手を離そうとする。

「す、すみません、あの」

　恥ずかしくなってしまい、言い訳をあれこれと考える。そんな私に真木先生は真剣なまなざしで、顔を近づける。

　そして、ちゅ、と触れるだけのやさしいキスをした。

　一瞬だけのキス。だけど、その唇からは確かな愛しさが感じられた気がした。

　このまま、ずっと赤信号だったらいいのに。

　なんて、そう願ってしまうのはどうしてだろう。

　その小さな問いに答えが出るより先に、目の前の信号は青に変わってしまった。




　池袋から数駅離れた先にある、自宅最寄駅の前で車が停められた。

「ここでいいのか？　家の前まで送るけど」

「いえ、すぐ近くですし、道も狭いので。ありがとう、ございました」

　小さく礼をしてシートベルトを外す。すると真木先生は思い出したように、車のポケットから紙を取り出しなにかをすらすらと書いた。

「これ」

　こちらに差し出したその紙に書かれているのは、十一桁の番号。

　携帯番号だ。おそらく、真木先生の。

「なにかあったら、今度からこっちに直接連絡くれていいから。仕事中以外なら出られるし、出られなくても折り返すし」

　仕事中以外ならってことは、プライベートの携帯番号。

「イタズラ電話するかもしれませんよ？」

「いいよ。藤谷からの電話なら、どんなことでもうれしい」

　そう言って彼が見せた笑顔は、子供のようでかわいらしい。

　そんな些細なことひとつに胸が鳴る。

　車を降りて小さくお辞儀をすると、真木先生は「じゃあ」と手を軽く手を振り車を発進させた。

　遠くなる車に、手には彼の感触が残る。

「電話番号、もらっちゃった」

　自分から電話なんて、できるかわからない。だって、なんて話していいかわからないし、本当にかけてもいいかも、わからない。

　けど、胸に込み上げる気持ちは〝うれしい〟の気持ちひとつだけ。

　こうしてまたひとつ、近づいた距離が愛しいって感じられるんだ。

　彼が私に向けてくれた思い。渡された電話番号。どれも、ふたりの間を近づけてくれる。

　夜の駅前でひとり、手の中の紙を握りしめた。










胸の奥で芽生えたのは




『そういうところが眩しくて、好きだよ』

　彼の口調は真剣で、とてもじゃないけれど、ウソや軽いものとは思えなかった。

　問いかけひとつにもきちんと答えてくれる。そんな彼の気持ちを、信じられるかもしれない、なんて。

　少しずつ、少しずつ。心は彼へと揺らいでいく。




　とある火曜日。昼休みのオフィスで、私はひとりデスクでスマートフォンを手にひとり考え込んでいた。

　その手元の画面には、『真木梓』の名前と、携帯番号が並ぶ。

　どうしよう。

　番号を教えてもらったはいいけれど、あれから数日が経っても未だにどうにもできない自分がいる。

　だって、なんの用事もなく電話なんてできないし、したところでなんて言えばいいかもわからないし。

『どんな用件でも、うれしい』

　そう言ってくれてはいたけれど、うーん。

　どうしよう、と、とりあえずスマートフォンに登録した彼の番号とにらめっこをする日々が続いている。

　けど、初めてのプライベートでのつながりがちょっとうれしい。

　あくまで、取引先の相手という関係でしかないと思っていた。それよりは前進しているこの関係に、自然とにやけてしまう。

　って、なんで！　うれしいとかにやけたりとか、それじゃあまるで、私。

「藤谷さん！」

「わぁっ！」

　すると突然、名前を呼ばれて肩をポンッと強く叩かれた。

　ふと我に返り慌てて振り向くと、そこには深田さんがいた。キレイにカールさせた毛先を揺らすその顔は、なにやら不満げだ。

「ビ、ビックリした。どうしたの？」

「藤谷さん、アレどうなったんですか!?」

「アレ？」

　って、なに？

　すぐ読み取ることができず、キョトンと首をかしげると、彼女は細い指で私の両肩をガシッと強く掴んだ。

「この前言ったじゃないですか、合コン！　イケメン医師軍団との合コンですよ!!」

「へ？　あっ！」

　そういえば以前そんな話をしていた気がする。すっかり忘れていた。

　私の反応から忘れていたことを察したのだろう、彼女は「もう！」とますます口を尖らせる。かと思えば不意に私が手にしていたスマートフォンが目に入ったようで、視線をそちらへと向けた。

「あっ！　それ噂の真木先生の番号ですか!?」

「え!?　あっ！」

　しまった、画面に番号と名前が表示されたままだった！

　慌てて隠すものの、深田さんはしっかりと見ていたようで、とぼける隙すら与えることなく「ですよね!?　ね!?」と問いただす。

　うう、これは逃げられない。

　あれ？　でもなんで真木先生のことを？

「深田さん、真木先生のこと知ってるの？」

「営業部の人たちが前に噂してました。『取引先に真木先生っていう超イケメン医師がいる』って！」

　ちょ、超イケメン、ね。

『超イケメン医師』という響きが忘れられなかったのだろう。深田さんはますます興奮気味に目を輝かせる。

「藤谷さん、その真木先生紹介してください！　それが無理なら真木先生の周りの人紹介してくださいよ～」

「そう言われても」

「じゃあせめて合コン誘ってください！　お願いします！」

　深田さんはそう言って、パンッと手を合わせてお願いする。

　いや、さすがに真木先生を紹介するのはちょっと。私もなんていうか、嫌だ。

　けど真木先生に合コンするのに人を集めてほしい、も言いづらいし。

　苦い顔で渋っていると、深田さんはそんな私の抵抗にしゅんとする。

「あーあ……藤谷さんずるいなぁ、自分だけイケメンの番号ゲットして。私は彼氏にフラれてひとり淋しく過ごしてるっていうのに」

　うっ。

　恨めしい目でこちらを見る彼女に、良心をチクチク刺される。

　そんな言い方されると、私もなんか気まずい。別に、私だって番号をゲットしようと思っていたわけじゃない、けど彼女から見ればそう見えるわけで。

　……うぅ、仕方ない。

「一応、頼んでみるだけだからね」

「わぁーい！　さすが藤谷さん！」

　仕方ない、と渋々折れた私に、深田さんはうれしそうにバンザイをした。

　合コンのメンバー集めなんてお願い、真木先生が聞いてくれるとは思わないけど。ていうかそもそもこの時間に出るのかな。

　画面に表示された通話ボタンをタップして、電話をかける。

　プルルルルと少しの呼び出し音の後、プツ、と電話をとる音がした。

『もしもし？』

　耳元に響く低い声に、胸がドキッと跳ねる。

　その声に隣にいる彼女も会話を聞くように、スマートフォンに耳を近づけた。

「あの、藤谷、ですけど」

『藤谷？……藤谷!?』

　まさか本当に私が電話をするとは思わなかったのだろう。電話の向こうでは、ガタンッ、という音と『あちっ！』という声が響く。

　驚いて席を立って、飲んでたコーヒー倒したな。

　なにもそこまで驚かなくても、と思いながら珍しく動揺する彼を思い浮かべた。

「大丈夫ですか？」

『あ、あぁ、いや、本当に連絡くれるとは思わなくて驚いた。で、どうした？』

　動揺しながらも、私が『声が聞きたくて』なんて理由で電話してくるとは思っていないのだろう。早速用件をたずねる彼に、私は「それが」と口を開く。

「えーと、うちの会社の後輩の要望なんですけど。合コンを、しませんか、と」

『は？』

　ああ、想像どおりの反応。

　いきなりなにを言っているのかというその声に、私は話を続ける。

「どうしても合コンがしたい、というので、その、真木先生の職場でフリーの方がいるならぜひ紹介していただけないかなと」

『あー、そういうことか』

　電話の向こうの声が明らかに落胆しているのがわかる。

　いつもはすました顔のせいか、どんな会話もなんてことないふうに聞こえる。けれど、こうして声だけ聞くと、けっこうわかりやすい人なのかもしれない。

『……お前さぁ、どんな用件でもうれしいとは言ったけど。合コンの誘いって』

「わっ私だってかわいい後輩の頼みで仕方なく！」

　彼の呆れたような声に、隣の彼女は『お願いします！』というように手を合わせている。

　それを見ると、ここでは引けない。

　すると真木先生は、『はぁ』と呆れたようなため息をついた。

『わかったよ、仕方ない。何人集めればいい？』

「えっ！　あ、えっと」

　真木先生の声を聞いていた深田さんは、『何人？』と聞こうとした私の言葉を遮り、口を挟む。

「四人です！　私と、フリーの子ふたりと藤谷さんも入れて！」

「って、私も!?　なんで!?」

「だって藤谷さんももう五年くらい彼氏いないって言ってたじゃないですか！　このチャンスを活かしましょうよ！」

　電話口でギャーギャーと騒ぐ私と彼女に、『あー』という小さな相づちから、真木先生がやかましそうに眉間にシワを寄せているのが想像ついた。

『わかった。じゃあ声かけておくから、店の予約とかそういうのはそっちに任せる』

「えっ！　いいんですか！」

『四人くらいならすぐ集まる。じゃあ、日程と時間とかはまたあとで』

　それだけの会話を済ませると、真木先生はすぐ電話を切ってしまった。

　ホーム画面に戻したスマートフォンをデスクに置くと、深田さんは「よし!!」とガッツポーズを決める。

「ありがとうございます、藤谷さん！　ていうか真木先生って声超かっこいいですね！　あの声で顔もいいなんて最高です！」

「そ、そうかな」

「そうですよー！　そんなイケメンの知り合いなんて、きっといいメンツ揃うだろうなぁ。あー楽しみ！　藤谷さん本当ありがとうございます！」

　深田さんはうれしそうにはしゃぐと、私にぎゅーっと抱きついた。

　よしよし、と彼女の背中をなでながら、胸に浮かぶのはどこか複雑な感情。

　真木先生、私が合コンに参加するってわかっても、普通の反応なんだ。

　合コン相手も集めてくれるみたいだし。散々『好き』とか『他の男に触らせるな』とか言っておいて合コンに行くのは許すなんて、訳がわからない。

『行くな』とか、止めてほしかったなんて、期待をした自分の心の方が、訳がわからないけれど。

　そんな、変な気持ちを感じている。




　それから、日程やお店、時間などの段取りを決めてと時間に追われるうちに慌ただしく日は過ぎた。

　そして迎えた、金曜日の夜七時。

　私たち女性四人と真木先生が声をかけてくれた病院関係の男性たちは、とあるレストランの個室でテーブルを囲んでいた。

　後輩に強引に誘われて、と言いつつも適当な格好で行けるわけもなく、メイクも直して、珍しく髪も巻いた。服も一応、いつものスーツではなく私服のワンピースに着替えた。

　彼女たちも、それぞれ気合の入った服とメイクでばっちり決めている。

　そんな私たちとまぜこぜに座るのは、当麻総合病院で勤務する、外科医と薬剤師、看護師、そして真木先生の四人。

「って、なんで真木先生も参加してるんですか！」

「ひとり急患が入って来られなくなったんだよ。いいだろ、俺だってフリーだ」

　私の向かいに座る彼は、堂々と言い切る。白いＶネックシャツに黒いジャケットを合わせた格好が、シンプルだけどよく決まっている。

　これは予想外だ。まさか真木先生も参加するなんて。

　そりゃあ、確かにフリーだし、合コンに参加したっておかしくはないけどさ！

　けど、と納得できずにいる私に、真木先生はフッと笑った。

「それにしても、今日は珍しくおしゃれしてるんだな。さすが彼氏いない歴五年は気合の入れ方が違う」

「そりゃあもちろん、ってなんで知ってるんですか！　はっ！　まさかこの前の聞いてたんですね」

「聞いてたもなにも、電話であれだけでかい声で言えば聞こえる」

　嫌味っぽく言われて、「キーッ」と反論すれば、そんな私たちを見てその場の全員が笑った。

「真木先生、藤谷さんと仲いいんですね～。ていうか、本当にフリーなんですか？」

「あぁ。本当」

「えー？　こんなにイケメンなのにー？」

　真木先生の隣に座る女の子のひとり、一番若い女の子が、楽しげに話しながら彼に体を寄せる。

　ぴた、と膝と肩をくっつけて、『私が狙ってます』アピールだろうか。

　それを察してか、深田さんと他の子はそれぞれ、自分の隣の男性と時間を楽しむようにお酒を飲む。

　すごいな、真木先生にベッタベタ。しかも、真木先生もまったく拒まないし。

　むしろいつもより楽しそうな気もする。

　そりゃあそうか、若くてかわいい子にくっつかれれば悪い気はしないだろう。

　そう思いながらも、つい視線は彼の方を向いてしまう。

　手元のグラスビールを飲みながら、チラッと見れば、女の子に対しにこにこと笑う真木先生がいる。

　その姿に、以前真木先生が美人看護師に言い寄られているのを見た時同様、胸がチクリと痛んだ。

　彼が笑いかけるのも、やさしく接するのも、私だけじゃない。他の人にだって同じだ。

　わかっているのに、苦しい。

　まぁ、そんなのわかってたことだし。付き合ってるわけでもないんだから、それならそれで相手にしないで終わるだけ。

　だから別に、真木先生が女の子と仲よくしていようが、関係ない。

　そう心の中で強がるように言って、ふと思う。

　そっか、それは真木先生にとっても同じなのかな。

　私が合コンに参加しようが、彼氏を見つけようが、関係ない。

　ただ、からかう相手がひとり減るだけ。それだけのことなのかもしれない。

　ひとり考えて、いっそう胸がチクリと痛んだ。

「藤谷さん、飲み物おかわりいる？」

「へ？　あ」

　不意に声をかけられ、我に返る。声のする右隣を見れば、そこに座る黒髪が爽やかな彼は、薬剤師の男の子だ。確か年齢は、私よりふたつ下。

　気を紛らわせるように飲むうちにすっかり空になっていた、私のグラスを見逃さなかったのだろう。

「じゃあ、同じの」と答えると、彼は笑顔でウェイターを呼んで注文を通した。

「今回の合コン、藤谷さんが幹事やってくれたんだって？　ここ初めて来たけど、お店選びのセンスいいよね」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　自然な口ぶりで褒めてくれる彼に、私もにこりと笑顔で返す。

「ていうか、真木先生と超仲いいんだね」

「え！」

　ちょ、超仲いい？

　嫌味でもなくただ思ったことを言っただけなのだろう彼に、慌てて否定する。

「いえ、別に仲よくなんてないです！　ただの取引先の相手ってだけで」

「えー？　だってさっきも親しげだったし、それにそもそも真木先生が合コンの誘いに乗るってこと自体レアだし！」

　ってことはつまり、普段は合コンなんて行かないってこと？

「けど、さっきはたまたまひとり来られなくなったからって言ってました」

　私がそう言うと、彼はにやりと笑って「実はさ」と声を潜めるようにして、私の肩を抱き顔を寄せた。

　少し強引なその手に、つい向かいの真木先生をチラッと見るけれど、真木先生はこちらをまったく見ていない。

　気にするわけ、ないか。

　そんな私の視線を気にすることなく彼は言葉を続ける。

「来られなくなった、じゃなくて真木先生が誘うのやめたんだよ」

「え？　どうしてですか？」

「その先生が『藤谷さん狙う』って言ったから。その途端、『やっぱり俺が行く』って。おまけに俺たちにも、『藤谷には手出しするなよ』って釘まで刺しちゃってさぁ」

　私の、ことで？

　驚き目を丸くする私に、彼はますますおかしそうに笑う。

「いつも俺がいくら誘っても『興味ない』で流しちゃうくせにね。ま、よっぽどそばで見守っていたかったんだろうねぇ」

　彼は笑って言うと、私からそっと手を離した。

「グラスビールのお客様」

「あ、はい。こっちです」

　ウェイターからビールグラスを受け取り、ひと口飲む。けれど味よりも、彼の話ばかりで頭の中が埋まってしまう。

　私のことで、誘っていた人を断って、彼らにも釘を刺して。

　電話では普通に了承するような言い方をしていたのに。

　実は気にしていたのかな、なんて、都合のいいように考えすぎかも。

『そうかもしれない』、が、『そうだったらいいのに』、に変わっていく。

　恥ずかしい、うぬぼれだ。




　それから、三時間ほどが経った頃。

「じゃあ、私たちタクシーで帰りますね～」

「うん。じゃあまた」

　そう言って、深田さんは外科医の彼とふたり夜の街へと消えていった。

　それぞれに連絡先を交換したり、いいムードになったりと、終始にぎやかに過ぎた合コン。

　途中で薬剤師の彼は他の女の子に言い寄って、出会いの気配もなかった私は、みんなと話す合間にごはんを食べてお酒も飲んでいただけだけれど。

　ちら、と見れば、私の前ではずっと真木先生の隣を独占していた女の子が彼にしっかりと腕を絡めている。

「ねぇ真木先生？　この後ふたりで飲み直しにいきません？」

　最後のひと押しと言わんばかりに積極さを見せる彼女に、真木先生は「どうするかなー」と笑う。

　勝手に、すれば。

「じゃ、私帰るので！　お疲れ様でした！」

「うん、藤谷さんお疲れ様。今日はありがとね」

　それだけを言うと、真木先生の顔を見ることもなく、私はスタスタとその場を歩きだした。

　よかったですね、合コン来た甲斐あって！

　真木先生が今日合コンに参加したのは私のこととか関係ない。なんだかんだ言って本当は出会いが欲しかっただけでしょ！

　チクチクとした胸の痛みとイライラとした気持ち、それらを感じながら早足で駅をめざして歩いていく。

　関係ない、関係ないと思うのに。気づくと彼のことを思ってしまうのはどうしてだろう。

　他の子に向けられた笑みが、嫌。

　なんでこんなこと思うの、私。

「ちょっと、そこの美人なお姉さん！」

「へ？」

　するとその時、突然その声とともに腕を引っ張られ呼び止められた。

　なに？　と振り向けばそこにいたのはワイシャツに黒いジャケットで身を包み、シルバーのアクセサリーで飾った軽そうな雰囲気の男性。少し赤らんだ顔と漂うアルコール臭から、お酒を飲んでいるのだろうことを察した。

「な、なんですか」

「なにしてんの？　ひとり？　一緒に一杯飲みに行かない～？」

　露骨に嫌な顔をしてみるけれど、彼は気づくことなくへらへらと笑う。

「けっこうです。帰るので」

「そんなこと言わないでさぁ。ね、ちょっとだけ」

　おまけに肩に腕を回し、キスを迫るかのようにさらに顔を近付ける。

　なにこの男！　顔近いし、馴れ馴れしいし、すっごくお酒臭いし！

「ちょっと、離してっ」

　やさしく言ってもきかないだろうと、遠巻きにこちらを見る人々の中、声を荒らげた。

「おまわりさーん、こっち！　悪質なナンパしてる人がいまーす」

　その時、突然響いた声に、彼は「え!?」と声を上げ慌てて手を離す。

　そして、酔っぱらっているとは思えないしっかりとした足取りで逃げていった。

　え？　だ、誰……？

　驚き振り向くと、そこにはどうしてか真木先生がいた。

　先ほどの声は彼のものだったのだろう。遠くなっていく酔っ払いを見て、彼は「行ったな」と確認をした。

「ああやって酔っぱらったフリしてナンパするやついるんだよな」

「そうなんですか」

　ていうか、なんで真木先生が？

　驚いたままの私に、彼はポン、と頭に手を置く。

「やっと追いついた。お前歩くの早すぎ」

　少し呼吸が上がっている。急いで追いかけてきてくれたのだと気づいて少しうれしくなる。

　って、なんでうれしいとか思うの。

「なんですか？　あの子と飲み直しにいかなくていいんですか？」

　少し揺れた気持ちを否定するように腕を払おうとするけれど、彼はその手を離さない。

「彼女の誘いなら断った。家まで送る」

　断った？

　彼女の手をほどいて、来てくれた。そのことに、また心は揺れる。

「大丈夫ですから。離して」

　けれど彼はそのままタクシーを呼び止め、強引に私を連れて乗り込んだ。

「池袋方面で」と運転手さんに指示をする間も、その手は私の腕を掴んだまま。

　なんで、追いかけてきて、助けてくれて、強引に腕を引っ張って。

　ついさっきまで、他の女の子と仲よく話していたのに。

　私のことなんて見えていない素振りをしていたのに。

「訳わかんない」

「え？」

「私は真木先生の気持ちがわかんない」

　突然の大きな声に、運転手さんが驚いた様子でミラー越しにこちらをうかがう。けれど、それすら関係ない。

「本気だって言ったり、なのに合コンに行くことはなにも言わなかったり、女の子と仲よくしたり、もう！　なんなの！」

　抱えていたモヤモヤした気持ちをそのままぶつけると、真木先生はなにかを少し考えてから、呆れたようにため息をつき、頬杖をついて窓の外を見た。

「なんなの、は俺のセリフ。藤谷からの電話がうれしかったのに、合コン持ちかけられるし。他の男に触らせるなって言ったのに、簡単に触らせるし」

　背けられたままの顔に、その表情は見えない。けれどイラ立った口調から、彼が不機嫌なのだろうことを察した。

「それは、下手に拒んで面倒なことになっても嫌だったし」

　女の子に笑う真木先生へのあてつけ、なんて言えなくて。言い訳のような言葉に逃げる。

　そんな私にも、彼はまだ窓の外を見つめたまま。

「俺との距離も、面倒なことになるのが嫌だから拒まないでいるだけ？」

　ぼそ、とつぶやくように言った。

　その言葉から、彼の気持ちが少しだけわかった気がした。

　私の気持ちを、確かめているのかもしれない。

　合コンを許して、他の女の子と笑って、私がどんな反応をし、どんな気持ちを彼に抱くのか。

　真木先生にとって私がどうでもいいから、じゃなくて。私を思う気持ちがあるから。

　まるで、私が試されているかのよう。

　きっと私の抱いた感情は、真木先生の心が願うとおりの答え。

　どうしてこんな気持ちになるのかはわからない。

　だけど、ここで『そうですよ』なんて突っぱねてはいけない気がした。

　今は、今だけは、素直に。

　彼のジャケットの袖を握る。

「べつに、そういうわけじゃないんです」

　面倒になるのが嫌、とか、そんな理由でキスなんて受け入れない。

　本当に嫌だったら、きっと、もっとちゃんと拒んでる。

　だから、そんなこと、言わないで。

　その気持ちを込めて、手に力を入れた。

　それを感じ取ったかのように、彼はこちらに目を向ける。

　しっかりと交わる視線に、胸がまた、いつもより強く揺さぶられた。

「俺の気持ちがわかんないとか言ってたけど。俺の気持ちは、ずっと伝えてる」

「……？」

「藤谷のことが、好きだ。だから、お前の気持ちを知りたくて試すようなこともする。些細なことで喜びもするし、イラ立ちもする」

　低い声はそう囁いて、揺れる車の中でそっと距離を詰める。

「いい加減、わかれよ」

　そして私の頬に手を添え、ゆっくりと唇を重ねた。

　唇は、触れて、離れて、また深く口付ける。

　ミラー越しにこちらをうかがう、運転手さんの視線を感じる。けれど、そのキスを拒むことはできなくて、初めて、求めるかのように、彼のシャツの胸元を掴む。

　どうでもいい、関係ない。言い聞かせるほど痛む、この胸に芽生える感情。

　それは、寂しさ、切なさ。もっともっと、私だけを見ていてほしいなんて、自分が思っていた以上にワガママな本音だった。










廊下の端、密やかな




　揺れるタクシーの中で交わしたキスに、感じたのは彼を独り占めしたいという強い独占欲。

　いつの間にかこんなにも、頭の中も心の中も、彼で埋め尽くされていた。




「ん……」

　目を覚ますと、そこはいつもと変わらぬ自分の部屋。

　カーテンの隙間から明るい光が差し込んでいて、今が朝なのだと気づいた。

　まだ少し眠い目で、ベッド脇のサイドテーブルに置いてある時計を見れば、時刻は朝十時。

　って、わぁ！　まずい、仕事行かなきゃ！

　一瞬で目を覚まし、ガバッと勢いよく飛び起きる。

　けれどすぐ、今日が土曜で仕事のないことを思い出し、安あん堵どし再度布団に入った。

　昨日ちょっと飲んだせいかまだ少しだるいし、もう一眠りして今日はだらだらと過ごそう……。

　そんなことを思いながら、ごろんと寝返りをうつ。

　すると、目の前には横になったままこちらをじっと見つめる、真木先生がいた。

「ま、真木先生、なんで、どうしてここに」

「寝起きから飛び起きたり安堵したり騒いだり、忙しいな」

　うっ。

　いつから起きていたのかは知らないけれど、起きてからの私の様子をだまって見ていたらしい。

　呆れたように鼻で笑う彼は、ワイシャツのボタンをあけて鎖骨や胸元を露わにしている。

　イケメンは寝起きもセクシー、ってそうじゃなくて！

　なんでここに真木先生が!?

　ふと自分を見れば、私の格好は上はキャミソールに下はスカートのまま。ベッドの周りには脱いだ服やお互いのカバンなどが散らかっている。

　まさか私、酔った勢いで真木先生と……!?

　昨夜、タクシーに乗ったあたりからの記憶がいっさいなく、もしかして、と想像しサーッと血の気が引いた。

　そんな私を見て、真木先生はふっと笑う。

「なに勘違いしてるんだよ。なにもねーよ」

「なにも、ない？」

「昨日藤谷がタクシーで寝ちゃったから部屋まで届けて、そしたら俺のシャツ掴んで離さないから。添い寝してただけ」

　そ、添い寝。そっか、それだけでなにもなかったんだ。

　起きないくらい熟睡してしまったというのも恥ずかしいけれど、なにもなかったということにとりあえず安堵した。

「それとも、なにかしてもよかったか？」

「な！　なに言ってるんですか！　いいわけないですし、その色気もしまってください！」

　こうして話している間もつい目がいってしまう、開いたままのシャツの前をしめさせる。

「お前こそ」

　ぼそっとつぶやいた言葉とともに、真木先生は私の上に覆いかぶさる。

「暑いからってそんな薄着で、男と同じベッド入って、隙ありすぎ」

　そして、私の首元に顔をうずめたかと思えば、首をがぶ、と甘噛みした。

　普段人に触れられないところに触れられて、「ひゃっ」と甘い声が出る。

　へ、変な声出た。

　恥ずかしさに、頬が赤くなるのを感じていると、その目は笑うことなくじっとこちらを見つめた。

「昨日の話の続き、しよ」

「昨日の話の、続き？」

　その言葉に思い出すのは、昨夜彼がタクシーの中で囁いた言葉。

『藤谷のことが、好きだ』

　彼が伝えた、気持ち。

「何度も言うけど、俺は藤谷が好きだ。だから、藤谷の気持ちが知りたい」

　私の、気持ち。

　嫌い？　興味ない？

　ううん。むしろ、はっきりとした好意を抱いている。

　他の女の子が触れただけで嫉しっ妬とを感じるほど、私だけを見ていてほしいと思ってる。

　だけど、ううん、だからこそ。

　その言葉を、本気にするのが怖い。

「だから、からかうのはやめてくださいってば」

「からかってない、本気だ」

　向き合うように、真木先生は私の頬に手を添え、私の顔を背けさせない。

「なんでお前は、そんな頑なに認めないんだよ」

　なんで。それは、脳裏にチラつく過去のせい。

『沙織、好きだよ』

　あの人が見せた笑顔と、切り捨てた言葉が、どうしても消せないの。

　信じたい、けど信じられない。信じることがこんなにも怖い。

「ごめん、なさい」

　あなたの『好き』の気持ちを、信じて受け入れる勇気がなくて。

　手元に視線を落としてつぶやくと、頬に触れていた手からは力が抜けた。つい視線を戻すと、目の前には悲しげに目を細める真木先生の顔があった。

「真木、せん」

「わかった」

　彼はそう言い放つと、諦めたような言葉とともに体を起こし、ベッドから降りた。

『わかった』って……まずい、誤解させた。

　そういう意味じゃない。『ごめんなさい』は、あなたの気持ちに対しての答えじゃない。

「真木先生、待って」

「さすがにそこまではっきり言われれば、わかる。悪かった」

　けれど、真木先生は私の話をそれ以上聞こうとはしない。顔を背けベッドの周りの服と荷物を拾うと、そのままアパートを出ていった。

　バタン、と閉じたドアの音が響くその場には、ベッドの上の私ひとりが残される。

　待って、違うの。この胸にある答えは違う。

　そう言いたいのに、引き留めることもできない。

　あんな表情、初めて見た。

　体の芯が冷え込むような、悲しい色を映した瞳。

　きっと、傷つけた。

　これまで何度もその思いを言葉にしていた彼の気持ちを疑って、傷つけた。

　だって、どんなにいいことを言ったって、甘い言葉で喜ばせたって、人はのちに簡単に否定する。

　容易くウソをついて、裏切って笑い飛ばしてみせる。

　そんな人を、私は知っている。

　あの人と真木先生は、違う。

　そんなことはわかってる。けど、わかってるつもりでいるだけで、やっぱり怖い。

　その言葉がうれしいと思うほど、傷つきたくないと強く思う。

　信じたい、信じられるかもしれない。そう、期待が膨らむ分だけ怖いんだ。




「はぁ」

　土日明けの、翌週月曜。私は、デスクに伏せひとり深いため息をついていた。

　あれから二日。せっかくの休日もモヤモヤした気持ちのまま過ごしてしまった。

　電話番号を知ってるんだから、電話してひと言謝ればいい。そう思うのにスマートフォンを操作する指先は通話ボタンを押せないままだ。

　だって、電話をかけても出てもらえなかったら、絶対余計に落ち込む。

　向こうがたまたま出られなかったとしても、いろいろ想像してしまうだろう。

　電話に出てもらえたとしても、なんて言えばいいかもわからない。

　真木先生の気持ちと向き合う言葉のひとつさえも見つけられない。

　どこまでも私は、臆病なまま。

「おーい藤谷、今日外回りだろ？　そろそろ出なくていいのか？」

　デスクに伏せたままでいると、部長が頭上から声をかけた。

　外回り。そうだ、今日は病院を回ってヒアリングをして、もちろん当麻総合病院にも寄らなくちゃいけない。

「行きたくないです」

「はぁ？」

　真木先生の顔を思い浮かべると途端に行きづらくなってしまい、いっそう深いため息をつくと、部長は意味がわからないといった声を上げた。

　こんな状態で真木先生になんて会えないよ……。

　けど、私情で大切な得意先の営業をおろそかにするわけにもいかないし、そういうことはしたくない。真木先生と行き合うのが嫌だろうと行かなくてはならない。

　渋々、重い腰を上げて席を立つ。




　そしてやってきた病院で、私はこそこそと柱の陰に身を隠しながら、院内を歩いていた。

　今日は用があるのは外科だし、真木先生に会わないうちに仕事を済ませてしまおう。

　顔を合わせたところで、逃げてしまうだろう自分が簡単に想像つく。

　けど真木先生もたまに外科のフロアを歩いていたりするし、気をつけないと。

　辺りを見回し、急ぎ足で廊下を行く。

　すると、目の前の曲がり角から出てきた人と思いきりぶつかってしまった。

「ぎゃっ！」

「うおっ」

　ドンッという音とともに、相手の胸元に顔をぶつけてしまう。

　ぶつけた鼻に痛みを感じながら顔を上げると、そこにいたのは真木先生だった。

「真木、先生」

「藤谷」

　会えない、会いたくない、そう思っている時ほど会ってしまう。気まずさから目をそらした。

「お、お疲れさまです」

「あぁ、お疲れ」

　取引先への礼儀として挨拶をした私に、真木先生はそうそっけなく言うと、それ以上の言葉もなく歩きだしてしまう。

「あっ、真木先生～！　どうしたんですか～？」

「ちょっと用があって。阿部先生いるか？」

「いますよー、っていうか真木先生、今日一緒にお昼どうですか～？」

　歩きだしてすぐ、女性看護師に声をかけられ、真木先生は笑って答える。

　なに、その態度。

　私にはたったひと言に、笑顔もない。なのに他の人には笑ってる。

　脈なしだと思ったら、簡単に突き放すの？

　彼が繰り返す『好き』の大きさは、そんな程度でしかなかった？

　それとも、私がそんな程度にさせてしまった？

　彼の心の中での自分の存在の小ささを考えただけで悲しい。

　胸が締め付けられて、苦しいよ。

　――だけど今はそれ以上に、この胸を締め付ける感情と、向き合いたいんだ。

　そう思ったら自然と足は進んで、その白衣の裾をギュッと握った。

「え？」

　真木先生

　真木、先生

　そう心の中で呼んだ名前が聞こえたかのように、驚いた彼の目が、こちらを向く。

「あぁ、この前言ってた機器の営業？　仕方ないな、向こうで話だけ聞いてやるよ」

　真木先生は、看護師に「阿部先生にはまたあとで来るから」と体の向きを変える。

　え？

　真木先生に営業、なんて覚えのない内容に、私は首をかしげる。けれど、真木先生はそんな私の腕を引いて歩きだした。

　そっけなくしたのに。私の指先の動きひとつに、こうして応えてくれる。

　その優しさが、愛しい。

「営業なんて、してないですけど」

「わかってるよ。けど、ああでもしないとふたりきりになれないだろ」

　ぼそっとつぶやくように言った私に、彼は前を向いたままうなずく。

「なにか、言いたいことがあるんだろ？」

　伝えたい、という気持ちを感じ取ってくれる。

　そんな彼の心に惹かれて、私はその手を握った。

　みずから動いた私に、彼の手がピクッと反応する。

　ひと気のない廊下の端で足を止めると、真木先生も同時に足を止めた。

「この前は、ごめんなさい」

　その言葉とともに、私は深く頭を下げた。

「いや、藤谷は悪くないことで……」

「違うんです。あの『ごめんなさい』は真木先生の告白に対しての答えじゃなくて」

　心の中でずっと考えていた言葉をやっと伝えると、真木先生は意味がわからないといったふうに私の目を見る。

「本当は、真木先生の気持ちを受け止めたいんです。けど……平気でウソをつく人を、知っているから。信じることが、怖くて」

　あなたの言う『好き』の言葉を信じたい、受け入れたい。

　だけど。あの日の悲しい気持ちを思い出すたび、信じてはいけないと呪文のように繰り返してきた。

　震えをこらえるように、真木先生の手を握る自分の手に力を込めた。

「五年前、付き合ってた彼氏は『好き』とか『かわいい』とか平気で言える人で、素直に言えない私はそんな彼を尊敬してたし、そういうところが好きでした」

　ぼそ、と語り始めるのは、初めて誰かに話す過去の傷の話。

「けど、聞いちゃったんです。彼が友達に話してるところ。私以外にも彼女がいて、『女ってチョロい』って言ってたこと」

「チョロい、ねぇ」

「彼にとって私はキープしてる女のひとりでしかなくて、甘い言葉を言えば簡単に騙される、バカな女でしかなくて。だけどそんなこと信じたくなくて問い詰めたら、彼あっさり認めて『無条件で愛されるほど、自分にそんな価値があると思った？』って笑われてしまって」

　思い出すと、また悲しくなって泣きたくなってしまうから。敢えてあははと笑ってみせる私に、真木先生は笑うことなく見つめ返す。

「それで思い知ったんです。本気で思っていないからこそ、簡単に言葉にできるって。だからこそ、『好き』なんて、大切なことを簡単に口にする人が信じられない」

　すると真木先生は、空いている左手を私の右頬にそっと添える。

　まっすぐに見つめるその目を見つめ返すと、真剣な熱を感じた。

「俺は、どんな言葉も声にするたび、伝えるたび、重みを増すと思ってる。それに、『好き』って言うのは簡単なことじゃない」

「え……？」

「本気で思ってる好きの気持ちを伝えることは、怖い。勇気がいるんだよ。けど、胸の内に留めておけないくらい、気持ちがあふれるんだ」

　拒まれたらどうしよう。

　嫌われたら、嫌だ。

　そんな恐れを抱きながらも、伝えずにはいられないほど。胸にあふれる気持ち。

　真木先生は、それを、ひたすらに伝え続けてくれている？

　何度だって、私に。

　それに応えるように、頬に触れる手に私もそっと手を添えた。

「さっきは、そっけなかったのに」

「押してダメなら引いてみろ、ってな」

　いたずらっぽく笑う彼に、まんまとハマった自分が悔しい。

　悔しい、けれど彼の思いは本物だったんだと知ることができて、安心感がこみ上げていた。

　それを伝えたくて、私はみずから真木先生の体を抱きしめた。

「ふ、藤谷？」

　珍しく動揺するその声から、彼が驚き戸惑っているのだろうことを察する。

　けれど、次第に受け入れるように、私の体に腕を回した。

　いつも、彼から触れられるばかりで、初めて自分から触れる体。硬く、たくましいその体を強く強く抱きしめた。

　怖い、そう思う気持ちはお互い同じだった。

　それでもその気持ちと向き合って伝えてくれていた。

　その思いが愛しい。

「真木先生のこと、信じてもいいですか？」

　彼の胸元に顔をうずめたままつぶやく。

　すると真木先生は少しだまってから私の頬にそっと触れて、顔を上へと向けさせた。

　されるがまま彼を見上げれば、そこにある真木先生の顔は柔らかな笑顔。

「あぁ。信じられないって言うなら、藤谷が信じられるまで、何回だって言うよ」

　顔を近づけ、耳元でそっと囁く「好きだよ」の言葉に、耳が、頬が熱くなる。

　そんな私を見て真木先生はうれしそうに笑うと、唇を重ねた。

　自分の過去も不安も、受け入れてくれる。

　そのやさしい腕と愛情に、彼の言葉を信じられる気がした。

　ううん、この心は信じたいと願ってる。

　それは、私が彼をどう思うかの答え。

　真木先生が、好き。もうとっくに、この胸に答えはあったんだ。

　互いの胸の中の思いを伝えるように、静かな廊下の端で、私たちは強く体を抱きしめ合った。










ベッドの上、熱帯びて




　真木先生がくれた、『好き』という想い。それを受け入れ、信じようと決めたら、それまでこの心を縛り付けていたものが一気にほどけた気がした。

　真木先生のことが、好き。その想いから目を逸らさずに向き合おう。

　この唇はまだ、『好き』の言葉は言えてはいないけれど。




　ある日の午後。オフィスにある自分のデスクで、私は頬杖をついてパソコンと向かい合う。

　文字を打っては消してを繰り返し、画面には結局なにも表示されていない。

　それもそのはず。頭の中を埋め尽くすのは、仕事のことより先日の真木先生とのことばかりだから。

「はぁ」

　真木先生と想いを伝え合った日から、二日。

　あの日のことが未だに夢のようで、気づくと思い返してぼんやりとしてしまっている自分がいる。

　先日、病院で真木先生のことを信じると伝えた日。あの後すぐに看護師さんがやってきて私たちは体を離し、それ以上の会話もできずに仕事へと戻った。

　以来、忙しかったりどう彼に接すればいいかもわからず、連絡のひとつもとれないまま今に至っている。

　けど、あれってつまり私たち、付き合ったってことなんだよね？

　そ、そうだよね。真木先生は私を好きで、私はその気持ちを受け入れて、となれば恋人同士になったということ。

　真木先生が、私の彼氏？

　最初に告白された時もそうだったけど、現実味がなくて、夢だったのかな、いやでも現実だよね、とひたすらひとりで自問自答を繰り返すばかりだ。

　先日のキスを思い出し、ボッと頬が熱くなる。

「あっ!!　藤谷さん危ない！」

「へ？」

　するとその瞬間、佐原さんの声とともに突然水を頭からかけられた。

　驚きながら彼女の方を見れば、大きな花瓶をもち顔面蒼白な彼女の姿があることから、花瓶の水を変えようとしていてつまずいたのか、その水がかけられたのだと気づいた。

「す、すみません!!」

「ううん、大丈夫」

　むしろ少し冷静になれた気もする。これは、あまり浮かれるなってことだろうか。

　目の前のパソコンの無事を確認すると、頭からポタポタとしたたる水を拭きながら、仕事モードに頭を切り替えた。




　ところが、その翌日のことだった。

「うぅ～……調子悪い」

　天気のいい木曜の朝、外の快晴とは真逆のどんよりとした顔の私は、デスクでぐったりと伏せていた。

　というのも、今朝から少し体がだるい。気のせいだろうと体を起こし出勤してきたけれど、むしろ悪化してきたらしい。十時を過ぎる頃には、熱で頭がボーッとしてしまい、仕事どころじゃなくなっていた。

　昨日頭から水をかぶったのが原因かな……。

「あれ、藤谷さん今日はずいぶん静かですね。どうかしました？」

　すると、声をかけてきたのは、深田さん。

　今日はずいぶん静か、の言い方が気になるけれど、言い返す余裕もない私に彼女は不思議そうに顔をうかがう。

「うわ！　顔色悪い！」

「そう……？」

「真っ青ですよ！　やだ、すごく熱いですよ！」

　ピタ、と額に添えられる深田さんの小さな手はひんやりとしていて気持ちいい。けれどそれほど私に熱があるということなのだろう、彼女は慌てて上司のデスクへと駆け寄る。

「部長！　藤谷さん熱ありますよ！　今日帰したほうがいいですって！」

「なに？　そうなのか？」

　まったく気づいていなかったらしい部長は、私の方へ目を向ける。

「いえ、少し調子悪いだけで平気です。今日巡回日ですし、アポ取ってるのに断るのも悪いですから」

「それもそうだが」

　そううなずきながらも、席から立ち上がり私の顔をまじまじと見る部長は、『平気』の言葉をいまいち信じていない様子だ。

「今日は極力早く帰ってゆっくり休めよ。営業部は藤谷頼りなんだ。無理して長引かれると困るからな」

　部長はそう言って私の肩をポンッと叩く。

　それはつい強がってしまう私を休ませる、気遣いのような言葉。

　普段は早く結婚しろだのなんだの騒がしいけれど、こういうところはいい人なんだよね。

「でも体調悪い時にひとりはつらいしな、やっぱり結婚は早くしたほうがいいぞ！」

　いや、前言撤回。やっぱりただの騒がしい人だ。

　相変わらずすぐ『結婚』と言い出す部長に、真木先生と付き合い始めたということは言わないほうがいいだろうと心の中ですぐ判断した。

「大丈夫ですよね、藤谷さんには愛しの真木先生がいますもんね～」

「は!?」

　い、愛しの真木先生!?

　当然、深田さんにも真木先生とのことは言っていない。にもかかわらず、彼女が突然口に出したその名前に心臓がドキッと跳ねる。

「お、なんだ彼氏か？　先生ってことは医者？　藤谷、ちゃっかり玉の輿だな～」

「ち、違います！　真木先生とはなにも」

「照れないでくださいよ～。この前の合コンも、真木先生が藤谷さん追いかけて帰っちゃったって女の子が拗すねてましたよ？」

　私の否定を遮るようにうふふと笑って言う深田さんに、余計なことを、と睨むけれど彼女は気にする気配もない。

「あっ、せっかくなら今日真木先生に診察してもらったらどうですか？　真木先生のことだから体の隅々まで診察してくれますよ～」

「なっない！　ないから！　ありえないから!!」

　認めていないにもかかわらず彼氏と決めつけられ、さらに体の隅々まで、なんてひやかされ私は全力で否定すると、資料をまとめ「外回り行ってきます！」とオフィスを出た。

　おかしそうに笑うふたりの声を背中で聞きながら。

　あぁもう、ひやかしているだけなのか女の勘というものが働いているのか。どちらにせよこのままだまっていても、バレるのは時間の問題だろう。

　深田さんに真木先生とのことを根掘り葉掘り聞かれ、部長には『結婚はいつだ』と冷やかされる。そんな近い未来が頭に浮かんで、体調が余計悪くなりそうだ。

　深田さんこそ、この前の合コンの成果はどうだったんだろう。お返しに聞き返せばよかった。

「はぁ」

　とにかく、なんとしても今日もきちんと仕事して、なるべく早く帰宅して休む。うん。そうしよう。

　そう心に決めると、私は早足で車に乗り込んだ。




　そして、それから車で担当先の病院を数件回り当麻総合病院にやってきたのは十六時を過ぎた頃のことだった。

　熱があるといっても意外と大丈夫なもので、普通に運転し、外回りもできている。

　当麻総合病院が終わればこのまま会社に戻れる。

　よし、もうひと頑張りだ。

　気合を入れ、広々とした院内を歩いていく。

「お世話になります、新和メディカルです」

　いつもどおりの表情で内科の受付に声をかけると、宮脇さんがこちらを向いた。

「あ、藤谷さんお疲れ様。あら？　顔色悪くない？」

「あはは、そうですか？　いつもどおりですよ」

　営業先の相手に心配をかけるのもよくないし、と笑顔でつくろう私に、宮脇さんは「そう？」と疑わしい目を向けた。それに気づかぬフリで、いつものように資料を取り出す。

「今日は医療消耗品についてご紹介させていただければと思うんですが」

　そして、パラパラと資料をめくった、その時だった。

　突然クラっと視界が歪ゆがんだかと思えば、足に力が入らなくなってしまい、ゆっくりその場にうずくまる。

「えっ、藤谷さん？　大丈夫？」

「すみ、ません……力、入らなくて」

　どうしよう、目が回る。立ち上がらなくちゃ、仕事をしなくちゃ、そう思うのに力が入らない。

　私の異変に気づいた周囲から、どうしたのかとざわつく声が聞こえる。

　気持ち悪い、クラクラする、寒い、苦しい。

「藤谷さん!?　しっかり！　藤谷さん」

　宮脇さんに答えなくちゃと思うのに、声が出ないまま意識が遠くなっていく。

　ダメ、しっかりしなくちゃ、いけないのに。




　あぁ、限界がきてしまった。

　大丈夫だと、思ったのに。そんな気がしていただけだった。

　部長にも無理しないようにって言われていたのに。営業先で倒れたなんて知られたら、怒られちゃうかな。

　そんなことを考えながら、熱の中、誰かに包まれるのを感じた。

　たくましく、力強い腕。少しひんやりとした体温。

　遠くに聞こえる低い声と、鼻をくすぐる香り。

　この香り、知ってる。

　石鹸のような爽やかさのある、安心する香り。

　これまで何度もかいだことがある。

　真木先生の、香りだ。

『藤谷』

　夢の中、彼は私の名前を呼んで、額に小さくキスをした。

　熱が出ている時にまで彼の夢を見るなんて。その声と唇が愛しく思えてしまうなんて。

「ん」

　そっと目を覚ますと、柔らかなベッドの感触に包まれていた。

　まだ少しボーッとする頭で、横になったままぼんやりと辺りを見回せば、白いカーテンの広々としたこの部屋は、まるで高級ホテルの一室のようにも思える。

　ここ、どこ？　なんで私ここに？

　状況を掴もうとしていると、足元にある茶色いドアがガチャッとあけられた。

「藤谷。目、覚めたか？」

「真木先生？」

　そこから姿を現したのは、真木先生だ。グレーのシャツを着たその私服姿から、彼が仕事中ではないということだけはわかった。

「なんで真木先生が、それにここって」

「お前、病院で倒れたんだよ。そこにちょうどあがるところだった俺が通りがかって、近いからってことでうちに連れてきたってわけ」

　呆れたように説明すると、真木先生は私の額の上の濡れタオルを一度取り、手を当てて熱を測る。低いその体温が、ひんやりとして気持ちいい。

　そうだったんだ。私倒れて、真木先生の家にって、真木先生の家!?

　てっきりホテルの一室のように思えていただけに、驚いてしまう。

　そんな私の驚きをよそに、彼は濡れタオルを再度私の額にのせる。

「ったく、いきなり倒れるから大騒ぎだったぞ。しかも三十九度って」

「すみません、迷惑かけて」

　宮脇さんたちにもきっと心配かけてしまったよね。あとで謝らなくちゃ。

　あれ？　でも私どうやってここまで来たんだろう。

「もしかして、真木先生が私のこと運んだんですか？」

「当たり前だろ。俺以外に誰がいるんだよ」

　そ、そうですよね。

　けど、私重くなかったかな。熱にうなされて変なうわ言とか言ってなかったかな。

　あぁ、いろいろ不安になってきた！

　しかも病院の皆の前で抱き上げたってことだよね。恥ずかしい。

　仕方ないとわかっていても、不安やら恥ずかしさやらでいっぱいになって頭を抱えてしまう。

「はっ！　そういえば今何時ですか!?」

「二十時過ぎ」

「まずい、会社に戻らなきゃ」

　時間を思い出しガバッと飛び起きるけれど、まだうまく力が入らずよろけてしまう。

　そんな私の体を真木先生は伸ばした腕でそっと支えると、再度横にさせた。

「まだ寝てろ。会社には連絡しておいたから」

「えっ!?」

「部長さんが出て、今日はタクシーで直帰するように、とさ」

　言いながら、そっと手は離された。かと思えば、その手は突然私の左頬をむにっとつねる。

「ひゃ!?」

　な、なにをいきなり？

　驚く私を見る彼の目は不機嫌そうだ。

「ったく、ヒヤヒヤさせるな。熱がある時は無理せず休む、もしくは早帰りする。わかったか？」

「ごめんなさい」

「仕事に一生懸命な藤谷も好きだけど、無理はしてほしくない」

　きっと、すごく心配してくれたのだろう。叱るように言って、その手は頬からそっと離される。

　そして真木先生はベッドに腰を下ろし、私の頭をよしよしとなでた。

「仕事がんばりたいって思うなら、まずはしっかり風邪治して元気になれ」

　早く、元気に。

　そのやさしい言葉と大きな手がうれしくて、小さく頷いた。

「ちなみに、風邪は人にうつすと早く治るらしいぞ」

「人に？」

　って、どういう意味？

　キョトンと首をかしげると、真木先生は不意うちで顔を近づけた。

　ベッドに手をつき重心をかけると、厚みのあるマットレスが沈む。それと同時に、私の顔が彼の瞳に映り込んだ。

「だから、俺にうつせよ」

　囁く言葉に、ようやく『うつす』の意味を知る。

「え？　あの、けど」

「……いいから」

　戸惑ううちに顔は近づき、真木先生はそっと唇を重ねる。一度触れて、離れて、再び重なる唇は吸い付くようにキスをした。

　さらには唇の隙間から入り込む熱い舌が、私の舌に絡みつき、口内をじっくりとまさぐる。

　風邪も、熱も、全てを奪い取るようなキス。その唇に愛情があることを示すかのように、彼は右手で私の頭を抱き寄せる。

「ん、真木、せんせ」

　吐息を漏らしながら呼んだ名前に、さらに力が込められる手。

　それはまるで、離さない、と伝えるようだ。

　風邪をうつせ、なんて、本当に風邪引いたらどうするの。

　医者が風邪引いたら、大変。

　ダメだよ、こんなの。

　そう思うのに。

　ずるい。こんな、深いキスされたら、拒めない。

　呼吸ができなくて、頭がまたボーッとしてしまう。

　体の中が真木先生の香りでいっぱいになって、熱が余計上がりそうだよ。

　長い時間をかけて交わしたキス。離れた互いの唇からは、「はぁ」と熱い息が漏れた。

「本当に、風邪引いたらどうするんですか」

「その時は今度は藤谷がもらえばいい」

　それは、また、こうしてキスでという意味なのだろうか。そう察して、「ちょっと」と頬を赤らめた。

　そんな私に、真木先生はおかしそうに笑って立ち上がった。

「さて、と。じゃあ食事の用意してくる。今日は泊まれ」

「えっ、でも」

「どうせ俺は明日休みだから、看病してやるよ。藤谷も家帰ってもひとりだろ？」

　そのつもりで自宅に連れてきてくれたらしい。

　けど、いいのかな。忙しい中のせっかくの休日に私の看病なんて。

　そんな気持ちから素直にうなずけずにいると、真木先生は私の額を軽く小突く。

「余計なこと考えずに甘えろ。お前は俺の彼女だろ？」

　彼女。

　彼が口に出してくれたその呼び名に、半信半疑だった感覚が本物に変わる。

　込み上げるよろこびを噛みしめながら小さくうなずくと、彼はそっと微笑む。

　熱で、まだ少しぼんやりとする意識。全身は汗に濡れて、髪もボサボサ。きっとメイクだってよれてしまっているだろう。

　だけど、そんな私にだって真木先生は微笑んでくれるから。この胸はいっそう愛しさを感じられるんだ。

　彼を信じたここから、真木先生と恋人同士としての一歩を踏み出した気がした。










空の下で花のように




「おぉ、藤谷！　体調はもういいのか？」

　熱を出して当麻総合病院で倒れた日から、祝日と土日を挟んで四日後。迎えた月曜日のオフィスには、いつもどおりの顔で資料を抱える私の姿があった。

　それを見つけた部長の明るい声が響く。

「はい、先日はすみませんでした。いろんな方にご迷惑をおかけして」

　そう、先日当麻総合病院で倒れた私は、真木先生に送ってもらって帰宅後、解熱剤を飲み、翌日には熱もすっかり下がり元気になった。

　もちろん仕事は途中だったし、社用車は病院に置きっ放しになってしまい……その事後処理を部長をはじめ他の営業部のみんなが分担してくれたそうだ。

　そのことを今朝佐原さんから聞いて、行き合う営業部の社員ひとりひとりにお礼を言って回っているのだ。

　それは部長にも同様に、というよりもいっそう、深々と頭を下げてお礼を言った。

「いやいや、むしろ倒れたのが病院内でよかったな！」

　部長はあははと笑うと、『気にするな』というように私の肩を叩く。

　こういう時に叱りつけたりしない、部長のやさしさが好きだ。

　そう感じていると、部長は突然私の肩を抱き顔を近づけ、内緒話をするように声を潜めた。

「で？　その真木先生とやらに体の隅々まで診察してもらったのか？」

「部長、セクハラですよ」

「そんな言い方するなって～。教えろよ、イケメン内科医にどんな診察されたんだ？」

　ん？

　って、そういう話がしたかっただけか！

　またも前言撤回、というように、私は部長の腕を引き離し距離をとる。

「いやー、それにしても電話口でもかっこよかったぞ。真木先生」

「え？」

「藤谷が倒れたから寝かせるって話の後、俺が迎えに行くって言ったんだが、『私が責任もって看病します』って言い切ってさぁ。いやー、かっこいいな～」

　ニヤニヤと笑いながらひやかす部長に、「もう！　うるさい！」と私は廊下に出た。

　みんなして私と真木先生のことひやかして！

　でも、確かに、先日真木先生は、本当につきっきりで看病をしてくれた。おかげで翌日にはすっかり熱も下がり自宅に帰れるくらいに回復した。そんな私に彼はさらに『心配だから』と車で送ってくれて本当に、やさしい人だと思った。

「お礼の電話とか、するべきかな」

　散々お世話になったし、お礼もしたい。

　いや、でももう九時すぎてるから診察時間だったら悪いし、夜勤明けで寝たところかも。ていうか、本当に私の風邪がうつっていたらどうしよう。

　うーん、と悩んでしまうけれど、ひとり悩み続けても仕方がない。とりあえず電話してみよう。

　観念して、私はスマートフォンを取り出すと真木先生へ電話をかけた。

　少し緊張しながら電話を耳に当て、呼び出し音を聞く。

　出るかな、出ないかな、切っちゃおうかな。そう思ったその時、プツッという音とともに呼び出し音が途切れた。

『もしもし？』

　耳のそばで響く低い声に、出た！と心臓が跳ねる。

「も、もしもし藤谷ですけど。朝からすみません。今大丈夫ですか？」

『あぁ。今ちょうど夜勤あがって帰るところだから大丈夫』

　ちょうど外に出たところなのだろう。周囲はせわしない人の声が聞こえる。

　この時間にあがりなんだ。夜勤って大変だ。

「この前はありがとうございました。助かりました」

『どういたしまして。もう体調はいいのか？』

「はい。もうすっかり」

「そうか」と相づちをうつ彼が、電話の向こうで笑っているのが想像ついた。

『じゃあ、お礼もらわないとな』

「お礼!?」

『せっかくの休日を一日潰して看病したわけだし、見返りがなにもないっていうのもちょっとなぁ』

　うっ。

　先日は気にしなくていいとか、甘えろとか言っていたのに。

　そうは思うものの、お世話になったことは事実だ。お礼に、となにを要求されても文句の言いようがない。

　物だろうか現金だろうかと想像しながら言葉の続きを待つ。

『じゃあ、体で払え』

　すると彼から発せられた言葉に、思わず「は!?」と大きな声が出た。

「かっ体って、無理です！　払えるほど大した体じゃないですし！」

　いや、一応恋人同士だし、そういうこともないわけじゃないんだろうけど！

　でもさすがにいきなり体でというのはまだ！

　お世辞にもスタイル抜群とは言い難い自分の体を見ながら言い切ると、廊下を通り過ぎていく男性社員がぎょっとした顔でこちらを見た。

　一方電話の向こうからは、『ぶっ』と吹き出す声が聞こえる。

『払えるほど大した体じゃないって、そうかもしれないけど、自分で言い切るか？』

　って、少しくらいフォローしてよ！

　おかしそうに肩を震わせる彼が想像ついて、恥ずかしさに頬が赤く染まる。

『いいよ、大した体じゃなくても。どんな藤谷でもいいから、会いたい』

「え？」

『俺と、デートしてほしい』

　で、デート？

　そういう意味での『体で』だったのだと気づいて、先ほどの自分の反応が余計恥ずかしく思えた。

『今度の土曜日空いてるか？　その日午後からなら時間作れるんだ』

「空いてますけど」

『じゃあその日にするか。時間や場所はまた連絡するから』

　そう話をまとめると、真木先生は『じゃあまた』と会話を切り上げようとした。

『あ、藤谷』

「はい？」

　かと思えば、思い出したように言葉を付け足す。

『ちょっと元気になったからって無理するなよ。病み上がり』

「わかってます」

　気遣うというよりは釘を刺すように言うと、彼は『ふっ』と笑う。

　自分の行動を見透かされているようで、不満げに口を尖らせると、「じゃあ」と話を終えてスマートフォンを耳から離そうとした。

　すると、スピーカーからは『あ、あと』ともうひと言を付け足す彼の声。

「なんですか？」

　さらになにか用件があるのだろうかと再度スマートフォンを耳に当てる。

『好きだよ、藤谷』

「なっ!?」

　そう囁いて、彼は電話を切ってしまった。

　す、好きだよって、なにをいきなり。

　驚きと照れでさらに顔を赤くして、スマートフォンを耳から離した。

　私がこういう反応をすることを見透かしていて、言ったのだろう。

『好きだよ』の声が耳から離れなくて、悔しい。

　通話を終えた画面には、『真木梓』の名前と『通話時間五分』の文字。

　たった五分の電話で、デートの約束を取り付けてしまった。

　デート、ってことはふたりでどこかに出かけるってことだよね？

　そんな、ふたりで、デートなんて。想像しただけで、ドキドキしてきた。

　なに、着ようかな。

　浮かれてしまう気持ちを必死に抑えながら、ポケットにスマートフォンをしまった。




　それからバタバタとしているうちに一週間は過ぎ、迎えた土曜日。新宿駅の改札を抜け、待ち合わせ場所の東口をめざす。

　目の前のガラスに映るのは、白いトップスにピンクベージュの膝丈スカート、パンプス、といつものシンプルなスーツ姿とは打って変わった服装の自分だ。

　しっかり巻いた髪と、いつもより念入りに塗ったマスカラ、爪を彩る薄いベージュのマニキュア。

　おかしくないよね、大丈夫だよね。

　気合い入ってると思われるのも恥ずかしいけれど、きちんとおしゃれもしたいし。

　コツコツとヒールを鳴らしながら歩き、東口へと出ると、すぐ目の前の柵に寄りかかる真木先生の姿があった。

　黒いパンツにボーダー柄のトップス、ダークグレーのテーラードジャケットというモノトーン系の格好がよく似合っている。

　まるでモデルのような彼に、周囲の視線も集まっている。

　さすが立っているだけでかっこいい。

　遠目でほれぼれとしながら見つめていると、その間にも女性がふたり「すみませーん」とキャッキャとはしゃぎながら駆け寄ってきて真木先生に話しかけた。

　連絡先を聞いているのだろうか、うっとりとしながらなにかを言ってスマートフォンを手にする彼女たちに、真木先生は困ったように首を横に振っている。

　あれだけかっこいいと女性から声もかけられるよね。

　そんな彼の隣に立っていいのだろうか、と近づくことを躊躇ってしまう。

　けれど、不意にこちらを見た真木先生と目が合い彼は私に気づいた。

「藤谷」

「あっ、すみません、遅くなりました」

　おずおずとした言い方で挨拶をして、彼に近づけずにいる私に、真木先生はいたって普通に近づき不思議そうにたずねた。

「どうした？」

「いえ、女の子に声かけられてたので、お邪魔かと」

　って、なんだか嫌味っぽい言い方になってしまったかな。

　大丈夫かなと自分の発言に不安を感じてしまう。けれどそんなところもまた、彼にはお見通しなのだろう。真木先生は笑って私の頭をぽんとなでる。

「連絡先聞かれたから断ってただけ。見ず知らずの人間に連絡先教えるわけないだろうになぁ」

　呆れたように笑って言うのは、『だからなにもないよ』ということなのだろう。

　断っていたんだ、よかった。

　って、なんで？　安心する意味がわからない。

　安堵して、そんな自分に疑問を感じて、と忙しい私に、真木先生は視線を留め、上から下までまじまじと見た。

「今日はいつもと雰囲気違うな」

「へ、変ですか？」

「いや、かわいいよ」

　小さく笑って言われた『かわいい』に、頬がポッと赤くなるのを感じた。

　またそういうことを平気な顔で言ってのける！

　行こうか、と歩き出す真木先生に並んで歩き出す。

　土曜夕方の新宿は、相変わらずどこもかしこも人でいっぱいだ。すれ違う人の波をうまくかわしながら歩いていく。

「デートって、どこ行くんですか？」

「いろいろ考えたんだけど、俺、藤谷の好みとかよく知らないから。今日はゆっくり映画にしようかと思って」

「いいか？」と問いかける彼に、小さくうなずく。

　そっか、『今日は』ってもちろん、次回もあるんだ。

　当然だよね、恋人同士なんだもん。

　そんな些細なひと言で関係をまた実感してときめきを感じた。




　ふたり並んで歩き、やってきたのは駅からほど近い大きめの映画館だった。

　白を基調とした高級感のあるその映画館は、赤い絨毯が敷かれたロビーにたくさんの人が集まっていた。

「けっこう混んでますね」

「そうだな。なに見る？」

　上映作品一覧が載った看板を見ながら、私に任せる、というようにたずねる真木先生に「えーと」と悩んでしまう。

　ベタな恋愛映画はちょっと恥ずかしいし、洋画のアクション系は苦手。初めてのデートにホラー、はないし、どうしよう。

　いや、ひとつ見たいものがあるといえばあるんだけど。チラ、と見た先にあるのは『吉原奇き譚たん』と書かれたポスター。タイトルどおり、吉原をテーマにした歴史物の映画だ。

　元々歴史物が好きで、これも観たいと思ってたんだよね。

　けど真木先生はそういうの興味ないだろうしなぁ。しかもこれもデートで観るような内容ではない気がする。

「決まったか？」

「え!?　あー、えっと」

「その反応は、見たいものはあるけど俺の好みが気になるってところだな」

　うっ。すごい、見透かされている。

『そうだろ？』と言いたげにニヤリと笑う真木先生に図星を指され、私はおずおずと先ほど見ていたポスターを指さした。

「『吉原奇譚』藤谷意外とこういうの好きなんだな」

　それを見て、彼は少し意外そうな顔をしてうなずく。

「意外ってなんですか。歴史物とか時代劇とか、そういうの好きなんです」

「奇遇だな、俺も歴史物好き。普段から時代小説ばっかり読んでる」

「えっ!?　そうなんですか!?」

　そういえば、以前好きなものの話の時に『本』と言っていたっけ。

　思わぬ共通点に、自分の顔がぱぁっと明るくなるのがわかった。

「一番好きなのはやっぱり江戸時代を舞台にしたやつだな」

「ですよね！　独特の文化も江戸の景色もいいですし！」

　はしゃいで話す私に、真木先生はふっと笑うと頭をぽんぽんとなでた。

「じゃあ、決まりだな。チケット買ってくるから待ってろ」

　そして、そう言ってカウンターへと向かって行く。

　なにもかも、お見通しだなぁ。

　少しの遠慮すらも、させてくれないほど。

　けど、ひとつの共通点がうれしいな。

　思わずにやけそうになる口元をぐっとこらえた。

「お待たせ。ちょうどいい時間のあったから、もう少ししたら入れるってさ」

　戻ってきた真木先生は、そう言ってチケットを一枚手渡す。

「あっ、チケット代」

　支払わせてしまった、と慌ててバッグから財布を取り出そうとすると、彼はそんな私の手を止めた。

「いいって」

「けど、この前のお礼なのに私が出してもらっちゃ意味がないです」

「一緒に出かけること自体がお礼だからいいんだよ」

　真木先生は、そううれしそうに笑う。

　そんなふうに笑われたら、それ以上強くは言えなくて、私は渋々手を引っ込めた。

　出かけること自体がって、なんのお礼にもなっていない気がするんだけど。

　けど、それほど、ふたりの時間を楽しんでくれているということかな。

　ほら、またこうやって、彼のひと言に喜ばされている。

　誰のためのお礼なのか、わからなくなってしまうよ。




　それから入場時間を迎えた私たちは、ふたりでシアター内へと入った。

　チケットの半券に書かれた座席へと着くと、なんとそこはペアシートだった。

　ペアシートって！

　ふたりで並んで座るってことだよね？

　どうしよう、緊張する！

　一瞬固まってしまう私に、真木先生は気にすることなくシートに腰を下ろした。

「ぺ、ペアシートって、なんで」

「デートだからな」

　デートだけど！

　しれっとした顔で言ってのける彼に、戸惑いながらも私も隣に座る。

　自分の右肩と彼の左肩が触れ、胸はどき、と小さく音を立てた。

　触れた肩に感じる熱。それを冷ますように、ひゅう、と冷たい風が肌に触れた。

　場内は、今日の気温に合わせ少し冷房が効いているのか、ひんやりと肌寒い。

　上に羽織るものもってくるべきだったかな。ちょっと寒い。

　腕を軽くさすると、真木先生はそんな私を見て、突然ジャケットを脱ぎ始める。そしてそれを私の肩にそっとかけた。

「それ、羽織ってていいから」

「え？　でもいいんですか？　真木先生は」

「俺は寒くないから。下に長袖着込んできたし」

　いいのかな、と思うけれど、そのやさしさがまたうれしくて甘えることにした。

　微かに香る真木先生の香りに胸をときめかせるうちに、周囲は暗くなり予告から本編へと映画が始まった。

　映画は江戸時代の遊ゆう郭かく・吉原を舞台に、主人公の女性が売られてくるところから始まる。

　身を売るという行為への抵抗や、遊女たちからの嫌がらせなど苦労を重ね、悩む中、出会ったひとりの武士に励まされ彼女はなんとか乗り越えていく。

　いつしか恋に落ちていた彼女は、その想いを彼に伝え一緒になろうと決心をする。

　ところが彼に武家の娘と縁談があると知り、遊女の自分は身を引くべきだと決め、冷たい言葉で彼を突き放した。

　自分の気持ちを押し殺し、その苦しさを糧に彼女は花おい魁らんとなり吉原の街で生きた。

　という、悲しくも華々しい結末にエンドロールが終わり、劇場を出る頃には私はボロボロと号泣してしまっていた。

「いい映画でしたねぇ、うっ、うぅ～」

　ハンカチで涙を拭いながら、ぐすっ、と嗚お咽えつ交じりに泣く。そんな私に、真木先生は困ったように笑ってみせた。

「意外と映画で泣くタイプなんだな」

「だから意外ってなんですかぁ～」

　ロビーの端でソファに座り子供のように「わああ」と泣く私に、通りすぎる人々は何事かと横目で見る。

　自分の気持ちを押し殺し彼女が選んだ道は、なんとも切なく悲しかった。

　自分が彼女の立場だったらどうしただろう。どんな想いでどんな決断をするのだろう、と心を重ねて苦しくなる。

「マスカラにじんでる。ひどい顔だな」

「ほっといてください～」

　涙で化粧が崩れてしまっているのだろうことは想像がつく。けれど思っている以上にひどい顔なのだろう。ぐすぐすと泣き続けた私に、真木先生はその細長い指先で目元をそっと拭ってくれる。

「けど確かに、いい話だったな。観てよかった」

　そう言って笑う、その目は穏やかなものだ。

「真木先生は、彼女が選んだ道は正しいと思いますか？」

　問いかけた私に、彼は少し考えてから「……どうだかな」と小さくつぶやく。

「正しいとか正しくないとか、ないだろ。彼女が身を引いたのも、たとえ気持ちを譲らなかったとしても、その根底にあるのは彼を好きって気持ちだからな」

　そう言いながら、彼は涙で濡れた私の頬をそっと撫でた。

　どちらを選んでも、ある気持ちは、ひとつ。

　そう思うと、切なさばかりを感じていた胸が、少しあたたかさを感じた。

　その瞬間、気が緩んだのか私のお腹からはぐう～と気の抜けた音がした。

　その音はもちろん真木先生にも聞こえていたらしい。彼は口元を押さえ、必死に笑いをこらえる。

「わ、笑いたいなら、ちゃんと笑えばいいじゃないですか！」

「いや、さすがに公共の場で大笑いするわけにもいかないしな」

　恥ずかしさから顔を赤くし彼を睨むと、彼は仕切り直すように「ごほん」と咳払いをして立ち上がる。

「じゃあ、飯でも食いに行くか」

　そう言って、私の前に手が差し伸べられた。

　長い指をした大きな手の意味を少し考えてから察し、私は伸ばした手でその手をとった。

　しっかりと握られる、ごつごつとした大きな手。

　この指を包んでしまう手に、ドキ、ドキ、と胸が鳴る。

「ごはん、どこで食べましょうか？」

「実はもう決めてあるんだ。予約もしてある」

　へ？　そうなの？

　予約までしてくれているなんて。

　真木先生に連れられるがまま、タクシーに乗り四十分近く揺られる。そしてやってきたのは、多くの船が発着する竹芝ふ頭だった。

「船、ですか？」

「あぁ。せっかくだし、ディナークルーズでもどうかと思って」

　ディ、ディナークルーズ!?

　船に乗ってデートなんて、これまでしたことがない。

　服装はふさわしいだろうか、テーブルマナーは大丈夫だろうか。それらの不安感からつい腰が引けてしまう。そんなこちらの心の内を察するように真木先生は頭をポンとなでた。

「心配しなくても、個室をとってあるから大丈夫だ」

「そうなんですか？」

「ふたりきりで過ごしたいしな」

　その言葉に、安堵した。

　真木先生は、いつも一枚上うわ手てだなぁ。

　彼が私をよく見ているのか、私がわかりやすいだけなのか。どちらかはわからないけれど常に私のことを考えてくれている、そんな真木先生の気持ちが胸をあたたかくしてくれる。

　私たちが乗り込んだクルーズ船は、最大七〇〇名まで乗船可能という大きな船だった。パーティや挙式も行えるような立派な船の中、私たちが通されたのはふたりで過ごすには充分すぎるほどの広さの個室席。

　白とゴールドを基調とした室内に、四人がけ用のテーブル席。くつろげるようなソファもあり、大きな窓からはキレイな夜景が見えた。

「お食事のご用意まで少々お時間を頂戴いたしますので、それまでデッキで夜景をご覧になってみてはいかがですか？　もうすぐレインボーブリッジも見えますよ」

「じゃあそうします。藤谷、行こうか」

　乗務員の案内にうなずくと、私たちは近くのドアから外のデッキに出る。

　ビュウッと吹く強い風の中辺りを見渡せば、東京湾を照らす東京中の灯り。ビルの灯りが水面に反射し、いっそう輝きを増している。

　大きなレインボーブリッジを行き交う車の一台一台すらも景色のひとつだ。

「わぁ、すごくキレイ！」

「だな。いい景色だ」

　海も夜空も、自分たちを包むように壮大に広がっている。その景色に目を奪われ、「わぁー」と声を漏らす。そんな私を見て、真木先生はふっと笑った。彼のその笑みに、『まるで子供だな』という心の声が聞こえた気がした。




「真木先生、今私のこと子供だと思ってましたよね」

「お、すごいな。俺の心が読めるのか？」

「もう！　やっぱり！」

　否定しない真木先生に、唇を尖らせ拗ねた顔をすると、その反応がまたおかしかったらしく彼は笑った。

「いや、子供だなっていうより、素直な反応がうれしいなって思えて」

「え？」

「藤谷が喜んでくれるのが、なによりうれしい」

　その言葉とともに彼が見せてくれる微笑みに、また胸はドキ、と強くときめく。

　その表情は、反則でしょ。

　赤らむ頬を見られたくなくて、景色を見るフリで目をそらした。

　真木先生は不意打ちでドキドキさせるから、ずるい。

　ついさっきまで平常心で過ごせていたのに、なんだかまた緊張してきてしまった。

　なにか、この気持ちを誤魔化せるような話題を。

「あっ！　そういえば真木先生って、なんでお医者さんになったんですか？」

　散々あれこれと考えた結果、結局仕事関連の話題になってしまった。

　自分の話題の少なさに落ち込みながら、彼の答えを待った。

「かっこ悪いからあんまり言いたくなかったけど、俺、子供の頃体弱かったんだよ」

「え？　そうなんですか？」

「喘息持ちでさ。すぐ発作起こして入院して、高熱も頻繁に出してたし、中学くらいまで学校にもまともに通えなかったくらい」

　それは、今の彼からは想像がつかないような過去だった。

「今は大丈夫なんですか？」

　今もまだ喘息があるとしたら、これまでのことや、さっきの映画館での肌寒さも体にさわるのではないだろうか。不安げにたずねると、真木先生はその不安を拭うように笑う。

「もうすっかり。今では風邪すらも滅多に引かないよ」

　それならよかった……。

　安堵した私に、彼の目は『大丈夫だよ』と言いたげに細められる。

「けど子供の頃は、なんで俺だけってへこんだり悲しんだりもしてた。普通に遊べる友達がうらやましくてたまらなかったな」

「そう、だったんですか」

「けど主治医の吉よし見み先生って人が、すごくいい先生でさ。親身になってくれて、暇さえあれば構ってくれるような人で、まるで友達みたいな先生だった」

　真木先生にとっての先生のことを思い出しているのだろう。まるで子供が自分の友達を自慢するかのようにうれしそうに話す、その表情が少しかわいい。

「成長するにつれて俺の喘息がよくなって、もう通院しなくて大丈夫、ってなった時に吉見先生泣いてくれたんだよ。『よかった』『これまでできなかった分、いっぱい学んで遊んで目いっぱい生きろ』って」

　その先生はきっと、ちゃんとわかってた。

　それまで真木先生が、どれほど悲しい気持ちを抱えていたのか。

　どれほど我慢を重ねていたのか。

　自分の気持ちを理解して、泣いてくれる人なんてきっとそんなにたくさんはいない。

　それほどまでに、吉見先生は、真木先生を思っていた。

　そんな先生に憧れて彼もお医者さんを志したのだろうことは、彼がそれ以上言葉にしなくとも察することができた。

「吉見先生に憧れて、真木先生もお医者さんになったんですね」

「あぁ。けど医者って仕事は、なるまでも大変だけどなってからもしんどいことが多くて」

　しんどいこと？

　それって、と彼を見つめて言葉の続きを待つ。けれど、彼が話を続けようとしたタイミングで、私は「くしゅんっ」とひとつくしゃみをしてしまった。

「あ、すみません」

「いや、いいよ。冷えたんだろ、一回中戻るか」

　真木先生はそうやさしく言うと、私の手を引いて船の中へと入る。

　そして先ほど一度通された個室へと戻ると、ソファに腰を下ろした。

　ソファから見える大きな窓からは、同様に美しい夜景が見える。

　その景色を見つめて、真木先生は再び先ほどの話の続きを始めた。

「医師として当麻に赴任したての頃、俺は病棟の担当だったんだ。そこで、ひとりの入院患者と親しくなってさ。その人が俺の死んだばあちゃんそっくりで、その人も俺に孫みたいに接してくれて」

　初めて聞く、彼の以前の話。

　入院患者、ということは毎日のように顔を合わせ親しくもなるだろう。

　自分が主治医という存在に救われた彼なら尚更。今度は自分が、患者さんの心に寄り添える存在になりたいと願うだろう。

「けど、その人は治療の甲斐なく亡くなった。まるで、ばあちゃんを二度亡くした気がした」

　ぼそ、とつぶやくように言った言葉に、室内の白っぽいライトが彼の横顔を照らしている。

「医者も看護師も、病院で人の命を預かるからには、患者が亡くなることも覚悟しなきゃいけない。そうわかってたし、言い聞かせてきた。今では多少、慣れてきた」

　それは、先日彼が話してくれたことにつながるのだろう。

『毎日のように、命をつないで、亡くして、そんなことを繰り返すうちに。死ってものに対する感覚が、少しずつ少しずつ麻痺していく』

　麻痺して、慣れて、その心はきっと傷ついていった。

「けど、いくら言い聞かせてもつらいものはつらい。失うことも、苦しいことに慣れるのも、つらい」

　傷つくことは怖い。

　だけど真木先生は逃げることなく、向き合って。慣れるくらい、何度も何度も。

　その胸の痛みを思うと、この胸もチクリとした。

　それを伝えるかのように、私はつないでいた手に力を込めた。

　ひとりで、苦しまないで。

　つらい時は、つらさを見せてもいいんだよ。

　あなたが私の過去を受け止めてくれたように、私も、あなたの心を曇らせるものを、受け止められたらと思ってる。

　そう、伝わったらいい。

　その手に、真木先生はなにかを感じ取ったのかこちらを見て微笑んだ。

「けど、そんな時にも藤谷の笑顔があったから」

「え？」

「前にも言っただろ。藤谷の全力なところが好きだって。どんな時でも、全力で動いて笑って、そんな藤谷を見ると勇気づけられるんだよ」

　真木先生があまりにもまっすぐな言い方をするから、恥ずかしくなってしまう。ビュウッと吹く風に髪を押えるフリで、赤らむ頬を隠した。

「けっこう前、藤谷がお年寄り担いで駆け込んできたことがあっただろ」

「あぁ！　そんなこともありましたね」

　真木先生に言われて思い出すのは、もう一年半近く前のこと。

　その日も営業で当麻総合病院に行った私は、たまたま階段を上っているおばあちゃんと遭遇した。

　必死に階段を上っていたおばあちゃんは、バランスを崩してひっくり返り、こちらへ転んでしまって、私は思わずその体を受け止め一緒にひっくり返った。おばあちゃんを守ることはできたけれど、思いきり背中をぶつけてしまったのだった。

「藤谷がボロボロの姿でばあちゃん背負って『真木先生！』って駆け込んできたのは衝撃的だったなー」

「やだ、忘れてくださいよ！」

　受け止めはできたけれど、もしもなにかあっては大変だと思って、大急ぎでおばあちゃんを真木先生のもとへ連れていった。ひどい姿ですごい形相だったのだろう、自分の姿が想像つく。

「あの時、俺が藤谷も診てやるって言ったのに、藤谷は『いいです、私丈夫なので！』って笑って帰っていって、後日背骨にヒビ入ってたって聞いた時は驚いたな」

　うう。まさしくそのとおり。

　懐かしむような口ぶりながらも、『無茶しやがって』と言いたげなその目に気まずく苦い顔になる。

「けど、あとで気づいたよ。お前があの時、あそこでケガしたって大騒ぎになったら、助けられたばあちゃんは申し訳ない気持ちでいっぱいになるもんな」

「それは、まぁ、そうですね」

　その時私が真木先生からの診察を断ったのは、自分が運んできたおばあちゃんのことを考えてのことだった。

　私の背中におぶられて『ごめんね、ごめんね』とつぶやいていた、やさしいおばあちゃんだったから、私がケガをしたとなれば悲しんでしまうと思ったから。

　まぁ、その結果背骨にヒビが入っていたことが翌日判明して、治るまで自宅療養を命じられてしまったわけだけれど。

　当時のことをしみじみと思い出していると、真木先生はそんな私の頭をくしゃっとなでた。

「人のことばっか考えて自分が傷ついてどうするんだよって思うと同時に、そこまで汲んでやれなかった自分が情けなくて後悔した」

「そんな」

　自分が情けない、だなんて真木先生は悪くないのに。

　その言葉からもまたひとつ、彼のやさしさを感じることができた。

「それからやけに藤谷のことが気になって見るようになって、どんどんその表情に惹かれていって、今思えば、あれが藤谷に惚ほれたきっかけだったんだろうな」

　そう言って、真木先生は照れくさそうに笑った。かわいらしさも感じさせる彼の笑みに、胸はまたときめきを感じる。

　恥ずかしさにまた顔を背けようとした、けれど今度は頬に添える真木先生の手で動けず、彼とまっすぐに見つめ合った。

　細められる彼の瞳に、照れる私の顔が映る。

「は、恥ずかしいから、こっち見ないでくださいよ」

「やだ。照れてる藤谷もかわいいし」

「なっ！」

　またそうやってからかって！

　すると真木先生は、私の口を塞ぐようにキスをした。

　不意打ちのキスに「んっ！」と声を上げるけれど、その声も彼と唇を重ねるうちに、次第に甘いものに変わってしまう。

　体を抱き寄せる大きな左手。それに応えるように、私も彼の体を抱きしめ返した。

「好きだよ、藤谷」

　うん。私も、真木先生のことが好き。

　囁かれた言葉に心の中でつぶやいて、その胸に顔をうずめた。

　その胸に、私がいる。私から勇気を、感じてくれている。そう言って笑ってくれることに、心が強く揺さぶられた。

　伝わる彼の愛情が私の全てを熱くしていく。

　まっすぐに見つめて、想いを伝えてくれる。そんな彼のことが、愛しい。

　強く強く握った手に、その想いを込めて。

　愛しさよ、伝わって。でも恥ずかしいから伝わらないで、なんて、この心は曖昧で。

　だけど、今この瞬間が大切に思えるんだ。

　ずっと、このまま抱きしめていたい。真木先生に、触れていたい。

　込み上げる思いは、かけがえのないもの。

　そんな私たちの横で、窓の外の水面は街の灯りを映しながらゆらゆらと揺れていた。










柔らかな膝の上




　ふたりきりの個室で抱きしめた時の、彼の体温が忘れられない。

　思わず込めた力に、彼もしっかりと応えるように腕に力を込めてくれた。

　その感触が、まるで今も絡みつくように。ずっと、消えることはなくて。

　土曜のデートから五日が経った、木曜日の午前。

　ほとんどの社員が出払い静かな営業部のオフィスで、私は目の前の仕事もそのままにぼんやりと自分の手を眺めていた。

　少しだけネイルが剥げているその手を見て思い出すのは、先日のデートで一日中握っていた手の感触だ。

　日曜はあれから、ふたりで食事を楽しんで、そのまま何事もなく帰路についた。

　初めてのデートだったし、一応恋人同士なわけだし、もしかしたら、なんて想像をしていなかったわけじゃない。

　けど、真木先生は予想以上に紳士的で、キス以上のことはなかった。

　ずっとつないでいた手が愛しくて、別れ際離したくないと思ってしまった。

　その感触と気持ちは、あれから数日が経つ今もまだ消えることはない。

「あれ、藤谷さんまだ外回り行かないんですか？」

「はっ！　そうだ、時間」

　背後から声をかけた後輩・永なが野のくんの声にハッと時間に気づく。

　そうだ、そろそろ外回り行かなくちゃ！

　手帳を開いてスケジュールを見れば、今日の予定は千葉方面の病院から当麻総合病院を回るいつもどおりのコースだ。

　当麻総合病院、かぁ。

　真木先生とは、あのデートの日以来連絡もとっていないし、院内ですれ違ってもいない。

　自分から連絡する勇気もないし、ていうか絶対動揺してうまく話せないだろうし。真木先生からも連絡ないし。

　この前あんなふうに過ごしたせいか、余計恥ずかしいけど、今日は内科に行くし、真木先生とも顔合わせるよね。

　あぁもう、緊張してきた。

　けど、仕事は仕事、しっかり切り替える！

　そう心に言い聞かせ、私は社用車に乗り外回りへと向かった。

　まっすぐに見つめる彼の目を思い出すと、ドキドキしてしまう。

　普通の顔、普通の顔……ってなんで今まで以上に意識してしまっているんだろう。

　その体に触れたことも、キスをしたことも初めてじゃない。だけど、初めて彼が話してくれた胸の内を知ってこれまでで一番、真木先生を近く深く感じられた。




「こんにちは、新和メディカルです」

　それから数時間後、やってきた当麻総合病院で、私は外科のナースステーションへ声をかけた。

　それに反応した宮脇さんが奥からこちらへ出てきた。

「藤谷さん、お疲れ様。今日も元気ね」

「元気だけが取り柄ですから！」

　へへ、と笑って、資料を取り出す。そんな合間にも、真木先生が来ないかなとつい辺りを見回してしまう。

　そんな私の視線に気づいた宮脇さんは、「ふふ」と笑った。

「残念。真木先生ならいないのよ」

　なっ、なんで真木先生を捜していたことに気づいたの!?

　心の中を言い当てられて思わず動揺してしまうけれど、それをぐっとこらえて平常心を装う。

「お休みですか？」

「それが、今週に入ってから先生がひとり急遽休んじゃって。真木先生が外来と病棟掛け持ちで診てるのよね」

「掛け持ち？」

　本来なら真木先生は今は外来専門。けれど、その休んだ先生の代わりに病棟で入院患者さんも診るなんて、大変だ。

　もしかして、デートの日以来なにも連絡がないのはそのせい？

「大変なんですね」

「うち元々、病院の大きさに対して医師の数が合ってないのよねぇ」

　そう話していると、廊下を歩いてくるひとりの姿が見えた。

　目を向ければ、それは白衣を着た背の高い男性。噂をすればなんとやら、それは真木先生で、近づいてきた彼と不意に目が合った。

「藤谷。来てたのか」

「お、お疲れ様です」

　声が裏返りそうになりながらも、平常心を装って彼に挨拶をする。けれど、真木先生はやはりいつもどおり変わらない様子だ。

　先日のデートのことを意識しているのはやっぱり私だけか。

　好きとかいうくせに、そういうところは妙に落ち着いてるんだよね、っていちいち意識してしまう、私の経験が乏しいだけ？

「あら、真木先生どうしたの？」

　ひとり頭の中でつぶやいていると、宮脇さんが真木先生にたずねた。

「外来のデスクにペンケース忘れたのに気づいて。取りに来ました」

「私もってきてあげるわね、ちょっと待ってて！」

　宮脇さんはそういうと、バタバタと診察室の方へ向かっていく。

　その場に残された私は、ちら、と真木先生を見上げた。見ればその目の下にはうっすらとクマができている。

「忙しいって聞きましたけど、大丈夫なんですか？」

「あぁ。外来と救急外来、病棟と病棟夜勤が日替わりでなかなか休めなくてな」

　た、大変だ。

　聞いているだけで目が回りそうな仕事量に、「はぁ」と間抜けな返事が出た。

「それもあって、あれ以来連絡もまともにできてなくて悪い」

　けれど、こんな時にも真木先生はこちらに気遣うように言って私の頭をポンとなでる。

　そんなやさしいところがうれしくて、また胸がキュンと音を立てた。

「私のことより自分のことですよ。ごはんちゃんと食べてますか？　食べないと体持ちませんよ」

「それなりにな」

「それなりじゃダメですよ。忙しい時こそしっかり食べなくちゃ」

　口うるさく言う私に、真木先生は「はいはい」とやかましそうにうなずく。

「疲れると食欲落ちるんだよな。あ、けど藤谷の手料理とか食えばすぐ元気になりそうな気がするんだけど」

「手料理ですか!?」

「無理か。藤谷料理苦手そうだし」

　失礼な！

　真木先生を睨むと、けらけらと笑いながら彼は私の頭を今度はぐしゃぐしゃに乱して手を離す。

　そんなやりとりをするうちに宮脇さんは黒の細長いペンケースを手に戻ってきた。

「真木先生！　はい、筆箱！」

「ありがとうございます。じゃ、俺向こう戻るから」

　そしてそう笑って、真木先生はその場をあとにした。

『大丈夫』、って言ってはいたけど明らかにやつれていたなぁ。

　どう考えても大変だよね。

　なにか、してあげられることはないかな。

　いや、私にできることなんてないか。

　仕事を手伝うことはできないし、癒すようなこともできない。せめて家のことをしてあげるとか？　いやいや、いきなりそんなことをしてお節介とか重い女とか思われても嫌だ。けど、なにかひとつくらい。そう考えて、ふと思い出されるのはさっきの真木先生の言葉。

　手料理。あ、そうだ。

　そこからひとつ思いついたところで、宮脇さんに「藤谷さん？」と呼ばれ現実に返り仕事を再開させた。

　その日、仕事を終えた私はスーパーに立ち寄りカゴへあれこれと詰め込んでいった。

　手料理といっても、豪勢なものを作れるわけでもないから、家まで行ってふるまうというのも気が引ける。

　それなら。

　気づけば両手の袋いっぱいになっていた食材を、翌朝早起きした私は一つひとつ調理していった。

　ふわふわの甘い玉子焼き、アスパラガスの肉巻きと唐揚げ、小さめの野菜グラタンなどを新品の青いお弁当箱へ詰め込み、ごはんは彩りのいい枝豆のまぜごはん。

　真木先生の言った『手料理』から私が思いついたのは、手作りのお弁当だった。

　お弁当のおかずくらいなら私でも作れるし、渡しても重くないはず。

「で、できた！」

　たまに作る自分用のお弁当なら冷凍食品を使いながらの簡単なもので済ませてしまう。けれど、今回はそれでは意味がないから。

　時間をかけて作っただけに、できあがったお弁当に感動もひとしおだ。

　あとはこれを今日の外回りの際に真木先生のもとへ届けるだけ。

　喜んで、くれるかな。

　食べてくれたら、少しでも力になれたら、いいな。

　真木先生への想いで、胸が膨らむ。

「あ！　時間！」

　そうこうするうちに気づけば時刻はいつも家を出る時間に近づいていることに気づき、私は慌てて身支度をした。

　どんな反応をするかな。喜んでくれるかな、驚くかな。

　彼の笑顔を思い浮かべるとうれしくなって、そのためになにかをしたいと願う心がある。

　いつも彼がやさしく包んでくれるから。そんな真木先生の力になりたい。




　そして、それから迎えたお昼頃のこと。

「じゃあ私、外回り行ってきます！」

　いつも以上に元気よく、足早にオフィスを出た私に、部長たちは不思議そうな顔で見送った。

　お弁当だけサッと渡して、私も外でお昼食べて、営業先向かう。よし。

　そんなスケジュールを頭の中で組み立てながら、はやる気持ちで車に乗り込む。

　そして着いた当麻総合病院で、私はいつもどおり裏口から入ると、こそこそと外科の方へと向かった。

　宮脇さんにバレるとまた冷やかされそうだし、できれば見つからずに済ませたいな。

　その思いから余計こそこそと身を潜めて、真木先生の姿を捜した。

　ていうか、今日外来にいるのかな。

　もしかして病棟側にいる？　それともそもそも休み？

　気合いを入れて来たはいいけれど、会えなかったらどうすればいいのだろうと今更思う。

「おい、変質者」

「わっ」

　すると突然背後から声をかけられた。

　驚き振り返ってみれば、そこにいたのは捜していた張本人・真木先生だ。

「ま、真木先生、どうして」

　まさかいきなり現れるなんて、と目を丸くしながらたずねれば、その顔は不思議そうにこちらを見る。

「今日はこっちで仕事だったから。藤谷こそどうした？　仕事か？」

「あ、いえ、その」

　目的をたずねられ、口ごもってしまう。

　けれど、勇気を出して私は恐る恐る、手元のミニトートを差し出した。

「これ」

「え？　なに？」

　真木先生は意味がわからなそうにそれを受け取ると、バッグの中を見る。

　そこに入っていたお弁当箱から、それが手作りのお弁当だと気づいたようで、今度はその顔が目を丸くして驚く。

「手料理食べたら元気出るって、言ってたから」

　柄じゃないおこないに、照れからかわいげのない言い方になってしまう。

　そんな私に真木先生は「ふっ」と笑った。

「なんだ……冗談のつもりだったのに」

　もしかしてまたからかわれた？　ていうか、冗談を本気にする痛い女と思われた!?

　衝撃を受けながら彼を見る。ところが、その言葉を口にする真木先生は、頬を少し赤らめ、緩んだ口元に右手を当てている。

　それは、私が想像していたものとは違う反応だった。

「真木先生、もしかして喜んでます？」

　自惚れと言われるかも、と普段なら聞けないようなことを、思わず聞いてしまった。

　それに対して真木先生は、小さくうなずく。

「喜ばない、わけがないだろ」

　にやけが止まらない、とでもいうかのようにその大きな手で口元を覆い隠す。

　こんなに素直に喜んでくれるとは思わなくて、私もつられてにやけてしまいそうだ。

「今時間あるか？」

「え？　はい、少し早めに出てきたので」

「そうか。俺今休憩だからちょうどよかった。来い」

　真木先生は、そう言って私の腕を引いて歩き出す。

　来いって、どこに？

　戸惑いながら連れてこられたのは、以前も来たことのある先生たちの医局。

　真木先生は誰もいないのを確認すると、自然と中へ私を案内する。でも、考えてみれば、医師でも看護師でもない私がここへ立ち入って大丈夫なのだろうか。

　そんな不安をよそに、真木先生は部屋の鍵をカチャンと閉めた。

「弁当、今食べていい？」

　もちろん、とうなずくと、彼とともに小さなソファへ腰を下ろす。

　真木先生は目の前のテーブルにミニトートを置くと、お弁当箱を取り出し広げた。

　彩り、大丈夫だったかな。嫌いなものとかアレルギーとかなかったかな。味つけは私の好みでよかったかな。

　朝はあんなに誇らしい気持ちで見られたのに、こうして彼の目の前に置くと一気に自信がなくなってしまう。

　ヒヤヒヤ見守っていると、真木先生は一緒に入れたお箸を手に、玉子焼きをひとつ、口へ含んだ。

「どう、ですか？」

「ん、甘い」

　恐る恐る問いかければ、彼は口元を緩めてうなずく。

　その反応に、不味くはなさそう、と少し安堵した。

「藤谷、意外と料理できるんだな」

「意外ってどういう意味ですか。って、あ。もしかして昨日の発言、『料理苦手そう』っていうのは冗談じゃなかったんですね？」

　じろ、とその顔を睨めば、真木先生は唐揚げで頬を膨らませながら笑う。

　否定も肯定もしないその横顔から、そうだったんだなと察した。

「その意外な料理の味はどうですか」

「美味いよ。どれ食っても超美味い」

　チクチクと嫌味のような言い方をしてみるけれど、それに対しても彼は笑顔で答えてみせた。

「どれ食ってもって、大げさですよ」

「大げさじゃないって。好きな人が自分のために作ってくれた料理は、お世辞抜きに超美味い」

　喜んでくれるかな、とは思ったけれど、そこまではっきりと褒められると、恥ずかしい。

『好きな人が自分のために』、なんて、よくまぁ、そんな照れくさいセリフが言えるものだ。

　けど、そこまで喜んでくれるなら、作ってよかった。

　彼の笑顔に、こちらまで笑顔になってしまう。




　それから真木先生は、パクパクと箸をすすめ、少し多かったかもと思っていた量をあっという間に食べ終えてしまった。

「ごちそうさまでした」

　空になったお弁当箱に手を合わせて言う。

「弁当箱、洗って返すよ」

「いえ、大丈夫です。持ち帰ります」

　手早くお弁当箱をしまってしまう私に、真木先生は「そうか？」と出しかけた手を引っ込めた。

「意外と面倒見よくて、いい嫁さんになりそうだな」

「また『意外』って言った」

　私のイメージってなんなんだか。

　そうふて腐れたように言いながらも、彼の言う『嫁さん』の言葉にドキドキとしてしまう自分もいる。

　それを隠すように顔を背けると、不意に真木先生はごろんと横になった。それも、私の膝に頭を乗せる形で。

「わっ！　なんですか！」

「腹いっぱいになったら眠くなってきた。少し寝る」

　だからってこんなところで寝なくても！

　スーツのスカートの上に頭を乗せた彼は、そのままそっと目を閉じた。

　本当に寝ちゃったし。

　膝の上で眠る真木先生に、私はどうしていいかわからず、彼の顔を見つめた。

　まつげ、長いなぁ。

　肌も白くてきめ細かい。下手したら私よりツヤツヤなんじゃない？

　けれど、その目の下にはやはりうっすらとクマができている。

　大変、だよね。

　医師としての仕事はもちろん。それに加え、やさしい人だから、いろいろな人のことを考えるのだろう。

　がんばりすぎないで。そう思う半面、患者さんにまっすぐに向き合い笑う彼の眩しさが好きだ。

　仕事上、いろんな医師と出会うけれど、彼のような人がいる一方で、そうじゃない人もいるから。だからこそ、余計に。いい先生だと思う。

　異性として彼を愛しいと思うと同時に、ひとりの医師としても好きだ。

　込み上げる愛しさに自然と動いた指先は、彼の茶色い髪をそっとなでる。

　柔らかな感触が気持ちよくて、指先に絡めて遊んでいると、彼がそっと目を開いた。

「くすぐったくて眠れない」

「あ！　すみません」

　ハッとして手を引っ込めると、真木先生は小さく笑った。

「少しは元気になりましたか？」

「うーん、少し足りない気がするなぁ」

「足りない？」

　って、なにが？

　量だろうか、それとも肉の割合だろうか。そう思ったところで、彼は伸ばした手で私の唇をそっとなでる。

「藤谷がキスしてくれたら完全復活できる気がするんだけど」

　キ、キスって！

　ボッと頬を真っ赤にする私を見て、真木先生は横になったまま「ははっ」と笑った。

「藤谷はいちいち真っ赤になってかわいいな」

　その発言から、またからかわれていたのだろう。

　頬を赤くしたまま、感じるのは悔しさ。だけどその片隅に芽生える、その笑顔への愛しさ。

　またからかわれた、悔しい。

　けど、その笑顔が愛しい。

　込み上げる愛情は、触れたいという衝動となって現れる。

　横になったままの彼にそっと顔を近づけた。そして、その薄い唇に一瞬だけ触れて、すぐ離した唇。

　きっと、いっそう赤くなっているだろう顔で真木先生を見た。

「藤、谷？」

　まさか本当にするとは思わなかったのだろう。横になったままの彼は、ぽかんとした顔で私を見る。

「満足、してもらえました？」

　ぼそ、とたずねると、真木先生は無言のままごろんと体の向きを横にする。

　さ、さすがにやりすぎた？

　その反応に、そんな不安を感じて彼を見る。が、よく見れば頬だけでなく耳まで赤くなっている。

「照れてます？」

「うるさい」

　やっぱり、恥ずかしがり屋な人だ。

　赤くなったその耳を見て、つい「くす」と小さな笑みがこぼれた。

　真木先生の気持ちを信じると決めたあの日から、もっともっと彼のことを好きになっていく。

　彼が笑顔を見せてくれることが、なにより幸せ。

　触れたい、その想いが抑えきれないほどに、彼が愛しい。

　大きく強い、愛情。

　五年前のあの日、恋や愛や、誰かを信じたり愛しく思う気持ちはもうもてないかもしれないって思っていた。

　けど、今確かに感じている。

　好きだと言ってくれる彼の言葉を信じたい。

　真木先生のことが、好き。

　恐れを越えて、今、あなたにいっそう強く感じている。










想いは過去から




　真木先生のもとへお弁当を届けに行った日から一週間近くが経とうとしている、水曜日。

　私はオフィスにある自分の席で、ひとりぼんやりと頬杖をついたまま固まっていた。

　私この前、真木先生相手になにしちゃったんだろう。

　いくらからかわれたからって、自分からキスをするなんて……！

　どちらかといえば恋愛には奥手だと思っていた自分がそんなことをするとは思わず、思い出しては頬を赤らめ頭を抱えている。

　けど、したいって思っちゃったんだもん。

　愛しい、触れたい、指先だけじゃなくて唇でも。

　その気持ちから、いつの間にかこんなにも彼を愛しく思っていた自分を実感した。

　好き。真木先生のことが、大好き。

　そう思っているのに、考えてみれば私まだ自分から『好き』とは一回も言えていないんだよね。

　けど今更、改めて言うのも恥ずかしいというか。

　するとその時、突然背後から頭をなにか柔らかいものでポカッと叩かれた。

「こら、藤谷。さっきから手止まってるぞ」

「わっ！」

　振り向けば、そこに立っていたのは呆れた顔で私を見る部長。その手には筒状に丸めた書類があり、それで私の頭を叩いたのだろうと察した。

「部長！　す、すみません！」

「ったく、さっさとデータまとめて外回り行ってこい。まだまだ仕事はあるんだから」

「はーい」

　言われて見れば、確かに目の前のパソコンの画面に映ったデータ入力のファイルにはまだなにも入力されていない。一時間前とほとんど変わっていない。

「しっかりしろよ、今がんばらないと折角の昇給の話も流れるぞ」

「昇給？　なんですか、それ？」

　いきなり出てきたそのひと言に、意味がわからず首をかしげた。

　すると部長はニヤリと笑って、ここだけの話とでもいうかのように顔を近づけ声を潜めた。

「喜べ藤谷。お前の働きぶりを評価して、主任に昇格という形で話がまとまった」

「え!?　本当ですか」

　主任って、営業部の主任に？

　数いる社員たちの中で上の役職になるということは、自分の仕事が認められるということだ。

　言葉でも数字でもなく、立場という形で表れるのはまた違った充実感がある。

　ぱぁっと表情を明るくして喜ぶ私に、部長はその反応を予想していたかのように笑った。

「当然、今の仕事の他にもっと大きな仕事も増えるからな。覚悟しておけよ」

　大きな仕事というのは、大きな営業先や社員たちの取りまとめなど、今以上の仕事だろう。

　やりがいはあるかもしれない、けど。

「今の担当先だけで手いっぱいなのに他の仕事もできますかね？」

　そう、正直私は今の営業先を回って管理をして報告をして、それだけで手いっぱいなところもある。ましてや、当麻総合病院のように大きなところもあるし。

　けれど、その心配すらも予想していたかのように部長はふふんとまた笑う。

「その辺は心配いらない。今の担当先は永野に引き継いでもらう予定だからな」

　永野、というのは私よりふたつ下の後輩・永野くんのことだ。

　そっか、彼に引き継いでもらうんだ。それなら私の負担も減るし、永野くんのような愛嬌もあってしっかりした子なら安心って、あれ。

「それってつまり、担当交代ですか!?」

　思わず声を大きくした私に、部長はうるさそうに顔を歪めた。

「あぁ。引き継ぎだけは早め早めでやっておいたほうがいいと思うから、今日あたりから営業先に話は通しておくようにな」

　そして話を切り上げると、私の肩をポンッと叩いてその場をあとにした。

　担当交代。

　そりゃあ、昇給するのも大きな仕事を任せてもらえることもうれしい。

　だけど、それはつまり当麻総合病院に通うことはなくなるということ。

　そしたら、真木先生と今のようには会えなくなる。

　いや、会おうと思えば会える。恋人同士なんだし、いつだって連絡をしてデートすればいい。

　だけど言ってしまえば、会おうと思わなくては会えないということ。

　顔を合わせなくなったら、どうなるんだろう。

　忙しさにお互い連絡をとることもなくなったら？

　彼が言葉にする『好き』の気持ちも、流れて消えてしまうのかな。

　信じたい、って思うのに。

　少しの不安に、心はすぐ揺れ疑ってしまう。




「えぇ、藤谷さん担当外れちゃうの!?」

　データ入力を終え、やってきた当麻総合病院で、担当交代の話を聞いた宮脇さんは大きな声を上げた。

「そうなんです、ようやく慣れてきたところだったんですけど」

「寂しくなっちゃうわねぇ。けど出世するのはおめでたいことだしね！　これからもがんばってね！」

　寂しそうにしながらも笑顔を見せて、私の背中をバシッと叩いた。

「新しい担当ってどんな子？」

「後輩の男の子です。爽やか系ですよ」

「やったあ」

　宮脇さん、うれしそうだなぁ。

　寂しさも一瞬で吹き飛ぶようないい笑顔でガッツポーズをする宮脇さんに、苦笑いがこぼれた。

「私、ちょっと先生たちにご挨拶に回ってきますね」

　ここの病院の先生たちは、ほとんどが私が担当についた頃からお世話になっている人たちだ。毎週のように顔を合わせているから、中には娘のようにかわいがってくれている先生だっている。

　担当替えとなればいきなり変更の話をするわけにもいかないし、事前に話はしていかなくては。

　そう思い、先生たちのもとへ向かおうと院内を歩いていった。

　もちろん、真木先生にも報告しなくちゃいけないよね。

　寂しがってくれたり、するのかな。

　いや、『ふーん』とかそっけなく言って終わってしまいそうな気もする。

　好き、とかは言えるくせに変なところでひねくれる人だからなぁ。

　彼の反応がうまく想像つかなくて、少し緊張してしまう。

　とりあえず、まずは上の階から回っていこう。

　そう考えながら、廊下を歩いてきた先、院内にあるカフェの方へなにげなく目を向けた。

　すると目に入ったのは、カフェから出てきた白衣姿の真木先生。その手にはコーヒーのカップをもっており、テイクアウトでコーヒーを買ったところなのだろうと察した。

「あ、真木先」

『真木先生』、といつものように声をかけようとして、彼のすぐ隣にひとりの女性がいることに気づく。

　その人は、爽やかな水色のブラウスに黒いパンツ、と華奢な体がよくわかるスタイルに白衣を羽織っている。

　真っ黒いセミロングヘアとぱっちりとした目が印象的な美人だ。

　わ。顔、小さい。

　格好から見てきっと女医なのだろう。けれど、そのキレイさから、女医役のモデル、というほうがしっくりくるくらいだ。

　真木先生も普通に話している、その様子から仕事仲間なのだろうか。

　ところが、彼女は真木先生と楽しそうに話しながら彼の腕に触れている。

　って、なにその近い距離感！

「あ、藤谷さんいたいた。ごめんなさいね、さっき伝え忘れたことがあって」

「宮脇さん、あの方はどなたですか？」

　そこへちょうど追いかけやってきた宮脇さんに、私は真木先生の背中を指さしながら問いただす。

　宮脇さんは『あの方って？』といった様子で真木先生の方を見ると、納得したようにうなずいた。

「あぁ、黒くろ川かわ先生ね」

　黒川先生？

　大きな病院だから全ての医師を把握しているわけではない、けれど女医さんで黒川なんて人は初めて聞いたものだから、「黒川先生？」と首をかしげた。

「黒川菜な々なさんっていって、元々はうちの外科医だったんだけど、ニューヨークにある提携先の病院に異動してるの。で、今回仕事の都合で一時帰国してるのよ」

「にゅ、ニューヨーク」

「帰国子女らしいから元々英語もペラペラなのよね。実家もお金持ちらしくて、本人もエリート、おまけに美人。すごいわよね～」

　な、なんてすごい女医！

　少したずねただけで、あれもこれもと出てくる彼女の情報に、私の顔は引きつってしまう。

　なんでももっていてうらやましいとか妬ましいとかそんな感情より、まず『すごい』の言葉しか出てこない。

　すると宮脇さんは思い出したように言葉を付け足す。

「あっ、そうだ。そういえば彼女、真木先生と付き合ってたのよ！」

「へ？」

　真木先生と、付き合ってた？

　一瞬その言葉の意味が理解できず、キョトンと固まってしまう。

　あのふたりが、付き合っていた？　ということは、彼女は、真木先生の元カノ!?

「もう何年も前だけどね～、黒川先生がニューヨークに行ってから遠距離になって別れちゃったみたいなのよね。けど、ああして見てるとやっぱりお似合い、はっ！」

　宮脇さんはぺらぺら話してから、話し相手が私だと思い出したのか、『しまった！』というように口を手で覆った。

「ご、ごめんなさいね～、冗談よ冗談！　さ、仕事戻ろーっと」

　宮脇さんはそう言って、冷や汗をかきながらその場を去っていく。

　冗談、っていうよりはどう見ても本音がこぼれちゃった、って感じだけど。

　そりゃあそうだよね。美人でスタイルよくて、海外で働くエリート。そりゃあ真木先生とだって絵になる。

　それにひきかえ私はいたって平凡な会社員。顔も平均的だし、色気はない。驚くほど真逆だ。

　もしかして、真木先生が私に言い寄ってきたのは、彼女とあまりにも違うただの物珍しさからだったりして。

　なんて、また嫌なことを考えてしまいながら、歩くふたりにこそこそとついていきながらその様子をうかがう。

　そんな私の視線に気づくことなく、黒川先生は細い腕を真木先生の腕にそっと絡めて抱きつく。

「ね、梓。せっかく再会したんだし、ヨリ戻さない？　私たち相性はよかったと思うんだよね」

　え!?

　ヨリ戻すって。

　冗談なのか本気なのか、笑いながら話を持ちかける彼女に真木先生は表情ひとつ変えることなく流す。

「なにバカなこと言ってるんだよ。戻すわけないだろ」

「えー。あ、もしかして彼女いるとか？」

「そう。だから無理」

　私の存在を肯定するそのひと言に、胸がドキッと音を立てた。

　元カノの前でも、そう言い切ってくれた。

　そのまっすぐさに照れてしまうと同時に、やっばりその気持ちを信じたいと思えた。

　するとその瞬間、視線に気づいたのか真木先生はなにげなくこちらを振り向き私を見た。

「あれ、藤谷？」

　はっ！　気づかれた！

　こっそり見ていたなんて知られたら引かれてしまいそうで、私は慌てて『たまたま通りがかっただけです』というような顔をしてみせる。

「お、お疲れ様です。休憩時間ですか？」

「あぁ」

　続いて黒川先生も、私に視線を留めた。

「梓、誰？　営業さん？」

「医療機器のお取引をさせていただいております、新和メディカルの藤谷と申します」

　私が会社で彼との存在を公言していないように、病院でもお互い関係は言っていない。元カノの前なら尚更言わないほうがいいよね。そう思い、あくまで仕事相手ですといった挨拶をする。

「あぁ、新和さんの！　初めまして、黒川です。よろしくね」

　それに対しふふ、と笑う彼女は、やはり美人だ。大きな口が愛嬌があり、肌もキレイで、ケチのつけどころが見つからない。

　ふわ、とほのかに漂う香りも素敵で、私が男ならここで落ちているかもしれないと思った。

「おーい、藤谷？　なにぼんやりしてるんだよ」

「あっ！　いえ、なんでも！」

　真木先生の声にハッと我に返る。そんな私を見て、真木先生は意味が分からなそうに首をかしげながら笑った。

「しっかりしろよ。今日はちゃんと飯食ってきたか？　仕事中に腹鳴らすなよ」

「わかってます！　ごはんまだですけど、鳴らしません！」

　からかうように言って、真木先生は私の頭をぽんぽんとなでた。

　なんて色気のない会話。けど、その手のやさしさにまた胸が鳴る。

　やっぱり、彼の『好き』の言葉を信じたい。

　そしてこの胸にある想いを、伝えたい。

　気づけばこんなにも、想いは膨らんでいた。




　それから私は、院内を回り挨拶と営業を終え、次の営業先に行くべく建物内を歩いていた。

　元カノの出現には驚いたし、動揺や不安もある。けど、真木先生のひと言が安心感を与えてくれるんだ――あっ、真木先生に担当交代の話するの忘れた！

　またあとで改めて話せばいいか。

　今日はとりあえずここは引き上げて、お昼食べて次のところ向かおうかな。

　そう考えて病院の裏口に手をかけた、その時だった。

「沙織？」

　突然呼ばれた名前に、手と足を止め振り返る。

　どこかで聞いた気がする声のような、どこか思い出したくないような。そんな曖昧な予感を感じながら見れば、そこに立っていたのは、スーツを着たパーマがかかった茶髪の男性。

　きっちりとネクタイを締めた彼の姿に、誰か一瞬考えて、けれどすぐ気づいた。

　くりっとした二重の目に、口角を上げた、かわいらしい顔立ちをした男性。そう、もう五年も前に別れたきりだった元カレ・修しゅう二じだった。

「修二!?」

　驚きからつい大きな声を出してしまう私に、彼は『やっぱり沙織だ』と言いたげに笑う。

「久しぶり！　うわ、お前スーツなんて着ちゃって、変わったなー！」

「そっちこそ！　スーツ着てパーマなんてかけて、ていうか、どうしてここに!?」

「今医薬品メーカーで働いててさ。ここ取引先なんだよ」

　そう言いながら、首から下げた名札を見せる。そこには【真ま熊くま薬やく品ひん（株）営業担当・柳やない修二】と書かれている。

　医薬品メーカー。そうだったんだ、全然知らなかった。これまで一度も見かけたこともなかったし。

　まだあっけにとられていると、修二は腕時計を見て時刻を確認した。

「お前昼飯食った？」

「まだだけど」

「ならよかった、一緒に食おうぜ！　よし、行こう」

　は、はぁ!?

　ちょっと待って、のひと言も言う間もなく、その手は私の腕を引き歩き出す。




「お待たせいたしました、オムライスセットでございます」

　病院近くのおしゃれなカフェレストランのテラス席で、私と修二の目の前にはそれぞれ大きなオムライスにミニサラダが添えられたランチが並べられた。

「うおー、オムライスでっかい！　さすが大盛り！　女子にはでかかったかもな。でも、お前いつも大盛り食ってたし大丈夫か」

「ちょっと！　いつもじゃなくて時々だから！」

　まぁ、これくらいなら食べるけどさ！

「いただきまーす」とスプーンを手に取る修二をチラリと見ながら私も渋々スプーンを持つ。

　……いったい、なにこの状況。

　最悪の別れ方をした元カレと、五年ぶりにたまたま鉢合わせて、何故かランチをしているなんて。

　しかも勝手に『オムライスセット大盛りふたつで！』なんてオーダー通してくれちゃって！

　その強引さに巻かれて、渋々ながらも大人しくここにいるしかない自分が情けない。

　そう思いながら彼をジロリと睨むけれど、その顔はいたって普通。むしろ笑顔だ。

「いやー、当麻総合病院に来るたびに、ここの店ずっと気になっててさ。けどおしゃれな雰囲気だし、男ひとりじゃ入りづらいじゃん？　沙織と会えてラッキー！」

「あぁ、そう」

　五年前と変わらない、子供のようなテンションではしゃぐ彼に、脱力してしまう。

　あの頃、ひどい別れ方をした相手に普通そんなふうにはしゃげる？

　いや、この男は昔からそうだった。

　喧嘩をしてもこんなふうに明るいテンションで笑い飛ばして丸め込んで、うやむやにされてしまう。

「どうかした？」

「いろんな意味で相変わらずだと思って」

　嫌味っぽく言ってみせるけれど、それは伝わっていないのか、彼は普通の顔でもぐもぐとオムライスを食べ続ける。

「沙織は変わったな」

「老けたとか言ったら殴るからね」

「老けたっていうか、落ち着いたなーって。キレイになったよ」

　そんなふうに褒め言葉をさらっと言ってのけるところもまた、相変わらずだ。

　変わらなすぎて、さすがにイラ立ちが込み上げる。

「なに『キレイ』とか言って、ヘラヘラしてるのよ」

　低い声でぼそ、とつぶやくように言うと、修二はスプーンをもつ手を止めてこちらを見た。

　なに笑ってるのよ。

　なんで、修二はあの頃と変わらないの。

　私はあれからずっと、恋のひとつもできなかった。もう誰も信じられないと思うことすらあったというのに。

「修二の言葉のせいで私はね、あれからまともに恋もできなかったんだから。五年経った今だって、信じたいって思うのに、大切な人の気持ちも信じられなくてっ……」

　あの頃なにも言えなかったまま溜まりに溜まっていった嫌な感情。それが決壊するようにあふれ出る言葉を、止めることなく言い放つ。

　すると修二は、それまでへらへらとさせていた顔を真顔にして手元のスプーンを置いた。

　一瞬の間に、もしかしたら言い返されるかもしれない、また笑われるかもしれないと嫌な想像が頭をよぎった。

　けれど次の瞬間、修二はその場に座ったまましっかりと頭を下げる。

「ごめん」

「え？」

　ごめ、ん？

　まさかそんな言葉を言われるとは思わなくて、それまでの勢いがウソのようにしぼんでしまう。

　目の前の修二は頭を下げたままだ。

「あれから、あの時の相手にフラれて、ひとりになって。冷静に考えてようやく、沙織にひどいこと言ったって自覚したんだ。気になる人ができても、あの時沙織を傷つけた俺は人を好きになる資格なんてないんだろうって。そう思ったら、恋なんてできなかった」

　言いながら、その手はぐっと拳を握る。

「実は、前から沙織のこと見かけててさ。謝りたい一心で、偶然を装って誘ったんだ」

「え？」

　そう、だったの？

　目を丸くして彼を見ると、修二は照れ臭そうに頭をかく。そしてこちらへ視線を戻し、真剣な顔で私を見た。

「本当に、悪かったと思ってる。だから、ごめん」

　単純かもしれない、けれど。まっすぐな目で見つめて言う修二の言葉は、とてもウソには聞こえなかった。

　彼の言葉のせいで傷ついて、進めなくなっていた。けど、修二は修二なりに今ではこうして考えていたんだ。

　その気持ちを知ることで、これまで胸にあった彼に対する嫌な気持ちも、もうよくなってしまった。

「もう、いいよ。悪かったって思ってくれてるなら、それでいい」

　自分でも予想以上にこんなにもすんなりと彼の謝罪を受け入れられたのは、きっと真木先生のおかげ。真木先生と前に踏み出すことができたから、過去を振り返って足を止めるのはやめたいって思うんだ。

　その思いでうなずいた私に、修二は許してもらえたことに感激したのか、「沙織」とうれしそうに笑う。

　かと思えば、突然私の手をとりギュッと握った。

「よし、仲直りもしたことだし、またあの頃みたいに仲よくやっていこうぜ！　俺また沙織の彼氏になれるようがんばるから！　またこうやって飯でも行こうな！」

　は、はい？

　なんでそうなる？

　許してもらえた＝ヨリを戻せる、とでも思っているのだろうか。

　そんなわけないし、そもそも私には真木先生がいるし、ここはしっかり訂正しておかなければ。

　そう思い「あのさ」と話を切り出すけれど、それを遮るように彼のスマートフォンが鳴る。

「あっ、ヤバい！　会社からの呼び出しだ！　悪い、俺もう行くな！」

「ちょっと」

　修二はスマートフォンの画面を見ると、途中の食事もそのままに鞄を手に急いでお店をあとにした。

　い、行っちゃった。

　しかも伝票もそのままだし。

　話を最後まで聞かないところも相変わらず。もちろんときめきなどを感じるわけもなく、この心をいっそう呆れさせるだけだった。




　それから、私はひとり残された店内で食事を終え、ふたり分の会計をしてお店を後にした。

　ていうか『また沙織の彼氏になれるようがんばる』って、ありえないでしょ。

　どうしてそう都合よく考えられるのか。

　呆れたため息を吐きながら、駐車場に置いたままの車をとりに病院へと戻ってきた。

　あ、そういえば、真木先生にだけまだしていなかった担当交代の話、帰る前にちょこっと寄ってひと言伝えていこうかな。

　そう思い、私は建物内へと再度向かう。

「藤谷」

「わっ！」

　すると、裏口から一歩踏み込んだところで突然呼ばれた名前に、驚き声を上げてしまう。

　慌てて振り返れば、そこにいたのは真木先生だ。

　先ほどは黒川先生とともにいた彼は、今はひとり。

「真木先生、どうしたんですか？」

「たまたま通りがかったら藤谷が見えたから」

　姿が見えただけでわざわざ声をかけにきてくれたのだろう。そんな些細なことがうれしい。

「あの、黒川先生は？」

「菜々なら今、外科のお偉いさんに呼ばれてるよ」

『菜々』。元恋人なんだから、名前で呼んでいてもおかしくなんてない。そうわかっていても、その響きがチクリと胸に刺さった。

　そういえば、黒川さんも真木先生を『梓』って呼んでいた。

　そんな呼び方ひとつでふたりの距離感を感じてしまい、モヤモヤする。

　私のことは未だに『藤谷』なのに。って、元カノに張り合っても仕方ないけどさ。

「それより。聞いたぞ、お前真熊薬品の営業に飯誘われてたんだってな」

「え!?」

「宮脇さんが見かけたんだと。一気に噂になってたぞ」

　み、宮脇さん！

　先ほどの修二との再会シーンを見られていたのだろう。『藤谷さんが誘われてるの見ちゃった！』、と看護師さんたちに話す宮脇さんの姿が簡単に想像ついた。

「薬品会社のイケメンに声かけられて揺らいだか？」

「違います、そんなんじゃないですってば」

　真木先生からすれば、やはり面白くないのだろう。私と修二の仲を探るように疑わしげな目を向ける。

　このままだまっていて変な誤解を与えても嫌だし、と私は修二のことを話すことにした。

「元カレ、なんです」

「は？」

「だから！　真熊薬品の営業が！　昔私をこっぴどく振った元カレなんです！」

　一度で理解してくれる気配のない彼に、じれったさを伝えるかのように言う。

　すると真木先生は驚きを見せた後、さらに疑わしげな目つきで私を見る。

「ってことは、その元カレと飯食ってきたってわけか」

「それはその、なりゆきというか」

　あぁ、元カレと食事、ということがさらに気に入らなかったみたいだ。

　ごにょごにょと言葉を濁し、どう言葉を続けるべきか悩む。

　どうしよう。さっきの修二との話、真木先生に言うべきかな。

　言うべき、だよね。うん、だってやましいことはなにもないんだし。だまっていてあとでトラブルになってしまうのも嫌だし。

「今更『ごめん』なんて言われちゃって。『また沙織の彼氏になれるようがんばるから』なんて言うんですよ？　もう、ありえないですよね」

　なるべく軽い口調で、あははと笑いながら話す。けれど、真木先生がそれで誤魔化されてくれるはずもなく、彼は表情を変えないまま、私を見つめ続ける。

「でも正直、謝られたらもういいやって許せちゃった自分もいて。ずっとムカついてたのに、不思議ですよね」

　まぁそれは真木先生のおかげなんだけど。そう心の中で付け足すけれど、恥ずかしくて声には出せずにえへへと笑う。

　けれどそんな私に対しても彼は感情を顔に出さないまま。

「許せちゃった、ね。元カレの言葉は、すんなりと信じるんだな」

「え？」

　真木先生がつぶやくひと言に、チクリと棘を感じる。

「年数が経ったって、人は簡単には変わらない。変わったとしても、過去に言った言葉は消せない」

　変わらない。消せない。

　それは、酷だけれど確かな現実。

「そんなやつの言葉なんて聞かないで、俺の言葉だけ信じてろ」

　現実を突きつけたうえで、彼が発した言葉はまるで、俺だけ見ていろとでもいうかのよう。

　ヤキモチかな、なんて一瞬うれしさを感じてしまう。

「って、言いたいけど、やめておく」

　ところが、続けて発せられた言葉は意外なものだった。

「え？」

　やめておく、って、どういうこと？

　驚きから、小さな声がひとつ漏れた。

「もしかしたら、変わることもあると思うし、過去の言葉を乗り越えられることもあると思う。いい可能性も悪い可能性も踏まえたうえで、藤谷が決めるべきだ」

　変わることもある。

　消せなくても乗り越えられる。

　それも、また現実。

「大切なのは、藤谷の気持ちだから」

　真木先生はそうはっきりと言い切ると、その場を歩きだした。

　待って、と引き留めることもできない。

　彼から伝えられた言葉は、期待する言葉とは違うものだった。

　むしろ私自身が決めるべきだと、突き放されてしまった。

　この心を、引き留めるひと言が欲しかった。強引にでも腕を引いて、『俺だけ見てろよ』って言ってほしかった。

　なんて、ワガママ？

　だって、何度も『好き』って言っていたじゃない。

　なのに、私次第なんて突き放すような言い方をしたりして。

　なんで？

　その気持ちが、わからなくて不安になる。




　モヤモヤとした気持ちのまま、それから私は予定どおり次の営業先へと向かった。

　会社へ戻っても帰宅してもモヤモヤは消せなくて、考えれば考えるほど余計その気持ちがわからなくなる。

　その翌日の午後のことだった。

「あれ？　藤谷、昨日当麻総合病院に行った時にそのサンプル渡してこなかったのか？」

　言いながら部長が指さすのは、部屋の端に置かれた小さなダンボール。ガーゼやマイクロアプリケーターなど、口腔外科に頼まれていた消耗品の新作サンプルが入った箱だ。

「あ」

　そういえば、昨日持っていくのを忘れていた。

「どうしよう、急ぎでほしいって言われてたのに！」

「今からなら宅配便より直接持っていったほうが早いな。今日外回りもないだろ？　直接持っていけ」

　部長の提案にうなずくと、私は急いでバッグとスーツのジャケット、それとダンボールを手にして「すみません！」とオフィスを飛び出した。

　ばっちり用意はしていたのに、すっかり忘れていたなんて！

　口腔外科の先生に平謝りしなければ、そう思いながら使い慣れた社用車に乗り込む。そしてアクセルを踏み込み、当麻総合病院をめざした。

　真木先生とは、会いたくないな。

　昨日からモヤモヤし続けるこの胸は、うまく言葉に表せないから。

　それから、三十分ほど車を走らせ、当麻総合病院へやってきた私は、口腔外科の先生にひたすら謝りサンプルを受け渡した。

　先生は怒ることなく、むしろ『わざわざすみません』と言ってくれた。やさしい先生でよかった。

「ふう、ひと安心」

　安堵し、院内の廊下を歩く。

　午後の静かな院内で、真木先生と行き合ってしまわないようにと足取りは自然と早くなってしまう。

　すると、通路の突き当たりで角から現れた人とドンッと勢いよくぶつかった。

「わっ！」

「きゃっ！」

　驚き声を上げた私に続き、相手の声も響く。

　衝撃によろけながら前を見れば、そこにいたのは黒髪に白衣の彼女。そう、黒川先生だ。

「す、すみません！」

「いえこちらこそ、って、あら？　あなた、昨日の」

　こちらを見てすぐ思い出したのだろう。奇遇ね、というように彼女はにっこりと笑った。

　薄いオレンジ色のリップが艶めく唇をした彼女は、やっぱり目鼻立ちのはっきりとした顔立ちをしている。

「今日も営業？　大変ね」

「いえ、今日は私のミスで忘れ物を届けに」

　へへ、と笑ってみせる私に黒川先生は笑顔のまま口を開く。

「ねぇ、聞いてもいい？」

「はい？」

「梓が言ってた『彼女』って、あなた？」

　唐突なその問いかけに、ギクリと心臓が跳ねる。

「なっなんで……」

「そりゃあ見てればわかるって。長年付き合った元カレのことなんだから」

　なんの気なしに答えたのだろうけれど、そのひと言がまたチクリと胸を刺す。

　長年、その言葉が彼と彼女の時間を感じさせて、嫌だ。

「付き合って、ます、けど」

　そんな美人女医の元カノの前で堂々と『はい、私です』とは言い切れず、けれどウソをつくわけにもいかず。答えはぎこちなくなる。

　それを聞いて、黒川先生は「ふーん」と納得した。

「へぇ、あなたがねぇ。私が知ってる梓の好みとはだいぶ変わったのね」

　今度ははっきりと感じられた嫌味に、なんて答えていいかわからない。

　だまって鞄を抱える私の反応に、黒川先生はつまらなそうな笑みをうかべたまま口を開いた。

「まぁ、一時的な暇つぶしに付き合うにはちょうどいい相手だったってことかしら」

　一時的な暇つぶし？

　それって、どういう意味？

　意味がわからず、顔が不安で歪む。

「ここだけの話、梓ね、私と同じニューヨークの病院に異動が決まってるの」

　ニューヨークの病院に、異動？

　初めて聞くその話に、彼女の目を見ると、ふっと浮かべた笑みはそれまでのにこやかなものとは違い、少し怖い。

「彼は腕もいいし人柄もいい、きっと海外でも活躍できるし、そうすればもっと知名度も出るしお給料も変わる。絶対行ったほうがいいと思うし、本人も行きたいって望んでる」

「真木先生、自身が？」

「えぇ。けど彼女はどうするの？って聞いたら、『あんなのただの暇つぶしだ』『関係を終わらせてから行く』って言ってたわよ」

　私は、暇つぶし？

　簡単に、関係を終わらせられるくらいの、存在。

　ううん、そんなことない。

　だって真木先生は、『好き』って言ってくれた。

　何度も何度も愛を伝えてくれて、だから私は信じたいと思ったんだ。

「そんなのウソです、だって、真木先生は私を好きだって言ってくれた」

　精いっぱいの信じたいという気持ちから、黒川先生の言葉を否定する。

「え？　あなたもしかして、自分にかけられた梓からの言葉、全部鵜呑みにしてるわけじゃないわよね？」

「え？」

　けれど、さらに彼女は不安をあおるように追い打ちをかけてくる。

「よーく考えて？　あなたみたいな人に梓が本気になると思う？　梓はね、これまで自分が付き合ったり、接してきた女の子と違うから、面白がってただけなのよ」

　私は彼の周りにいたであろう、黒川さんのような、キレイだったり優秀だったりする女性とは違う。

　だから、私だった？

　好きの理由なんて後付けで、彼の言葉に喜ぶ私を見て笑っていた？

　そんなこと信じたくない。そう思うのに、ふと思い出した昨日の彼の言葉が腑に落ちた気がした。

　あぁ、だから？

　昨日、真木先生が引き留めてくれなかったのは、本気じゃなかったから？

　どうせ終わらせるつもりの関係だから？

『好き』の言葉を信じたい、信じようと思っていたのに。

「なんの話だ？」

　その時、聞き慣れた低い声がその場に響いた。

　とっさに振り向けば、そこにいたのは真木先生で、彼は私から黒川先生へと視線を向けると、冷たい目を見せる。

「梓」

「菜々。今藤谷になんの話してた？　俺にも聞かせろよ」

　どこか怒りを含んだような声色。それは、事実と違うからなのか、計画をバラされたことに対する憤りなのか。今の私にはどちらなのか判断さえつかない。

「あ、私部長に呼ばれてるんだった。行かなきゃ」

「おい、菜々！」

　逃げるようにその場を歩き出す黒川先生に、真木先生は強い口調で名前を呼ぶ。けれど、彼女は足を止めることなく去ってしまった。

　華奢な後ろ姿が角を曲がり見えなくなり、コツコツとヒールの音が遠くなったところで、私たちは無言のまま向かい合う。

　気まずくて、目が見られない。

　彼への気持ち、先ほどの黒川先生の言葉、その胸にあるかもしれない想い。さまざまなものがぐるぐるとめぐって、言葉を詰まらせる。

『あなたもしかして、自分にかけられた梓からの言葉、全部鵜呑みにしてるわけじゃないわよね？』

　信じたい、信じたいのに。

「藤谷。さっきの菜々の話だけど」

「わっ、わかってますから」

「は？」

　真木先生の切り出した言葉を遮るように声を発する。

「自分が真木先生に本気で想ってもらえるわけないって、つりあわないって、わかってました。だから、正直そんなにショックじゃないです」

　わかってた。だから傷つく理由はないよ。

　そう自分に言い聞かせるように胸の中で繰り返しながら笑ってみせる。

「けど、よかったですね！　海外転勤なんてエリートコースじゃないですか！　でも無理しないでくださいね」

「藤谷、違う。話聞けって」

「じゃあ、すみません。仕事中なので失礼します」

　それでも話を続けようとする真木先生に、逃げるように歩き出そうとした。けれど、彼は私の腕をガシッと掴む。

「離してください」

「藤谷、ちゃんとこっち向けって」

　やだ、離して。

　目なんて見たくない。

　向き合いたくなんてない。

　触れたくなんてない。

　だって、だって。

「やだっ！」

　真木先生に強く肩を引っ張られ、振り向いてしまう。まっすぐに私を見る彼と、再び目と目が合った瞬間、どうしてか私の目からは涙がポロッとこぼれた。

「藤谷？」

　どうして、というようにひどく驚くと同時に、その手からは力が抜ける。

　私はそれを見逃すことなく、手を振り解くとその場から駆けだした。

「おい！　藤谷!!」

　最悪だ。

　涙が出る、なんて。

　自分が発した言葉の重さに、心が押し潰されそうだ。

　わかってたよ。真木先生みたいな完璧な人に、自分が選ばれるわけなんてないって。

　本気じゃない、面白がっていただけ。そう言われても、そうだよねって笑い飛ばせるくらいでいなくちゃ。

　そう、思うのに。

　なのに、目を見たら吸い込まれそうになる。

　向き合えば言葉を撤回したくなる。

　本当は、本気で信じていたこと。あなただから信じたいと思えたこと。それを伝えて、泣いて縋すがりたくなってしまう。

　今、こうして彼のもとを去りながら思い知る。

　好き。

　真木先生のことが、好き。










雨の中で交わるこころ




　彼の言葉からも、自分の気持ちからも逃げ出したあの日。

　私はあの後も涙が止まらなくて、どうしようもなくて、仕事にならなかった。

　そしてあの日以来、真木先生からの電話は拒否をしたまま。

　すっぱりと断ち切って、全て忘れてしまおう。

　忘れて、しまいたい。




「藤谷さーん！」

　あの日から、一週間が経った日のこと。いつもどおりオフィスで仕事をしている私を呼んだのは深田さんの明るい声だった。

「はい、この書類経理からです」

「ありがと」

　書類を手渡す深田さんは、口元を緩ませにこにことし、なんだかご機嫌な様子だ。

「あれ、なにかいいことでもあった？」

　それに気づいて問いかけると、彼女は『よくぞ聞いてくれました』と言わんばかりにニッと笑う。

「実は、この前の合コンで知り合った彼と付き合うことになったんですよ～」

「そうだったの？　おめでとう」

「藤谷さんのおかげです！　ありがとうございます！」

　うれしさを隠すことなく見せる彼女に、私もつられて笑う。

　そういえば、この前の合コンで外科医の男性とだいぶ仲よくなったみたいだった。それからいろいろあって、ことがうまく運んだのだろう。

　そっか、うまくいったならよかったなぁ。

　どこか親のような気持ちになっていると、深田さんは「で？」と私に話題を振る。

「藤谷さんはどうなんですか？」

「どう、って？」

「隠さないでくださいよー、真木先生と実は付き合ってるんですよね？」

　うふふと笑いながらひやかすように言う彼女に、私は『真木先生』の名前にギクリとする胸を抑え、笑顔のまま隠し通す。

「な、ないない。本当に、そういうのいっさいないから」

「えー？　そうなんですか？」

「もう営業担当も外れちゃったから、会う機会もないしね。真木先生、海外転勤するらしいし」

　そんな私の答えに彼女はつまらなそうに口を尖らせると、部屋をあとにした。

　そう。あれから、私の担当先はほぼ全て、後輩の永野くんに引き継ぎをした。

　本来ならふたりで営業先に回って引き継ぎをするべきだけれど、予想以上に私のほうの仕事が立て込み、永野くんひとりに挨拶回りにいってもらっている。

　永野くん、今日は当麻総合病院に行くって言っていたっけ。時間的にそろそろ戻ってくる頃かな。

　あれから連絡のひとつもとっていない真木先生のことを思い出すと、胸が痛い。

　けど、もう話すこともない。担当を外れて、仕事でも関わらなくなったし、電話も拒否している。

　真木先生は、今頃、黒川先生と仲よく過ごしているのかな。

　ニューヨークにも、行くのかな。

　だって、真木先生からすれば出世のチャンスでもあるだろうし、断る理由もないよね。望む気持ちも分かる。

　それに、そばに黒川先生もいる。

　私への『好き』なんて、ただのウソ。

　平凡な私が一時でもあんなハイスペックな人の彼女になれただけでもすごいことだ。思い出にして生きていこう。

　そう自分に言い聞かせて、私は手元の書類に目を通す。内容は、まったくといっていいほど頭に入ってこないけれど。

　するとその時、ガチャリと開いた部屋のドアから茶髪の彼、永野くんが顔を出す。

「戻りましたー」

「おかえり。お疲れ様」

　予想どおり、ちょうど戻って来た永野くんは暑そうにスーツのジャケットを脱いで私の隣の席に着く。

「当麻総合病院、初めて行ったんですけどでかいですね。何度か迷子になるかと思いましたよ」

「うん。慣れるまでは絶対迷うよ」

　大きな取引先だけに緊張するし、建物は広いし、と気疲れしてしまったのだろう。ぐったりとする永野くんを見て、担当になりたてだった頃の自分を思い出してあははと笑った。

「あ、そうそう。噂の真木先生とも会いましたよ」

　永野くんから出た彼の名前に、また心臓がギクリとする。

「いやー、本当イケメンですね。あれはモテますよ」

「へ、へぇー」

「あと真木先生に藤谷さんのこと聞かれましたよ。『藤谷元気か？』って」

　私の、こと？

　未だに気にかけてくれているなんて。そんな些細なことがうれしいと思えてしまって、また胸の奥が締め付けられる。

「だからちゃんと言っておきましたよ。『今日もうるさいくらい元気です』って」

「うるさいくらいって！　失礼な！」

「事実じゃないですか。真木先生も『想像つく』って笑ってましたよ」

　どういう意味！

　相変わらず真木先生ってば！　そう思いながら、彼の笑顔を思い浮かべる。

　忘れたいのに、すぐ顔が浮かんでしまう。

　それどころか、会いたいとさえ思ってしまう。

　会いたい、声が聞きたい。余計つらくなるだけとわかっていても。




　その日の夜。少しの残業をして、会社を出る頃には時刻は十九時を迎えていた。

　営業担当はなくなったけど、他の仕事が増えたなぁ。がんばっても定時には終わらせられない。

　そんなことを考えながら建物を出て、まっすぐ帰ろうと駅の方向へ足を向ける。

「沙織！」

　その時、呼ばれた名前に振り向くと、そこには修二が立っていた。その姿は先日同様スーツ姿で、仕事帰りなのだろう。

「しゅ、修二？」

　なんでここに？

　驚き首をかしげると、修二は笑ってこちらへ近づく。

「また飯行こうって言ったのに、連絡とれないからさぁ。ここで待ってたんだよ」

「あー、そういえば何年か前に携帯番号変えたかも」

　ここ最近真木先生のことばかり考えていたせいか、修二と行き合ったことなどすっかり忘れてしまっていた。

「ってことで今から飯行こうぜ！」

「いきなりなに言ってるの。悪いけど、今日はそういう気分じゃなくて……」

「気分じゃない、ってことは特に用があるわけじゃないんだな？　よし、じゃあ行こう！　俺がごちそうするし！」

　私が「ちょっと」と言いかけたところで修二はまたも強引に、私の腕を引いて歩き出す。

　なんて強引な！

　断る隙すら与えられず、私は渋々彼についていくしかなかった。

　隙を与えたら断られる、って思ってるのかな。

　けどそれでもこうして誘って、わざわざ会社の外で待って、修二は修二なりにあの頃から変わろうとしてくれている。

　そんな姿に、やっぱり『人は変わらない』なんてことはないのだと思う。

　掴まれた腕にときめきは微塵も感じられないけれど。




　その足で修二とともにやってきたのは、品川にある少しリッチなイタリアンレストランだった。

「ちょっと、大丈夫なの？　ここ、けっこう高そうだけど」

「値段なんて気にするなよ、そういうところ昔っから変わらないよなぁ」

　仕事後のスーツ姿で来るには少し気が引けてしまうような雰囲気に顔を曇らせると、修二はあはは、と笑いながらグラスの中のワインをひと口飲んだ。

　自分の過去を悔やんで、変わろうと決めた彼は、きっとこういうお店ひとつも私を喜ばせようと選んでくれたのだろう。

　その思いは、うれしい。

　けど、『うれしい』だけで、それ以上も以下もない。あの頃彼に感じていたような、そして今、真木先生に感じているような、そんなときめきは、ない。

　それだけで、気持ちに答えは出ているようなものだ。

　けど、それでも、もしかしたら。これから変わるかも、なんて考えがほんの一瞬浮かぶけれどすぐ消えてしまった。




　食事の後、彼に誘われ私たちはふたりで浜松町へとやってきた。

　なんでも行きたい場所がある、とのことで、どこだろうとついてきてみれば……彼が足を止めた場所。そこは、東京タワーの前だった。

　夜の東京タワーは、暗い空にほんのりと赤く光る。

　それを見上げて、修二は笑った。

「覚えてるか？　ここ、初めてのデートで来たよな」

「そういえばそうだね。懐かしい」

　そう。夜空に輝く東京タワーを見て思い出すのは、彼と付き合ったばかりの頃のこと。

　ふたりで東京タワーにのぼって、街を見下ろして、お互いに『家はあの辺』『会社は向こう方面』なんて話をした。

『いつか一緒に住むならあの辺りかな』、なんて話も。

　この五年、そんな日々を思い出しては苦しくてつらかった。

　だけど、真木先生の想いを知って、いろんな気持ちと向き合ってそのつらさは、薄れていったんだ。

　すると修二は、同じように東京タワーを見上げる人々の中、私と向き合う。

「この前の話の続き、なんだけどさ。改めて、俺とやり直さない？　俺、今度こそ沙織のこと大切にするから。もう、中途半端なこととかしないから」

　彼が口にするのは、再生の言葉。

　人は変われる、そう信じたい。私が真木先生の言葉を信じていったように。

　だから、彼とやり直すことも悪くはないのかもしれない。

　その時だった。不意にポツ、と水滴が頬に触れる。

「え？」

　修二と同時に空を見上げると、頭上の暗い雲からはパラパラと小雨が降りだした。

「えっ、雨？」

「いきなり降ってきたな。あ、大丈夫。折りたたみ傘ある」

　突然の雨にざわざわとする周りの声を聞きながら、修二は鞄から黒い折りたたみ傘を取り出す。

　そしてそれをパンッと広げれば、小さな傘は私たちを守るように広がった。

　雨の中、傘の下にふたり。

　それはあの日と同じシチュエーション。

　だけど、隣にいるのは彼じゃない。

　あの日の真木先生の笑顔が、真剣な顔が、触れるだけのキスが思い出されて、胸を強く揺さぶった。

「あれ？」

　瞬間、私の頬には一筋の涙が伝う。

　あふれ出す想いを、もうこれ以上閉じ込めることはできない。

　だって、なにをしたって真木先生が出てくるの。

　修二といても、どんなにやさしい言葉をかけられても、ダメ。

　この心は、あなたのことばかり。

　あなたが言った『好き』を信じたい。

　ウソだなんて、軽い気持ちだなんて思えない。

　いつの間にかこんなにも、好きになっていたんだ。

「沙織？」

　突然泣き出す私に、修二は驚きうろたえる。

「ごめん、私、修二とはやり直せない」

「え？　なんで、俺がんばるって！　もう二度とあんなことしないし！」

　修二はそう一生懸命言うけれど、そうじゃない、と首を横に振った。

「好きな人が、いるの。また誰かを信じたいと思えるようになったのも、修二の『ごめん』を受け入れられたのも、その人が、私の全部を受け入れてくれたからなの」

　ウソだとしても、本気じゃなかったとしても。彼はまっすぐな目で私を見てくれた。

　笑ってくれた。照れて、抱きしめて、キスをした。

　信じることはこわいけれど、だけど私は、そんな彼を愛しいと思った。好きだって思った。

　それだけは、変わらないもの。

「私は、真木先生のことが好きなのっ！」

　子供のように涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、大きな声で言い切った。

　次の瞬間私の肩を引っ張ったのは、背後から伸ばされた大きな手だった。

「え？」

　抱き寄せられる感触に顔を上げれば、そこにいたのは真木先生だった。

「真木、先生？」

　雨に濡れ、苦しそうに息をはずませた彼は、修二を睨むように見つめる。

　そんな真木先生を見て、修二は驚き目を見開いた。

「って、あれ、当麻総合病院の？」

「悪いけど、藤谷は俺のだから」

　真木先生はそれだけを言うと、私の肩を抱いて歩き出す。

　なんで？

　なんでここに、真木先生が。

　この前私は彼を拒んだのに。

　突然現れて、『俺の』なんて、どうして？

「真木先生、なんで？」

「アイツが今日うちに営業来た時に看護師に言ってたからな。『初めてデートした東京タワーで元カノに告白する』って。だから邪魔しに来た」

　そう言って、真木先生はすぐ近くのお店の屋根の下に入ると足を止めた。

　改めて彼を見れば、息が上がり肩は小雨に濡れている。着ているシャツの襟元はよれており、それほどまでに急いで来たのだろうと察した。

「なんで、ですか」

「藤谷のこと、譲れなかったから」

　え？

　邪魔しに来た、って

　譲れなかった、って

　なんで、どうして？

「だって真木先生、ニューヨークに行くんでしょう？　出世にもつながるし、黒川先生だっているし」

　混乱しながらも伝える、それ以上の言葉を遮るように、真木先生は私を抱きしめた。

　冷たい雨に降られてもまだ熱い、彼の体の熱が伝わる。

　好き、なんてウソだったんじゃないの？

　彼にはふさわしい場所があって、人がいる。なのにどうして、まだこうして抱きしめてくれるの？

「ニューヨークには行かない。そういう話が出てたけど、断ったんだ。俺はこっちに残って、身近な人々の力になりたい。それ以上に、藤谷のそばにいたい」

　驚き顔を上げると、彼は雨に濡れた頬をそっとなで、やさしく微笑む。そのやさしい表情に、一度は止まった涙がまたあふれそうになる。

　ところが、彼はその指先で私の頬をぎゅーっとつねった。

「い、いたい！　いたいです！」

「だから、あんな菜々のウソに引っ掛かるな」

「う、ウソ!?」

　それってどういうこと!?

「菜々に問いただしたよ。そしたら、『ヨリを戻したくて彼女にウソついて別れさせようとした』って。それを説明したかったのに、担当は変わってるわ、電話は拒否するわ……ひどすぎるだろ」

「うっ」

　そんな、黒川先生のウソだったなんて。ウソでよかったと思う反面、それを信じて真木先生を疑ってしまった自分が情けない。

「だって、真木先生この前も突き放したし」

「俺は、何度疑われたって、拒まれたって諦められないくらい藤谷しか見えないんだ。だから、藤谷自身に俺を選んでほしかった」

　私、自身に？　それってどういう意味？

「俺だって、不安に思うこともあるんだ。藤谷が本当に俺を好きで付き合ってくれているのか、実感が欲しいこともある」

　私が、彼を好きという実感。

　だから、真木先生は私に託したの？

　彼に押し負けたからとか、流されたとか、そうじゃなくて、私自身の意思で選ぶために。

　なのに私は、何度も何度もその心を疑って、信じられなくて。

　自分の想いを言葉にすらしなかった。

　だけど彼は、それでも好きでいてくれる。

　私だけを、見ている。

　そんな真木先生にだから、私も素直に向き合いたい。

　その気持ちを信じて、この気持ちを伝えたい。

　決心するように、彼の服をギュッと握る。

「真木先生の気持ちを信じるのが、怖かった。信じて、また傷つくことが怖かった。だけど本当は、信じたいって思うんです」

　ぽつりぽつりと言葉をこぼし、少しずつ本音を伝える。

　信じたい、信じられない、だけど信じたい。

　その思いを繰り返すたび、胸にあなたがあふれてくる。

　苦しくて切なくて、思い知る。

　並んで歩いて、話をして、ごはんを食べて、触れて。

　同じ傘の下にいるのは、あなたがいい。

　気づいたら、こんなにも、真木先生へ愛を感じていた。

「真木先生のことが、好きなんです」

　傷つくのは怖い

　信じることも怖い

　だけど、信じてもいいですか

　ううん、だからこそ信じてもいいですか

　全て覚悟して、あなたのことを――。

　彼の目を見て投げかけた問いに、真木先生もまっすぐに私を見つめ返す。

「ありがとう」

　そして、そううなずき笑って、触れるだけのやさしいキスをした。




　雨のせいで人が引いた静かな夜の街。

　パラパラと続く雨音の下、交わすキスは、あの日と同じ唇。

　だけど、あの日以上に深い愛情が互いの中を流れていく。




　信じよう

　だから、信じていて

　足を止めて、遠回りをして、ようやく見つけた気持ちの答え

　あなたが好きという、こころ




「俺さ、どんな時も藤谷の最後になりたいんだ」

　短い雨がやんで、真木先生が車を停めたという駐車場まで歩いていく途中。彼は、私の手をつなぎながら言った。

「え？　普通は、〝初めて〟がいいんじゃないですか？」

　デートもキスも、相手にとっての『最初』にこだわる人はいても『最後』を口にする人は初めてだ。

　そんな率直な感想をこぼすと、真木先生はふっと笑って私を見た。

「初めてだとその後いろんなやつに上塗りされるだろ？　だから、お前が『好き』って言うのも、キスをするのも、俺が最後だ」

　そう誇らしげに言い切るのは、少し子供のような言い分。

　だけど、確かに。それもいいかもしれない。

　あなたにとっても、『好き』もキスも私が最後。

「じゃあ、私も。真木先生の最後にしてください」

　小さく笑ったふたりの頭上、雨上がりの夜空には、小さな星が輝いていた。
















番外編










寂しさも分け合って




　九月になり、暑さも少しずつ和らぐこの頃。

　定時の十八時ほぼぴったりに仕事を終え、私はバタバタと書類を片付ける。

　その姿に、まだ仕事を続けている部長は珍しいものを見るように目を留めた。

「なんだ藤谷、今日はやけに早いな」

「はい、残りの仕事は明日の朝やるので」

　とりあえず、今日中にやらなくてはならないものは片付けた。

　いつもなら残業してもう少し片付けるところだけれど、朝からソワソワとしていた今日の私はそんな気持ちにはなれず、バッグに荷物を手早く突っ込んでいく。

　そんな私に、部長はなにかを察してニヤリと笑った。

「ひょっとしてデートだな？　男ができた途端わかりやすい奴め！」

　うっ、バレてる。

　そんなにわかりやすかっただろうか、と自分の態度が恥ずかしくなる。

「藤谷の名前が『真木』になるのも遠くないな～。真木沙織、うん、悪くないんじゃないか？」

「って、なんで相手が真木先生って知ってるんですか」

「なんでって、前に深田も言ってたし、社内中でも噂だぞ。『藤谷がイケメン医師の真木先生を落とした、奇跡が起きた』って」

　き、奇跡。

　いやぁ、確かにそうかもしれないけど、その噂ひとつで、社内の人たちが私をどう思っていたのか、なんとなく想像がついてしまう。

　苦笑いをこぼしていると、壁にかけられた時計がふと目に入る。

「はっ！　時間！　すみません、お先に失礼します」

　そしてバタバタと忙しなくオフィスをあとにした。

　真木先生と付き合ってから三カ月と少しが経とうとしている。

　最初は取引先の人と付き合っているなんて知られたら面倒なことになるし、と思って秘密にしていた。

　けれど、『この前は否定してたけど、やっぱり真木先生と付き合ってるんですよね？』とあれこれ訊ねてくる深田さんに、ついに折れて白状したが最後。そこから、他の女性社員、そこから男性社員へと噂が広がって、部長のもとまで届いてしまったらしい。

　あぁもう、恥ずかしい。

　あれこれと考えながらやってきた、池袋駅。東口からつながった地下駐車場のいつもの階のいつもの場所には、白い車が停められている。

　あ、いた。

　それを見つけて近づいていくと、運転席ではスマートフォンをいじり時間を潰している様子の真木先生がいた。

　コンコン、と小さく窓をノックすると、私に気づいた彼は車に乗るよう手招く。

「お疲れ様です」

「あぁ、お疲れ」

　なんとなく業務的な言い方になってしまいながらも車に乗り込むと、もはや嗅ぎなれたこの車の香りに包まれた。

「予定通り俺の家でいいか？　どこか寄ってくところは？」

「あ、じゃあスーパー寄って買い物していきましょうか。夕ごはん、私が作りますね」

　その言葉に真木先生はうなずくと、さっそく車を走らせはじめる。

　平日夜に時間を作って会う時、真木先生はいつもこうして迎えにきてくれる。

　それからまた葛西方面にある真木先生の家へ向かうのだから、私が向かったほうが彼も楽だと思うのだけれど……真木先生はいつも、『少しでも一緒に過ごせるように』と来てくれるのだ。

　少しずつ仕事が増え、土曜出勤も増えてきた私。夜勤もあり、さらに救急外来の担当で日曜が潰れてしまうことも多い真木先生。

　会社員と医師という違う職業ゆえに生活リズムがズレてしまうこともあり、連絡すらまばらになってしまう。

　けれど。

「どうした？　ボーッとして」

「へ？　あっ、すみません」

　池袋から車を走らせ四十分ほどの位置にある、真木先生の自宅。そこは当麻総合病院近くの、この辺でも一番大きなマンションの上階だ。

　空に届きそうなくらい高い立派なこのマンションへくると、私はいつもこの大きな窓から見える東京の夜景に目を奪われてしまう。

　それは今日も同様で、ぼんやりと外を見ていた私に、真木先生は不思議そうに声をかけた。

「ここからの景色キレイだなーって、いつも思うんですよね」

「あぁ。これだけの灯りがあると、この街ひとつにもたくさんの人がいて、いろんな生活があるんだろうって思うよ」

　そして、時にそれを守るのが、真木先生の仕事。そんな意味も含んでいるのだろう。一度窓の外を見てこちらを見た彼に、私は笑う。

　すると真木先生は、そっとキスをして、私を後ろから抱きしめた。

　包むように抱きしめる、ゴツゴツとした大きな手。その手は私のブラウスの裾から服の中へと入り込む。

「真木先生、ごはんがまだ」

「『真木先生』、じゃないだろ？　沙織」

『沙織』。付き合うようになってから彼が呼ぶようになった名前がいまだに聞き慣れなくて、胸はドキ、と音を立てた。

「けど」

「けど、じゃなくて。名前で呼んで」

　付き合ってからも、まだ『真木先生』と呼んでしまう私に、彼は時々こうしてねだるように言う。

　本当は恥ずかしくてしょうがないのだけれど、折れたようにその名を口にした。

「梓、さん」

　小さな声で呼んだ名前に、彼は嬉しそうに笑うと唇を離し、私の体をそっと抱き上げベッドへ連れて行く。

「あの、私まだシャワーも浴びてなくて」

「あぁ。終わったら一緒に浴びるか」

「一緒にって」

　恥ずかしさから大きな声が出る、その口をふさぐように、再びキスをした。

　今では、こうして日に何度も重なる唇。

　彼の大きな部屋、『梓さん』の名前、彼とのキス以上の行為。

　付き合ってからそれなりの時間が経っても、まだ完全には慣れない。

　だけど、真木先生はいつも、優しく愛しげに触れてくれるから。この瞬間一つひとつがいとしい。

　限られた時間の中、求めあい重なる肌が、熱く心地いい。

　しあわせ、だなぁ。

　好きな人が、愛してくれて、こうしてたまにでも過ごす時間を持つことができて。

　ずっとずっと、このまま。穏やかな時間を過ごしていたい。

　それだけで、いい。

　そう、彼の腕の中で強く願った。




「そういえば、話があるんだけど」

　ふたり裸のままベッドでシーツにくるまっていると、唐突に真木先生が切り出した。

「なんですか？」

「実は今うちの病院人手不足でさ、その都合で来週からまた外来と病棟の患者両方診ることになったんだ」

　それは、以前にもあったかけもちの状態になるということなのだろう。

　そういえば永野くんがこの前『当麻総合病院、退職や休職の先生が続いてて』と話していた記憶がある。

「だから少しの間、会える時間も減るかもしれないんだけど」

「それは構わないですけど、真木先生は大丈夫なんですか？　休みとかとれます？」

　以前のその時の疲れっぷりを思い出すと、ちょっと心配だ。

「多少はな。一ヶ月くらいすれば新しい医師もくるらしいから、少しの我慢だ」

　彼はそう言って、私の額にちゅ、とキスを落とす。

「忙しくても出来る限り会える時間も作るから、浮気するなよ」

「しませんよ。真木先生こそ、美人看護師に鼻の下伸ばしてないでくださいよ！」

「それはどうかな」

　えぇ!?

　冗談混じりに言う彼に、ぶすっと口をとがらせると、彼はおかしそうに笑った。

　浮気なんてできるわけない。

　こんなに真木先生のことが好きで、彼のことしか見えていないのに。

　でも、大丈夫。

　少し忙しくなるだけ、少し会える時間が減るだけ。

　それくらい我慢できる、なんてことない。

　ところが、その考えが甘かったことに気づくのは、一ヶ月後のことだった。




「藤谷さーん、って、あれ？」

　それから一ヶ月後の、十月半ば。

　営業部のオフィスにある自分のデスクにあるのは、ひとりがっくりと伏せている私の姿だった。

　それを見て、後輩である永野くんは何事かと首をかしげた。

「どうしたんですか？　なにかありました？」

「いや、別に」

「あ、もしかして真木先生としばらく会えてなくて今日もデートなしになったとか？」

　爽やかな笑顔で容赦なく言う彼の言葉が、グサリと胸に突き刺さる。

　そう。あれ以来私と真木先生は、まともに会えていない。

　それどころか、電話も、メッセージのやりとりすらもまともにない。

　メッセージを送ったところで、既読がつくのなんて翌日だったりもするし。

「最近、当麻総合病院行くたびに真木先生忙しそうですもんね。大変だ」

　そう。真木先生自身が思っていたよりも、忙しい日々が続いてしまっているようだ。

　昼間は外来、その後は病棟を診て夜勤もあり、土日は救急外来。かろうじて取れる休日は寝て終わってしまうようで、疲れているだろう彼に『それでも会いたい』とは言えない。

　おまけに一ヶ月後には来ると言っていた新しい医師も予定より遅れているようで、いつまでこの状況が続くのやら、と余計疲れているようだ。

　一応週に一度ほど、いつものように会う約束はするのだけれど、『忙しくてあがれそうにない』、『患者の容体が変わって行けない』と、度々キャンセルの連絡が続いている。

　今日も仕事の後に会う約束をしていたのだけれど、つい先ほど、【夜勤になった、ごめん】とメッセージが来たばかりだ。

　命を預かる仕事だし、仕方ない。そう諦めても、落ち込まないわけがない。

「藤谷さんたち、もうどれくらい会えてないんですか？」

「えーと、もう一ヶ月経つかな」

　私の答えに、永野くんは「えっ！」と驚きを見せる。

「それまずくないですか？　営業行ってる分俺の方が会ってますよ！　もしかして、そのまま自然消滅しちゃったりして！」

　心配しているのだろう、けれどなんとも無神経なその言葉にジロリと睨むと、彼は「す、すみません」と慌てて口を塞いだ。

　永野くん、いい子だけど天然だから思わぬところで爆弾発言するんだよね！

　けど確かに、会えないし連絡もなかなかとれないし、では笑い事ではない。

　せめて近くに住んでいれば、家のこと手伝ったりもできるのに。

　本当に、このまま自然消滅しちゃったらどうしよう。

　寂しさと不安が、日を増すごとに積もり積もっていく。

「はぁ、一応返事はしておこう」

【わかりました。無理しないでくださいね】の文に、笑えていないけれど笑顔の絵文字をつける。

　送信ボタンをタップすると、珍しく早々に返信がきた。

【本当に悪い。この埋め合わせは二十一日にするから空けておけよ】

　二十一日？

　カレンダーを見れば、その日は日曜日。

　なにかあったっけ、と考えて、自分の誕生日であることを思い出した。

　って、私の誕生日知っていたんだ。しかもその日だけは、彼も空けてくれているということ？

　うれしい。会えない寂しさも、一気に吹き飛んでしまった。

　スマートフォンを手にしたまま顔をにやけさせる私に、今度は永野くんはギョッとする。

「どうしたんですか？　今度はいきなりニヤニヤして」

「えへへ、真木先生が二十一日の誕生日にデートしようって」

「へぇ、誕生日に」

　浮かれる私に対して、彼はなにか言いたげな顔をした。

「なに？　どうかした？」

「いや、その連絡ひとつでコロッと幸せそうな顔になっちゃったなーって思って」

　そう言う永野くんは、どうしてか少し切なげな目をする。けれど、その表情を隠すように笑ってみせた。

「よかったですね、三十歳の誕生日楽しんできてくださいね！」

「いや、二十八だから」

「あっ！」

　さすがに年齢を間違えられると笑顔では流せず、口元をピクッと震わせる。そんな私に彼は慌てて「ごめんなさい！」と頭を下げた。

　ったく、ギリギリ二十代だってば。たかがふたつ、されどふたつ。間違えないでほしい。

　そう腹を立てながらも、真木先生のメッセージをふたたび見れば、幸せに心が躍ってしまう。

　デート、だ。

　なに着ようかな、どこいこうかな。

　真木先生で心がいっぱいになってしまう。




　それから、私は二十一日のデートだけを楽しみに毎日仕事を頑張った。

　会えない間の寂しさも、彼の想いを感じ取るだけで紛れてしまう。

　なにを着ていこうか、新しい服を買おうか、天気はどうだろう、いろんなことを考えるだけで胸がドキドキと高鳴った。

　そして迎えた二十一日の日曜日。

　待ち合わせをした池袋駅の駅前には、日曜日ということもあり沢山の人が行き交っている。

　そんな人の流れを見ながら、私は改札近くの壁際に立ち、ひとり真木先生を待っていた。

　新品の、ビジューが輝くブラウスとテラコッタ色のフレアスカート、丁寧に巻いた髪、時間をかけたメイク。昨夜はパックも念入りにして、準備万端だ。

　早く来ないかな。

　わくわく、そわそわとする気持ちをおさえながら、『沙織』と呼ぶ真木先生が現れるのを待つ。

　ところが。待てども彼が来る気配はない。

　左手首の腕時計を見れば、時刻はすでに待ち合わせから一時間は経とうとしている。

　遅いなぁ。事故？　寝坊？　忙しい中だし、疲れて寝てるのかも。

　嬉しくて浮かれてたけど、こういう時だからこそゆっくり休ませてあげるべきだったかも。そんなことを考えていると、後ろからトントンと肩を叩かれた。

　きたっ！

　嬉しさを隠すことなく笑顔で振り返る。が、そこにいたのは梓さんではなく、私服姿の永野くんだった。

「あ、藤谷、さん。お疲れ様、です」

　きっと、私を見かけてなんの気なしに声をかけたはいいけれど、予想以上の笑顔で振り返られたことに驚いたのだろう。

　少し引き気味に挨拶をする彼に、一方の私からは嬉しさがサーっと引く。

「なんだ永野くんか」

「なんかすみません。けど、そんな露骨にがっかりしなくても」

　一瞬で真顔になる私を見て、永野くんは悲しげにしゅんとした。

「どうしたの？　こんなところで」

「友達と約束してたんですけど、相手が来られなくなっちゃって。なので買い物でもして帰ろうかなって思ってたら藤谷さんを見かけて」

　説明をする彼は、水色と紺の切替シャツがその顔立ちをいつもより少し幼く見せて、よく似合っている。

「藤谷さんはどうしたんですか？　あ、そういえばデートって今日でしたっけ。もしかして今日もドタキャンですか」

「って違う！　少し彼が遅れてるだけで」

　そう言いかけたとき、ヴー、とバッグの中のスマートフォンが鳴る。

　取り出して見れば【着信 真木梓】と表示された画面に、真木先生だ！　とすぐ電話に出た。

「もしもし、真木先生？　もうだいぶ時間過ぎてますけどどうかしましたか？」

　勢いよく話し出す私に、電話の向こうの彼は『あー』と言いづらそうな声を出す。

『本当に悪い、今日行けそうにない』

「え？」

　行けそうに、ない？

　その言葉に、一瞬声が出なくなる。

『今日だけは休みを取ってたんだけど、今朝から担当患者の容態が悪化して……落ち着くまでは離れられなくて』

　患者さんの容態が。そっか、それじゃあ仕方ないよね。

『だから』と言葉を続けようとする彼に、私は息をひとつ吸って声を発した。

「わかりました、大丈夫です。事情が事情ですし、仕方ないですよ。また今度埋め合わせしてくださいね」

『おい、沙織』

　なにかを言いかけた彼の声を遮るように、電話を切る。

　目の前の永野くんは私の言葉だけで電話の内容を察したようで、なんとも言えない顔で私を見た。

「あーあ、本当にドタキャンされちゃった」

「藤谷さん」

「けど仕方ないよね、仕事だもん」

　人の命につながる、大切な仕事。私より優先して当たり前で、それより私をなんてワガママを押し通そうとも思わない。そう、仕方のないことなんだ。

「それ、仕方ないって思ってる人の顔ですか？」

　永野くんが目で示す先にある、ショーウィンドウ。そこに映る自分を見れば、今すぐにでも泣き出しそうな顔をしていた。

「『仕方ない』で割り切れない気持ちがあってもいいんじゃないですか？　さみしいのも、好きなら当たり前です」

　そう言って永野くんは私の頭をよしよしと撫でた。その手の優しさと言葉に、目からはポロっと涙がこぼれてしまう。

　仕方ない、仕事だもん。そんなこと、わかってる。

　けどそれでも、どうしても簡単には割り切れないよ。

　だって悲しい。会えるんだ、と思っていた分だけ積もっていた嬉しさが、会いたい、と思っていた分だけ積もっていた寂しさに押しつぶされてしまう。

　ワガママだってわかってる。

　わかってるけど、つらいよ。悲しい、寂しい。

「っ、うう～」

　子供のようにボロボロと泣き出す私に、永野くんは少しギョッとする。通り過ぎる周囲の人々は何事かとこちらを見ていくこともあって、どうしていいかわからなそうに戸惑った。

　そして慌ててポケットからハンカチを一枚取り出すと、それを私に差し出してくれた。私はそれに甘えるように受け取る。

「藤谷さん、お互い暇になったことですし、遊びに行きません？」

「え？」

「せっかくの誕生日ですから、楽しまないと！　藤谷さんの、三十歳を祝って！」

　ね、と笑って私の腕を引き歩き出す。

　彼なりに私のことを気遣ってくれているのだろう。年下に気遣われるなんてとほんの少しの惨めさも感じるけれど、その親切さにうれしいと思う方が大きい。

「だから二十八だってば」

　小さく呟いて、彼に続いて歩き出す。

　それから私たちは、近くのアミューズメントパークへ行き、一日中はしゃいで過ごした。

　ボーリング、カラオケ、バッティングに卓球など、ひたすら汗をかきながら騒いで、永野くんのおかげでにぎやかな一日となった。

「あー、楽しかった！」

　そんな一日を終えた夜。軽く食事も終えた私たちは、帰路へとついていた。

　ひとりで帰れる、と言ったけれど、永野くんは『心配なので』と駅から家までの道のりを送ってくれている。

　普段社内では弟タイプとしてかわいがられている彼だけれど、こうして見ると意外と面倒見のいい子なのかもしれない。

　その優しさと明るさに、今日一日助けられてしまった。

「永野くん、ありがとね」

「え？」

「永野くんが一日一緒にいてくれたから、悲しい気持ちもまぎれちゃった。すごく、助かった」

　その思いを笑顔で伝えた私に、彼は少し驚いて、黙って、笑う。

「笑ってくれてよかったです。せっかくの誕生日、泣いて過ごしちゃもったいないですから」

「そうだよね。せっかくなら楽しく過ごさなくちゃ」

　すると不意に足を止める彼につられるように私も足を止める。

「これからも笑顔にするって約束します。だから、俺にしませんか？」

　え？　それって、どういう意味？

　たずねるようにその目を見れば、彼はまっすぐこちらを見つめた。

「永野くん？」

　呼んだ名前に、彼は突然私を抱きしめる。

「えっ、ちょっと永野くん」

「好きです。藤谷さんのこと」

　体を離そうとするけれど、その言葉に動けなくなってしまう。

「俺だったら、藤谷さんのこと泣かせません。真木先生みたいに寂しい思いもさせないし、絶対毎日幸せにする」

　ドクン、と聞こえる心臓の音と少し震える声は、本気の証。

　確かに、真木先生とはなかなか会えない。

　お互いの時間もずれてしまうこともあるし、距離も遠い。

　それと比べ、私のために一日一緒にいてくれたそばで見守ってくれる彼。

　一緒にいられる時間が長くあれば、寂しくて泣くこともないのかもしれない。

　だけど、違うよ。

「寂しいのは、それだけ真木先生のことが好きだから」

　会いたくて、寂しさと悲しさに覆われてしまうのは、それだけ真木先生のことが好きだから。

　寂しくないからと彼を選ぶのは、違う。

「会えないと寂しくて泣いちゃうこともあるけど、でも、少しのことで幸せになる。愛しくて、どうしようもないの」

　寂しさも嬉しさも、感じられるのは真木先生だから。

「だから、ごめんね」

　その言葉をはっきりと伝えた私に、永野くんは言葉を失い、抱きしめていた腕の力を緩める。

　その時、少し離れたところから靴の音がきこえた。

　それに反応するように振り向けば、そこにいたのは真木先生だった。

「真木、先生？」

　どうして、ここに？　病院にいるんじゃなかったの？

　驚きを隠せずにいると、私以上に驚いた永野くんは抱きしめていた腕をすぐさまあわてて離す。

　そんな私たちの反応を見ながら彼は近付くと、永野くんから引き離すように腕を引っ張った。そして半ば強引に、私を連れてその場を歩き出す。

　早足で歩く真木先生は、無言のまま。こちらを見ることもない。

　ま、まずい。さっきの見られたよね？　私が永野くんに抱きしめられてるところ。

　ということはもしや、永野くんの言葉も聞いていた？

『俺だったら、藤谷さんのこと泣かせません。真木先生みたいに寂しい思いもさせないし、絶対毎日幸せにする』

　自分のいないところでそんなこと言われていたなんて知ったら、絶対怒るよね！

「あ、あの、真木先生？」

　家までの道を歩きながら恐る恐る声をかける、けれど彼は背中を向けたまま、「はぁ」と小さなため息をひとつつく。

「こんな生活、もう限界だ」

「え？」

『限界』それってつまり、もう無理ということ？

　私との関係を続けていくのは、もう無理？　仕方ないのかもしれない。

　真木先生は忙しい中必死に時間を作って、今日も落ち着いてから急いできてくれたのだろう。

　なのに私は、後輩とはいえ他の男の子と過ごして、言い寄られるような隙を作って、彼の中での信頼を、裏切ってしまったのかもしれない。

　けど、やだよ。

　そんなこと言わないで。

　限界なんて言わないで。

「真木先せ、」

　その名前を呼ぼうとした瞬間、彼はこちらを振り返り私の両肩をガシッと掴み、見つめた。

「だから、一緒に暮らさないか？」

「へ？」

　そしてその口から発せられたのは、予想とは違う真逆のもの。

「い、一緒に？」

「あぁ。今の状況は近いうちに落ち着くけど、またいつ忙しくなるかもわからないしな。その時にまたこんなふうに会えなくなるのも嫌だし、まぁ住むところはこれから話し合うか」

　一緒に、暮らす？

　あぁ、この生活が限界だから、ならいっそのこと一緒に住もうって。

　え？　いいの？　私とこのまま一緒にいてくれるの？

「怒って、ないんですか？」

「え？　なにに？」

「私、永野くんと一日一緒にいて、それに、さっきあんなこと、言ってて」

　きょとんとする真木先生に恐る恐るたずねる。すると彼は『そのことか』というかのように納得する。

「まぁ、面白くはないし、正直腹が立つ」

　や、やっぱり！

　怒ってるよね、そうだよね。あぁ、どうしようとフォローする言葉を探すけれど見つけられずにいると、真木先生は私をそっと抱きしめる。

「けどそれ以上に、沙織の言葉の方が嬉しかったから」

「私の？」

　そう言われて自分の発言を思い出す。

『寂しいのは、それだけ真木先生のことが、好きだから』

　って、私、今思えばなんて恥ずかしい発言を！

　しかもそれを真木先生本人に聞かれていたなんて、恥ずかしすぎる。

　かああと頬を赤くする、そんな私の反応が読めているのだろう。耳元で彼が「ふっ」と笑う声が聞こえる。

「寂しいのは、俺も同じだ」

「そう、なんですか？」

「もちろん。沙織に会えないと寂しくて、つらくて、気づくとまた沙織のことばっかり考えてる。昼間の電話のあとも、強がる沙織の寂しげな声が耳から離れなくて、気付いたら駆けつけてる自分がいた」

　真木先生はそう腕の力を少し緩め、私の顔を見つめた。

「会えない時間が寂しいのも、会えればこんなにうれしいのも、沙織だから感じる気持ちなんだよな」

　言葉とともに彼がこぼす微笑み。それは優しく愛おしく、それまで堪えていた涙が、ぽろっとこぼれてしまった。

　彼はそれを指先でそっと拭うと、ひと気のない夜の住宅街の片隅でそっと触れるだけのキスをした。

「遅くなってごめんな。誕生日、おめでとう」

　会えない間に積もり積もった寂しさも、彼に抱きしめられるだけで溶けてしまう。

　そしてそのたび、いっそう思う。

　真木先生のことが、好き。大好き。

「あ。あとそろそろその『真木先生』ってやめろよ」

「なんでですか？」

「病院の外では『先生』じゃないし。沙織もいつか『真木』になるかもしれないしな」

　え？　それって？

　一瞬意味を考えて、理解し、驚き照れて、と表情をコロコロ変える私に、彼はまたおかしそうに笑った。
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願いの中で誓い合う




　肌寒さで目が覚めた、一月の朝。

　もう少し寝ていたい、そんな気持ちを振り払いゆっくりと体を起こすと、大きなダブルベッドには自分ひとりしかいないことに気がついた。

　いない、ってことは梓さんは先に起きてるのかな。

　寝室をぐるりと見回して、ベッドから降りる。

　ひんやりとしたフローリングに足をつけて部屋を出ると、廊下を挟んだ向かいにあるドアをあけた。

　そこに広がる、広々としたリビング。

　部屋の真ん中に置かれたＬ字形のソファから、ガラスのテーブルを挟んだ向かいには、迫力のある大画面テレビ。

　朝陽が照らす、開放感のある大きな窓の外には屋外用のテーブルセットが置けるほどのテラスがある。

　その先に広がる青い空に、今日もいい天気だと思った。

　寝室より明るさのある、この部屋は、ようやく住み慣れてきた私たちの新居だ。

「あれ？　ここにもいない。ってことは、お風呂かな」

　真木先生、もとい梓さんは、朝があまり強くない。

　というのも、彼は夜勤も多く激務の毎日。寝ても疲れが抜けず、なかなか目が覚めないことが多い。そんな体を、シャワーを浴びることでむりやり奮い起こし出勤することが多いのだ。

　無理はしないでほしい、そう思い言葉をかけるけれど、梓さんは『大丈夫』と笑って流してしまう。

　医師としてがんばる彼をそれ以上強く止めることはできなくて、それなら私は料理や掃除など、自分のできることで彼を支えようと決めたのだった。

　よし、今のうちに朝ごはんの支度しちゃおう。

　そう思い、とりあえず寝巻きから仕事着に着替えてエプロンを身に着けると、梓さんの青いお弁当箱を取り出した。

　梓さんと一緒に暮らし始めて、二ヵ月ほど。

　私たちは今、当麻総合病院近くの高層マンション、二十二階にある３ＬＤＫの一室に住んでいる。

　住むところを決める際、梓さんは私の通勤のことも考えて、『もっと都心に住んだほうがいいんじゃないか』と言ってくれた。けれど、万が一の時のことを考えれば病院の近くに住むのが一番いいだろうと、私の意見を押し通してこの部屋に決めた。

　ソファや棚、ベッドなど、ふたりで選んだもので埋め尽くされた部屋での生活は楽しい。

　夜勤もある梓さんとの生活リズムが合わない時もあるけれど、それでも、お互い同じ場所に帰るという日々は幸せだ。

「沙織」

　すると突然、背後から伸ばされた腕が私を抱きしめる。

　しっとりとした肌は熱を帯びており、シャワーを浴びた彼が上半身裸のまま出てきたのだと察した。

「おはようございます、梓さん」

「おはよう。今日も弁当作ってもらって悪いな」

　作りかけのお弁当を見て、梓さんは私の頬に小さくキスをする。

「それより、早くシャツ着ないと風邪引きますよ」

「あぁ、今着る」

　そう言いながらも、その手は私を離す気配はない。それどころか、いっそう力が込められ、服越しに彼の硬い体が密着した。

　しっかりと筋肉がついたその体は、『仕事上体がなまるから』と時々ジムに通っている成果らしい。朝が弱いということ同様、これも一緒に暮らし始めてから知った彼の一面だ。

　そんなことを考えているうちに、梓さんは私のエプロンの下、ブラウスの裾から手を滑り込ませようとする。

「もう！　朝からそれ以上は禁止です！」

　その顔を手で押しのけてそれ以上を拒むと、彼は「はーい」と手を引っ込めた。

　まったく、隙あらばすぐ触るんだから！

　いや、それが嫌なわけじゃないんだけど、さすがに朝からはちょっと恥ずかしいっていうか。

　なんて考えながら、拒んだ自分が本心ではまんざらでもないことに気づいて苦笑いをこぼした。

　お弁当作りを再開しようとすると、服を着にクローゼットの方へ向かったらしい梓さんが「なぁ、沙織」と私を呼ぶ声が聞こえた。

「はい？　なんですか？」

「来月、連休がとれることになった。だから、どこか出かけないか？」

「えっ、いいんですか？」

　梓さんからの珍しい提案に、驚いてしまう。

「あぁ。うちの病院も新しい医師が何人か来て、やっと落ち着いたからな」

「でも梓さん、せっかくならゆっくり休んだほうがいいんじゃないですか？」

　毎日仕事で気を張っているのに、滅多にない連休も私の相手で疲れさせてしまっては申し訳ない。そんな気持ちからたずねると、白いワイシャツを着た梓さんはこちらへ戻ってきて、私の頭をポンとなでた。

「せっかくだから、沙織と過ごしたいんだよ。付き合ってから、ゆっくり旅行とかもしたことなかっただろ」

「梓さん……」

　いつも、自分のことより私のことを一番に考えてくれる。そんな梓さんの気持ちがうれしくて、お言葉に甘えてうなずいた。

「どこか行きたいところあるか？　どこでもいいぞ」

「えっと、じゃあ実は私昔から一度行ってみたかったところがあるんです」

　その私の言葉に、梓さんは『どこだ？』というように首をかしげる。

「京都の伏見稲荷大社なんですけど、そこの千本鳥居を好きな人と歩きたいって夢があって」

　京都といえば、というくらい有名なところかもしれないけれど、実は私は一度も行ったことがない。というのも、修二をはじめ元カレたちはそういったものにまったく興味がない人たちで、提案すらできなかったから。

　けど、実はずっと夢見ていた。以前映画で見た、真っ白な雪の中に果てしなく鳥居が並ぶ幻想的な景色の中を、好きな人とふたり歩いてみたいって。

　その願望を初めて口にする私に、梓さんは嫌な顔ひとつせずうなずく。

「じゃあそうしよう。冬の京都も趣があっていいだろうしな」

　初めてのふたりでの旅行。梓さんの優しさ。それら全てを含めて、数ヵ月先の予定がうれしい。

「やったぁ、楽しみですね！」

　その感情を包み隠さず表す私に、一緒に笑ってくれる。そんな彼が、今日も愛しい。




　そんな幸せな朝を過ごし、先に梓さんを見送ってから、続いて私も家を出た。

　以前より通勤時間はだいぶ長くなってしまったけれど、本を読んでいればあっという間だ。

　ちなみにその本というのも、梓さんの本棚にずらりと並んでいた時代小説。好みが合うようで、彼が選ぶ本はどれも面白くて、ついつい夢中になってしまう。

　出社したオフィスで、周囲に「おはようございます」と声をかけながら自分のデスクへと着いた。

　さてと。頭を仕事モードに切り替えて、今日も一日がんばるぞ。

　気合いを入れて、パソコンの電源をオンにした。

「藤谷さん、おはようございます」

　すると、そこに声をかけてきたのは深田さん。茶色く長い髪を今日はシュシュでひとつにまとめた彼女は、ニコッと笑って私の隣に立つ。

「今日も早いですね」

「うん。通勤時間延びた分、余裕もって早めに家を出るようにしてるんだけど、思ったより早く着いちゃうんだよね」

「大変ですよねぇ、でもまぁ愛しの真木先生のためなら仕方ないかぁ」

『愛しの真木先生』と、またひやかすような言い方をして「ふふ」と笑う。そんな深田さんは、どこか上機嫌だ。

「なにかいいことあった？」

「えっ、あー、いいことっていうかなんていうか」

　たずねてみれば、やはり上機嫌には理由があるらしい。

　これは例の彼氏とうまくいってるってことかな。なんて想像していると、深田さんは顔を緩ませたまま言う。

「実は、私結婚することになりました」

「へ？」

　け、結婚？

　あまりに突然のその言葉に、驚き目を丸くする私に、深田さんは左手薬指に輝くシルバーのシンプルな指輪を見せた。

「って、誰と!?　なんで!?　いきなり!?」

「誰とって、彼氏とに決まってるじゃないですか～」

　深田さんの彼氏、って以前合コンで知り合った外科医の彼だよね。確か名前は二階堂さんだったはず。

　あれ、でもまだ付き合って半年くらいだった気がするけど。

「は、早くない？」

「それはまぁ、思いますけど……」

　言いながら、深田さんはきゅっと締まったお腹をなでる。その仕草から察するのは、ひとつだ。

「もしかして、おめでた？」

　ズバリ言い当てる私に、彼女は少し恥ずかしそうに笑ってうなずく。

「えっ、えぇ!?　本当!?　おめでとう！」

「ありがとうございます。仕事は続けるか辞めるかまだ考え中なんですけど、でもギリギリまではがんばるので！」

「いいよいいよ、お腹の子優先で！　ね！」

　そっか、妊娠をきっかけに結婚というわけだ。

　早いとか順番とか、そんなの関係なくおめでたい。

　仲のよい後輩の妊娠だなんて、朝からなんてハッピーなニュースなんだろう。深田さんをギューっと抱きしめた。

「それで、急で申し訳ないんですけど、実は来月頭の日曜にパーティーをやるんですが、ご都合いかがですか？」

「うん、私は大丈夫だけど……いいの？　そこに私が呼ばれて」

「もちろんです。藤谷さんが私たちの恋のキューピッドですから、ぜひ真木先生とご一緒に来ていただけたらうれしいです」

　私と梓さんの紹介から始まったふたりだから、確かにそうなのかもしれない。

　そのお言葉に甘えることにして、うなずいた。

「ありがとう。深田さんのドレス姿、楽しみにしてるね」

「ふふ、今迷ってるところなんです～」

　どんなデザインにするの？、最近はこんなドレスがあって、と女子ならではの内容で盛り上がる。

「えっ、深田結婚するのか!?」

　そこに割って入ってきたのは、部長だ。

　部長は私たちの話を聞いていたようで、手を叩いてお祝いする。

「確か、彼氏は当麻総合病院の二階堂先生だったか。数回会ったが感じのいい人だよなぁ」

　二階堂さんのことをそう話す部長に、深田さんは自分の彼氏を褒められてうれしそうににやける。ところが、部長が続いて目を向けたのは私だ。

「けど藤谷、いよいよ後輩に先越されたなー。藤谷のところはそういう話出てるのか？」

『そういう話』、とは結婚に関する話ということだろう。あまり聞かれたくないところを突かれて、ギク、と胸が音を立てる。

　正直、一緒に住んでからもその手の話題はいっさい出ていない。以前一度『お前も真木になるかもしれないし』と、それっぽい言葉は言われたけれど、直接的な言葉はないし、もしかしたら冗談だったのかもしれない。

　そんな思いから、「えーと、いや、別に」と曖昧な言葉で濁した。

「そうか、それなら無理に話出さないほうがいいよな」

「なんでですか？」

「する気がない時に女から結婚したいオーラ出されるのは重いからなぁ」

　そ、そうなの？

「重い、ですか」

「そうそう。結婚ってなると男も背負うものがたくさん生まれるからな。その覚悟ができてないうちに『結婚したい』って急かされると、プレッシャーで逃げたくもなるだろ」

　一般論として、と語る部長に、深田さんも苦笑いになる。

　そっか、確かに。自分から結婚を急かすような言い方は重いかもしれない。

　ましてや、付き合ってまだ数ヵ月。みずから話題に出さないあたり、梓さんは『まだ早い』と思っているのかも。

　……私は早いとか思えないくらい、これからもずっと彼といたいと思ってるんだけどなぁ。

　けど男性は違うのかもしれないし、自分からは触れないようにしよう、と自分を納得させた。




「そういえば、二階堂のところ結婚するんだって？」

　その夜。帰宅した梓さんのひと言に、夕食の準備中だった私はフライパン片手にうなずいた。

「はい。今日深田さんから聞きました」

「俺も二階堂から聞いたよ。『ふたりでぜひパーティーに参加してほしい』ってさ」

　そういえば、梓さんは二階堂さんと同期だって言っていた。仲もよいのだろう同僚の幸せな話題に、少しうれしそうに言いながら、梓さんは私の横で食器棚からグラスをふたつ取り出す。

「せっかくだし、結婚パーティーの翌日から京都行けたらと思うんだが」

「あ、いいですね。じゃあ私も有休申請しておきます」

「よし、決まりだな。宿と新幹線は俺がとっておくから」

　少し慌しいスケジュールにはなってしまうけれど、梓さんの連休の都合もあるしね。それに、お出かけの予定ならスケジュールがぎっしりでもいい。

　楽しみだな、と笑いがこぼれる。

「でもビックリですよね、おめでたなんて。けど今日の深田さんがとっても幸せそうで、私までうれしくなっちゃいました」

「はは、ドレス姿見て泣く沙織が想像つく」

　本当に泣いてしまうかもしれない。まるで実の姉のような気分だ。

　ところで、私はなにを着ていこうかな。以前友達の結婚式に着ていったワンピースもあるけど、せっかくなら新しいのにしようかな。

　そんなことを考えながら、できあがったポークジンジャーをお皿にバランスよく盛り付けた。

　でも、ついに後輩にまで先を越されるとは。

　焦っても仕方ないけど、うらやましい気もする。

　チラ、と横目で見ればテーブルにグラスとワインを用意する梓さんの姿がある。彼は私の視線に気づくことなく、すぐ目の前のリビングへと向かっていった。

　結婚なんて気配ないし、話題にすら出ない。『私たちはどうします？』なんて気軽に聞けるわけもない。

　思い出すのは、昼間に部長が言っていた『する気がない時に、女から結婚したいオーラ出されるのは重いからなぁ』の言葉。

　重い、とは思われたくないもんね。

　けど、やっぱりうらやましい。

　指輪をはめたことのない左手薬指がどこか寂しいなんて、今まで思わなかったのに。

　できあがった今日の夕飯は、ポークジンジャーにサラダ、オニオンスープ、そして梓さんお気に入りの白ワイン。

　それらをテーブルの上に並べ、ふたり向き合い食事を始める。

　夜勤の多い梓さんとは、一緒に夕食の時間を過ごせることもあまり多くない。だからこそ、ふたりでのごはんの時はこうしてお酒を飲みながらゆっくり食事をしようと決めている。

　ダイニングテーブルを挟み、向かいでグラスに口をつける梓さんを無意識に目で追っていると、不意にこちらを見た彼と視線が合う。

「ん？　どうかしたか？」

「い、いえ別に」

　胸の中の想いに気づかれたくなくて、パッと目をそらした。そんな私に梓さんは不思議そうな顔をしながらも、特に気に留めず食事を始める。

「けど同期が結婚となると感慨深いな」

「そ、そうですね。私もうれしい半面、先越されちゃったなーって感じです」

　はっ、今の言い方で梓さんに変にプレッシャー与えてないかな。大丈夫かな。

　部長も言っていたし、一応フォローはしておかなくちゃ！

「あっ、でも私はすぐ結婚とか思ってませんから！」

「え？　そうなのか？」

「もちろん！　そもそも私たちまだ付き合ったばっかりですし、早い気がするっていうか」

　だから気にしないでください、と言わんばかりの私に、梓さんは「……へぇ」とだけ答えた。

　よし、フォローはばっちりだ。

　心にも思っていないことを言うのは、悲しいけれど。

　本当は、『早い』とか『まだ』とか思わない。大好きな梓さんとずっと一緒にいたい、そう自然と思えている。

　苦しい胸を抑えて梓さんを見ると、彼はだまったまま早々に食事を終え、「ごちそうさま」と席を立つ。

　あれ、どうしたんだろう？

　不思議に思いながらも、私はその場に残った。部屋へ戻って行く梓さんの後ろ姿を見つめながら。




　翌日。出社した私は昨夜の微妙な気持ちを吹き飛ばすように、朝から黙々と仕事をこなしていた。

　先週の営業データをまとめて全員にメール共有して、来週の会議用資料をプリントアウトして、あとで総務部にも行かなくちゃ。

「藤谷さーん、経理部から経費申請書持ってきてほしいって連絡ありました」

「あ！　忘れてた！」

　まずい、急ぎで持ってきてほしいって言われていたんだった！

　記入済みの書類数枚を手にして、私は慌てて営業部のオフィスを出てフロア端の経理部へと向かう。

　仕事が忙しいと余計なことを考える暇がなくていい。

　けど昨日の梓さんの様子、どうしたんだろう。あれから梓さんはなにか考え事をしているようで、まともに口もきかなかった。

　今朝もなんだかよそよそしかったし。

　フォローしたつもりが、逆にプレッシャーに感じてるとか？

　重いな、とか思って引かれてる？

　あぁ、どうしよう……。

　そう思うと、胸がチクリと痛くなる。

　今更、『本当はすぐにでもしたいです』なんて言えない。

　彼はうなずいてくれるかもしれない。けれど、それは私が言ったからうなずいてくれるだけなのだろう。

　何度も何度も、伝えてくれた好きの気持ち。

　だけど、恋愛と結婚は違うから。恋人にはなれても奥さんにはなれないのかな、なんて。不安が胸に込み上げた。




　その日から私は、梓さんとあまり顔が合わせられなくなってしまった。

　幸い、と言っていいのかわからないけれど、梓さんは夜勤が続き、休日もズレて生活リズムが合わない日が続いた。

　たまに日勤になったかと思えば、タイミングがいいのか悪いのか、今度は私が出張で数日留守にする日もあり。

　顔を合わせない日々は、今の心境的としては少し楽で、だけど相手の気持ちがわからないモヤモヤとした感覚だけを引きずっている。

　そんな日々を過ごして、半月。いつの間にか二月となり、迎えた日曜日の朝、私は玄関の姿見の前で自分の姿を確認していた。

　シンプルな紺色のレースワンピースに、白いパールのネックレス。髪も巻いてひとつにまとめて、いつもより気合を入れておしゃれをした。

　そう、今日はついに深田さんの結婚パーティー。地味だったかな、でも派手よりはいいかな。そう身なりを確認し、上に黒いコートを着る。

「支度できたか？」

「はい」

　すると、リビングから出てきたのはスーツに身を包んだ梓さん。

　質のいい黒いスーツにジャケットの中にはグレーのベストを着込んでいる、スマートで上品な着こなしだ。

　スーツ姿、普段あんまり見られないから新鮮だ。しかも、すごくかっこいい。

　元々整ったその顔立ちにスーツは反則！

　ここしばらくの気まずさも吹き飛ばしてしまうくらいのかっこよさに、ついまじまじと見てしまう。

「なんだ？　よく見たりして、どうした？」

「あっ、いえ。今日は一段と素敵だなと思って」

　思ったことをそのまま口にしてしまう私に、梓さんはふっと笑って軽くカールさせた私の前髪を整えるようにそっとなでる。

「沙織もキレイだよ。いつもと雰囲気違うな」

　こちらを見つめ細められた目に、心はドキ、とときめく。

「そうですか？　なら、よかったです」

　飾らない『キレイだよ』の言葉に照れてしまい、赤くなる頬を隠すように靴を履く。隣で同じように靴を履く梓さんが、照れた私を見て笑っているのが想像できた。

「沙織」

「はい？」

　すると突然呼ばれた名前に、顔を上げる。見れば目の前には差し出された梓さんの手があった。

「行こうか」

　大きな彼の手に自分の手を重ねると、梓さんはエスコートするようにそっと引いて歩き出す。

　やっぱり、梓さんの甘い言葉や仕草、笑顔、全てに弱いなぁ。

　こんなに、好きなのに。誓いを立てられないことが、悲しい。

　いけない。今日は深田さんにとっての大切な日なんだから。

　今日だけは、今だけは、余計なことを考えずに純粋にお祝いをしよう。




　そう心の中で決めて、梓さんとともにタクシーで向かったのは、恵比寿にあるホテルだった。

　ベージュとブラウンのモダンな配色の外観をした、高級感あふれる地上三十階建てのホテルで、ホールを使っての立食パーティーなのだという。

　ふたり受付を済ませ会場へと入ると、広いホールには既にたくさんの人が集まっていた。

　身内や友人だけの小さなパーティーと言っていたけれど、思っていたより多い。

「お飲み物はいかがですか？」

「あ、じゃあシャンパンで。梓さんはなににしますか？」

「白ワインで」

　ウェイターからグラスをふたつ受け取ると、白ワインを梓さんへ手渡す。

「やぁ、真木くん。それに藤谷さんも」

　その声に振り向くと、そこにはスーツを着た大柄な中年男性。当麻総合病院の外科部長だ。

　私が営業担当をしていた時にもお世話になっていたこともあり、部長はこちらを見て笑った。

「部長！　お久しぶりです」

「本当、久しぶりだなぁ。藤谷さんが営業に来てくれなくて寂しいよ」

　あはは、と笑っていると隣では梓さんが「お疲れ様です」と小さく会釈をする。

「それにしても、最初『付き合ってる』って話を聞いた時は驚いたけど、こうして見るとすっかり夫婦そのものだなぁ」

「えっ！」

　ふ、夫婦？

　今触れられたくないその話題に、心臓はギクリと嫌な音を立てる。

　けれど、梓さんはにこりと笑顔のまま。

「そうですか？　ありがとうございます。あれ、今日のスーツいいですね。どこのですか？」

「おっ、さすが真木くん。このスーツに目がいくとはわかってるねぇ」

　自然な話題で話を逸らしてしまう。

　さすが梓さん。そうやって流せるところ、余裕だなぁ。

　胸にチクチクと痛みを感じながら私も笑顔を作っていると、部長は他の人に呼ばれてその場をあとにする。

　ところが今度は違う人が梓さんのもとへとやってきて、その人の次にはまた別の人が、とひっきりなしに人が集い、気づけば梓さんを囲む輪から私は弾かれてしまった。

　すごい、梓さん人気者だ。

　同期や先輩など、みんな久々に会うのだろう。邪魔するのもなんだし、と私は会場の端で大人しくグラスに口をつける。

「あら、ひとり寂しい人がいると思ったら藤谷さんじゃない」

　すると、突然声をかけられ顔を上げた。そこにいたのは、胸元が大きく開いたセクシーなドレスを着た黒川先生。

　まさか彼女がいるとは思わず、つい驚いてしまう。

「黒川先生！　なんでここに？」

「なんでって、そりゃあ数少ない同期の結婚パーティーだもの。ニューヨークからだって駆けつけるわよ」

　そっか、黒川先生も同期なんだ。

　同期のお祝いのため、わざわざ飛行機に乗ってやってきたのだろう。

　黒川先生は以前の一件からすぐ向こうに戻っていったと聞いた。だから私が彼女とこうして顔を合わせるのはあの日以来で、私の中ではまだ少し苦手な印象だ。

　けれど、梓さんが『菜々にはきちんと話したし、本人も謝ってた。決して悪いやつではないから』と言っていたので、私はあのウソの一件について彼を信じることにしたのだった。

　彼女のウソがあったから、梓さんとよりいっそうきちんと向き合えたというのもあるし。

「けど、今日あなたもいるとはね。梓の妻として夫婦で来た、ってこと？」

「いえ、新婦が私の後輩なんです。私と梓さんの紹介でふたりが知り合ったって感じで」

「あー、そういうこと」

　納得しながら、黒川先生は近くのウェイターから白ワインを受け取りひと口飲む。

　ドレスでワインを飲む姿はなんとも色っぽく、やはりキレイな人だとしみじみ思う。

「それで、梓はどこ？」

「向こうでいろんな人に囲まれてます」

「さすが医大首席の真木先生は人気者ねぇ」

　しゅ、首席……。

　医大卒というだけでもすごいのにさらに首席とは。頭いいんだなぁ。

　初めて聞く話に「へぇ」とマヌケな声を出す私に、黒川先生はふっと笑う。

「で、そっちはいつ結婚するの？　結婚式で新郎元カノ代表で挨拶してあげるわよ？」

「けっこうです！」

　元カノ代表って！

　黒川先生ならやってしまいそうなところが怖い。

　けど結婚式というその話題が心に引っ掛かり、声のトーンが低くなってしまう。

「そもそも、私たちは結婚するかなんてわからないっていうか……まぁ、まだ付き合って半年ですし」

　それ以上の本音を飲み込むように、手元のシャンパンをごくりと飲んだ。

「はぁ？」

　ところが黒川先生から返ってきた言葉は、気の抜けたひと言だった。

　見れば目の前の彼女は、眉間にシワをよせ、キレイな顔を怪訝そうにしてみせる。

「『まだ』ってなによ、交際期間なんて関係ないでしょ。あなたが梓を好きで、梓があれだけあなたを好きなんだから、さっさと結婚でもなんでもしちゃえばいいのよ！」

　そのほうが清々する、というかのように言い張る。黒川先生の言葉はさっぱりしていて気持ちいい。

　けれど、『梓があれだけ』というその言葉が気になった。

「あの、『あれだけ』ってどういう意味ですか？」

「え、梓からあの時の私とのやりとり聞いてないの？」

「『菜々にはきちんと話した』ってことくらいは」

　梓さんは詳しい会話の内容は話さなかったし、黒川先生のことをそれ以上悪くもよくも言わなかった。私もなにをどう話したの、と細かく探るつもりもなかったし。

　けれどそんなふうに言われれば気になってしまい、黒川先生の話の続きを待つ。

「前に私は、梓とヨリを戻したくてあなたにウソをついて、距離を置かせたうえで梓に告白したわけだけど。結局ばっさりフラれたのよ。『どんなに拒まれても嫌われても、諦められない』『なによりも藤谷が大切なんだ』って」

「梓、さんが……」

「梓ってあんなにまっすぐな目をするんだって、初めて知った。本当に好きなんだな、って思って、自分がバカみたいに思えちゃった」

　梓さんが、私のためにそこまで言ってくれた。

　本気の目で、伝えてくれた。初めて知ることに、胸の奥がギュッと掴まれるようなときめきを感じた。

「私が負けを認めるくらい、梓はあなたのことが好きなんだから。あなたが逃げ腰になってちゃダメよ」

　そう言って、黒川先生は私の肩を叩いた。

　黒川先生から見てもそう感じ取れるくらい、梓さんは私のことを思ってくれている。

　そっか。そう、だ。

　まだ、とか、重いとか、余計なことばかり考えてしまっていたかもしれない。

　だけどなにより大切なのは、私がどうしたいか、その気持ちを彼に伝えること。

　梓さんと、この先どうしたいか、どうなりたいか。

　それを隠さず伝えるべきだった。

　黒川先生のおかげで気づけた思いにうなずくと、彼女は以前より穏やかな笑みを見せる。

「……それと、あの時はごめんなさいね。ひどいウソついたって、反省してる」

　彼女が素直に謝ることが少し意外だ。けど、心からそう思っていることが伝わる細い声に、梓さんが言っていたとおり悪い人ではないのかもしれないと思った。

　この前の一件も、梓さんを思うあまりただ必死になってしまっただけなのかも。

「ふふ、黒川先生って実は不器用って言われません？」

「うるさいわよ」

　そう話し、ふたりで笑っていると、梓さんが人の輪から抜け戻ってきた。

「沙織悪かったな、ひとりにして。あ、菜々、来てたのか」

　彼女が参加していることは予想していたのだろう、梓さんは特に驚くことなく黒川先生を見る。

「えぇ。今夜の便ですぐ向こうに帰るけどね」

　黒川先生はそう言いながら、梓さんの腕に抱きつく。

「黒川先生！　梓さんにくっつかないでください！」

「あらやだ、嫉妬？　余裕のない女って見苦しいわね」

　み、見苦しい!?

　さっきまでの雰囲気でちょっと仲よくなれたかもって思ったのに。

　ムッとする私の反応が面白いらしく、黒川先生はニヤリと笑いつつ梓さんの腕に胸を寄せる。

「あっ！　胸は反則！　離れてくださいってば」

「どうしようかなー？　梓は嫌がってないみたいだし」

「そうなんですか!?　やっぱり梓さんも女は胸なんですか!?」

　ひとりの男性を女性ふたりで取り合う図に、周囲の人々は何事かとこちらを見る。それが恥ずかしいのだろう梓さんは、黒川先生から腕を引き離した。

「落ち着け、沙織。菜々も沙織をからかうな」

「あはは、ごめんごめん。だってこの子の反応が面白いから、ついからかいたくなっちゃって」

　そう笑う黒川先生の雰囲気は、以前とはどこか違い、柔らかくなった気がする。

「心配しなくても、もう梓に興味ないよ。私にはダーリンがいるし」

「ダーリン？」

　言いながら彼女は、手元のクラッチバッグから取り出したスマートフォンを見せた。梓さんとともに覗き込めば、その画面には黒川先生が金髪の外国人男性と写っている。

「彼、ニューヨークの病院の院長の息子でね。梓のこと諦めて向こうに戻って、落ち込んでたら慰めてくれて、そこから縁あって今婚約中なの」

「それはよかったな」

「えぇ。梓なんかより全然いい男なんだから！」

　苦笑いをする梓さんに、黒川先生が満面の笑みで左手薬指の指輪を見せると、大きなダイヤがキラリと光った。

「私、絶対幸せになるから。あなたたちもお幸せにね」

　そう清々しい表情で言うと、「じゃあね」とその場をあとにした。

　コツコツとヒールを鳴らし遠ざかる華きゃ奢しゃな後ろ姿を見送り、隣に立つ梓さんの顔へ視線を向けた。

　そしてその手を強く握る。

「どうした？」

「えへへ、なんとなく」

　するとそこで『ご来場の皆さま、それでは……』とアナウンスが響き、照明が落とされる。

　そしてＢＧＭが流れるとともに開いたドアからは、真っ白なウェディングドレスに身を包んだ深田さんと、タキシードを来た二階堂さんが現れ、パーティーが始まった。

　フリルをふんだんにあしらった真っ白なドレスを着て、隣には愛しい人。たくさんの拍手と笑顔に包まれて、深田さんはとても幸せそうだ。

　その光景は、こちらの心まであたたかくしてくれる。

　伝えよう。

　これから先も、ずっとずっと、私はあなたの隣にいたいです、って。

　きちんと、正直に。

　そう心の中で決意して、深田さんのドレス姿を見守る。

　それからパーティーは簡単な挨拶と食事、歓談という順序で進んでいく。

　おいしいごはんをいただきながら、深田さんとも写真を撮り、幸せな気持ちを分けてもらった。

　そしてついにパーティーもクライマックス。深田さんからご両親への手紙が読み上げられた。

「お父さん、お母さん、今まで長い間育ててくれてありがとうございました」

　照明が落とされ、スポットライトに照らされながら読み上げる手紙には、ご両親への感謝、そしてこれまでの思い出が深田さんなりに精いっぱいまとめてあり、彼女の人生が深い愛情に守られてきたことを教えてくれる。

「喧嘩も多いふたりだけど、以前家族に大変なことがあった時、お母さんが弱ってしまったことがあったよね。その時にお父さんが一生懸命支えているのを見て、やっぱり夫婦なんだなって思ったよ。ふたりが私の両親でよかった、私もふたりのような夫婦になりたいって心から思った」

　そう手紙を読む深田さんの声が震える。

　結婚をして、夫婦になること。それはきっといいことばかりの日々じゃなくて、つらい時もあるだろう。だけどそんな時も支え合い助け合う。そうやって生きていく自分を見て、いつか子供が『そんな夫婦になりたい』と言ってくれたら、どんなにうれしいだろう。

　その時にまた、この人と結婚してよかったって、強く強く思うだろう。

　深田さんの手紙に大粒の涙をこぼすご両親に、私もこらえきれずに泣いてしまった。

「沙織、泣きすぎだ」

「だって、あまりにも感動的すぎて……夫婦っていいなって、思って」

　ぐすぐすと泣きながら、手元のハンドバッグからハンカチを取り出そうとする。それより先に梓さんがハンカチを取り出し、私の頬にそっと当てた。

「泣き虫」

　梓さんはそう笑うけれど、照明の落とされたホールの中で彼の目元にも微かに涙がにじんでいるのを私は見逃さなかった。

　梓さんも、感動しているんだ……。

　同じ気持ちを共有しているのだろう、涙をこらえる彼の茶色い瞳。

　ふたりを見守るそのまっすぐな目がやっぱり好きだから、素直に伝えよう。

　深田さんが手紙を読み終え、割れんばかりの拍手が響くとふたりは退場し、パーティーは終わりを告げた。

　そして出入り口で新郎新婦に見送られホールを出た私たちは、ふたりホテル内を歩いていく。

　ふたりきりになったところで、意を決し息をひとつ吸った。

「あの、梓さん」

　囁くようにその名を呼ぶと、彼は不思議そうに私を見る。

「私、この前、梓さんにひとつウソをついたんです」

「ウソ？」

　真っ赤な絨毯が敷かれたホテルの廊下で私たちは足を止めた。頭ひとつ近く高い顔を見上げると私は言葉を続けた。

「『すぐ結婚とか考えてない』とか『まだ早い』とか言いましたけど、本当はすぐにだってしたいんです」

「え……？」

「一緒に過ごした時間は短いですけど、それでも、梓さんのいいところをたくさん知ってます。そんな梓さんとだからこの先も一緒にいたいっていうこの気持ちは、きっとずっと変わりません」

　言葉とともに感情が昂たかぶってしまい、一度は落ち着いたはずの涙がまたあふれてしまい、頰をぬらした。

「だから、私との結婚を考えてもらえませんか」

　あなたと支え合い、築き合う。同じ未来を見たいよ。

　きっと、涙でメイクもよれてしまっただろう。けれどそれすらかまわずに真剣な顔で伝えると、梓さんはとても驚いた表情を見せた。

「待て、なんの話だ？」

　まったく意味がわからない、といった様子でたずねる。

「だって、男の人は急かされると重いって感じるって部長も言ってたし、梓さんも結婚の話題が出てからなんか冷たい気がして……」

　胸に抱えていた気持ちを一つひとつこぼす私に、梓さんは状況を頭の中で整理するように少し考えると、『そういうことか』と言いたげにため息をついた。

「梓さん？」

　どうかしましたか、と問いかけようとした。すると彼は無言のまま私を抱きしめる。

　ホテルの廊下での突然の行為に、行き交う人々は好奇の目を向け通り過ぎていく。

「あ、あの、みんな見てます」

　恥ずかしくてその胸元を軽く叩く。けれど梓さんにはそんな周囲の視線などどうでもいいようで、左手で私を抱きしめたまま、もう片方の手で頬に触れる。

　そして長い指先でそっと涙を拭うと、私の濡れた頬に小さくキスをした。

　その唇から愛情が伝わり、今までの不安や悲しみが一気に消えてしまうのを感じた。

　すると梓さんは、少しなにかを考えたようにだまると、突然スマートフォンを取り出してどこかへ電話をかける。

「あ、梓さん？　なにをいきなり？」

　困惑する私を気に留めることなく、梓さんは電話口の相手に「はい、今から。大丈夫ですか？　じゃあ行きます」となにかの約束をとりつけている。

　そして電話を終えると、スマートフォンをスーツの胸ポケットにしまい、再びこちらを見た。

「沙織、帰る前に少し寄り道していってもいいか？」

「いいですけど、どこへ？」

「着いてからのお楽しみだ」

　そして私の腕を引くと、そのままホテルをあとにする。

　外は雪が降りそうなほど冷え込んでおり、その寒さに身震いする間もなく腕を引かれるがままタクシーに乗り込んだ。

　いったいどこへ向かうんだろう。

　訳もわからず車に揺られること、一時間以上。停められたタクシーから降りると、辺りは木々に囲まれ自然であふれている。

　来るまでに見た看板にあった地名から、ここが奥多摩の辺りであることはわかった。けれど、何故ここに？

「あの、梓さん？　なにしにここまで？」

　そろそろ教えてくれてもいいのでは？　と思ってたずねると、彼は目の前の建物を指さし口を開く。

「人に会いに来た」

「へ？」

　人に会いに、って……。梓さんが示す方を見れば、そこには大きな門が構えている。その向こうには広い庭と、二階建ての立派な日本家屋があった。

　なんだかすごく立派な建物だけど、ここで誰に会うというのだろう。

　門をあけ中に入る梓さんに「行くぞ」と言われ、連れられるがまま敷地へ入る。

　一歩中へ踏み込めば、そこには丁寧に造られた美しい日本庭園が広がっている。緑の中に色づく冬椿を見ながら歩くと、先ほどは遠目に見えていた家が目の前にそびえていた。

　白い壁と杉板の外壁、黒い格子窓。重厚感のあるその趣はこの日本家屋が長い年月ここにあることを感じさせた。

「梓さん、もしかしてこのお屋敷ってすごく歴史的な建物だったりします？」

「あぁ、築一二〇年の家だ」

「えぇ!?　一二〇年って、明治時代から!?」

　や、やっぱり！

　思いがけずすごいところに来てしまった。こんな歴史的な建物、滅多に見られない。

　そう思い、壁に触れてみる。ざら、とした外壁の感触は現代の建物とはやはり違う。

　そんな私を連れながら、梓さんは木目のキレイな玄関ドアをコンコンとノックする。

「先生、真木です」

　するとその声に反応するように家の中からは物音が聞こえ、少ししてからガラッとドアがあけられた。

　そこから姿を現したのは、背の高いがっちりとした体型の男性。黒髪にところどころ白髪が混じったその人は、五十代半ばくらいだろうか。渋いダークグレーの着物に身を包んだ姿が、この家にとてもよく似合っている。

「おぉ、梓！　よく来たな」

「お久しぶりです、吉見先生」

　梓さんが呼んだその名前に、どこか聞き覚えがある。

　吉見先生……って、あれ、もしかして。以前梓さんが話していた、恩師の名前だったはず。

　ということは、この人が？

　その人は懐かしそうに笑いながら梓さんの肩を叩く。

「外は寒いだろう。さ、入ってくれ」

「すみません、お邪魔します」

　促され家に入る梓さんに続いて、私も「お邪魔します」と小さくつぶやき靴を脱ぐ。

　出されたスリッパで床を歩くと、ギッと軋む音がした。

　吉見先生に続きながら歩くお屋敷は、外から見る印象以上に広い。

　長い縁側を歩きながらついキョロキョロとしてしまえば、あけたままの戸から見えた部屋は畳敷きの和室。まるで映画や小説に出てくるような景色だ。

　すごい、まるで昔にタイムスリップしてきたみたい。

　歴史好きにはたまらず、目を輝かせてしまう。そんな私の興奮は予想どおりだったのだろう、梓さんはおかしそうに笑った。

　そして私たちが通されたのは、廊下の突き当たりにある一室だった。横長いテーブルが置かれ、静けさの漂うその部屋の床の間には大きな花瓶に立派な花が活けられていた。

「わぁ、キレイ」

「そうかい？　ありがとう。実はうちの妻が活けたものなんだ」

　思わず出た私のひと言に笑って答えると、吉見先生は私たちを座らせ、お手伝いさんに「お茶を頼む」と声をかけた。

　梓さんの隣に座り、吉見先生と向かい合う。

「沙織、紹介する。こちらは俺が子供の頃から世話になってる、恩師の吉見先生だ」

「はは、恩師なんて大げさだな」

『恩師』の響きに少し照れくさそうにはにかむ。

「初めまして、小児科医の吉見です。普段は新宿中央病院に勤務してます」

　新宿中央病院って、都内でも有数の規模の大きい病院だ。そこで勤務しているなんてすごいなぁ。

　そう感心してから、自分の挨拶がまだだったことを思い出す。

「は、初めまして！　藤谷沙織と申します！」

「あはは、そうかしこまらずに」

　慌てて深々と頭を下げる私に吉見先生が笑うと、すぐお茶が運ばれてきた。

　吉見先生はお茶の香りを堪能し、湯呑に口をつける。それに続いて私たちも熱いお茶をひと口いただいた。

　まだ会って間もないけれど、吉見先生という人はよく笑う人だ。大柄な見た目から子供たちに怖がられてしまいそうだけれど、こんなに明るい先生ならきっと人気者だと思う。

「それにしても、久しぶりだなぁ。何年ぶりだ？」

「三年、ですかね」

「そうか！　梓も大人っぽくなるわけだ！」

「三年前も充分大人でしたけどね」

　そう突っ込んで笑う、梓さんは屈託のない笑顔で、それは日頃私に見せるのとはまた違うものだ。

　楽しそうだなぁ。本当に吉見先生を慕っている目は、まるでもうひとりのお父さんを見るようだ。

「だが、沙織さんもこんなところまで梓に連れてこられて大変だっただろう。しかも来た先がこんな古い家なんてなぁ」

「いえ、とっても素敵なおうちで感激しちゃいました！　こんなに歴史的な建物がまだあるなんて、しかもとってもキレイに」

　感動を隠すことなく表す私に、吉見先生は少し驚いたように笑う。

「そうか？　お世辞でも若い人にそう言ってもらえるなんてうれしいなぁ」

「お世辞なんかじゃないです！　本当に感動してます！」

　つい力説してしまうと、隣で梓さんが呆れたように笑う。そんな私に吉見先生は納得したようにうなずいた。

「ほう、君もなかなかの歴史好きと見た。よかったらあとで、わが家のコレクションを見せてあげようか」

「えっ！　いいんですか？」

「と言っても、俺が昔から集めてる歴史小説のコレクションなんだがな」

　歴史小説のコレクション、って、あれ？　そういえば梓さんも本棚いっぱいに小説をもっている。それを思い出し、なにげなしに言う。

「吉見先生も小説がお好きなんですね。梓さんと似てますね」

「あぁ、俺の歴史好きも小説好きも吉見先生の影響なんだ」

　そうだったの？

　私が見ていた梓さんの一面にも吉見先生が関係していたと、初めて知る。

「梓が入院中に、『なにか本が読みたい』っていうから貸してみたら一気にハマったみたいでなぁ。本をもっていく度に『今日はどんな本ー？』って聞く梓がかわいくてかわいくて……」

「吉見先生！」

　余計なことを言わないでください！　と目で訴える梓さんは、ちょっと恥ずかしそうだ。そんな姿が愛らしくてついクスクスと笑ってしまうと、梓さんはいっそう恥ずかしそうに頬を赤らめお茶を飲む。

「ところで、今日はどうした？　いきなり『会いたい』って言ったかと思えば、そんな美人な彼女連れてきて自慢か？」

「そうですね、それもあります」

　えぇ!?　なに言ってるの！

　吉見先生に否定することなくさらりとうなずく梓さんに、冗談とわかっていても恥ずかしさからボッと頬が赤くなる。

　そんなやりとりに吉見先生も思わずニヤリとする、もうすっかり緊張感も解けた空気の中、梓さんは息をひとつ吸い込んで、口を開く。

「今日は、吉見先生に話があって来ました」

　話？

　って、なに？

　吉見先生はもちろん、私もわからず首をかしげた。

「俺、彼女と結婚しようと思ってます」

　……え……？

　けっ、こん？

　あまりに唐突なその言葉に、耳を疑い梓さんを見る。けれど彼はふざけたり冗談を言っている気配はなく、いたって真剣なまなざしを吉見先生に向けている。

「子供の頃、入院ばっかりしてた俺に吉見先生はいつも一緒にいてくれましたよね。話をして、遊んで、治療をして、先生とだったから長い入院生活も寂しくありませんでした」

　低い声で伝えるのは、以前私に聞かせてくれた幼い頃の梓さんの思い。

「『吉見先生みたいな医者になりたい』って言った俺に、『梓なら大丈夫だ』って言ってくれた。退院後もよくここに招いてくれて、医者としてのいろんな心得を聞かせてくれた。俺が人生で大切なものを見つけるきっかけは、吉見先生との思い出で築かれてるんです」

　きっと、今まで直接吉見先生に伝えたことはなかったのだと思う。微かに震える声から、彼の緊張が伝わってくる。

「病気を治すことはもちろん、心のケアも仕事のうちだってわかってます。けど、それでもうれしかった。あなたのような人になりたくて、必死でここまで来ました。今俺がここにいること、守りたい人と出会えたこと。全て、先生がいたおかげです。だからこそ、あなたに一番に紹介したかった」

　テーブルの下で、梓さんは私の手をギュッと握る。それは、勇気を振り絞るように。

「あなたが支えてくれたおかげで強くなれました。彼女を一生大切にする自信が持てるようになったんです。本当に、今までありがとうございました」

　その言葉とともに深く頭を下げる。

　梓さんは、本当に、心の底から吉見先生に感謝しているんだ。

　そんな人に、私を紹介してくれること。それだけで、彼の強い強い覚悟が伝わってくるかのよう。

　すると、そのタイミングで梓さんのスーツの胸ポケットからバイブ音がする。けれど、梓さんは電話に出ようとはしない。

「出たらどうだ？　仕事の話かもしれないぞ」

「そうかもしれないですけど、今はこっちのほうが……」

「万が一の用件だったらどうするんだ。プライベートを優先するなんて、医師のあるべき姿とは思えないな。なぁ、沙織さんもそう思うだろ？」

　ニヤリと笑って言う吉見先生に、梓さんは「うっ」と気まずい顔をする。

　胸ポケットからスマートフォンを取り出し見てみれば、それはやはり病院からの着信だったようで、梓さんは渋々通話ボタンを押すと、一瞬で表情を医者としてのものに変え、静かに席を離れた。

　どんなにプライベートの時間を過ごしている時でも、いつでも一瞬で『真木先生』に切り替わる。そんな梓さんの頼もしい姿が好きだ。

　でもあの梓さんがまるで子供のような扱いを受けているなんて。さすが恩師、一枚上手だ。

　ふたりきりになったその場で、吉見先生はコーヒーを飲み「ふう」とひと息つく。

「沙織さんはお仕事は？　あ、もしかして看護師とかかな？」

「いえ、医療機器の営業です。梓さんともそれがご縁で」

「ほお！　取引先の女の子を口説くとは、梓もなかなかやるなぁ」

　その言い方は語弊がある気がするけれど。いや、そういう形になるのかな。

「いえ、そんな。口説かれたというか、なんというか」

　肯定するのはなんだか気恥ずかしくて曖昧にごまかす。

「どんなふうに出会ったんだ？　告白はどっちから？　初デートは？」

　ところが吉見先生は興味津々でその話題を掘り下げる。

　梓さんに聞いたところで教えてくれないだろうから、私に聞くんだろうけど、こうも改めて話すとなると照れてしまう。

「出会いは営業で顔を合わせてって感じだったんですけど、ある日梓さんから告白されまして……」

「おお！　梓から！」

「でも私過去にいろいろあって、そのせいもあって全然信じられなくて、疑ってばっかりいたんです。だけど、梓さんはそれでも懸命に想いを伝えてくれて」

　どんな私にも向き合ってくれる彼がいたから、今の私たちがある。

「梓さんのことを信じたい、梓さんなら信じられるって、そう思った時、私うれしかったんです。人をまた信じられる自分がいたこと、そう思えるくらいの人と出会えたこと。どちらも、とってもうれしかった」

　梓さんと付き合うまでの日々を思い出し、つい笑みがこぼれてしまう。

　修二と別れた頃、数年後にこんなふうに笑える日がくるなんて思わなかった。

　だけど今、確かに私は笑えている。愛しい彼を想って、胸は幸福感であふれている。

　そんな私に、吉見先生はうれしそうに微笑む。

「そうか。梓がそこまで……なんだか俺まで誇らしいな」

　それは、まるで親のようなやさしい表情。その笑みに、梓さんが吉見先生を父親のように慕っているのと同じように、吉見先生は梓さんを息子のようにかわいがっているのを感じた。

「吉見先生、梓さんのこととってもかわいがってらっしゃるんですね。まるで、本当の息子みたい」

　ふふ、と笑ってその気持ちを伝えると、吉見先生は少しだまってから、口を開く。

「……そう、だな」

　細められた目には、穏やかな色が映る。

「うちには息子がひとりいたんだが、幼い頃に病気で亡くなっているんだ。その子がよく笑う子供で、どこかちょっと梓にも似ていてな。それもあって、梓だけは特別だったんだ」

「そう、だったんですか」

「人懐こくて、よく笑って、なのに時々寂しそうな顔をして、入院中も夜中ひとりで泣いていた。そんな弱さを知っているから、余計ほっとけなかった」

　幼き日の梓さんは、人前では平静を装っても、きっと病気と闘う不安や長い入院生活に対する寂しさでいっぱいだったのだろう。だけど、吉見先生はそれを知っていたから。

「梓はさっき『心のケアも仕事のうち』って言ってたけど、違うんだ。俺は俺の意思で梓といたんだよ。この子の人生が寂しい思い出であふれてほしくなくて、寄り添いたいと思ったんだ」

　その言葉は、医師としてではない。ひとりの人間として、彼を見守ってきた大人としてのものだ。

「こんなこと、親でもない私が言うのは図々しいってわかってるけど、言わせてほしい。どうか梓のこと、よろしくお願いします」

　そう言って、吉見先生にその場で深く頭を下げられ、私は恐縮してしまう。

　図々しくなんて、ない。

　だってその愛情は梓さんにもきちんと伝わっているはずだから。

　親子じゃなくても、同じくらい、ううん、それ以上の絆がふたりにはあるから。

　梓さんは吉見先生に、たくさんの感謝を込めて。

　吉見先生は梓さんに、たくさんの希望を込めて。

　思い合うふたりの心を、私も大切にしたい。

「私、梓さんのこと幸せにします。体力と元気だけはありますから！　守りますし、幸せにします！　毎日笑顔にします」

　吉見先生が大切に思った人を、私も守るから。

　彼の人生が眩しい思い出であふれるように、寄り添うから。

「だから、安心してくださいね」

　小さな声で、けれどはっきりと宣言する私に、吉見先生は少し驚いてから、満面の笑みを見せた。

　約束、しよう。

　私たちの間にこれからもずっと笑顔があること。

「……コラ。なに恥ずかしいこと宣言してるんだよ」

「わ！　梓さん!?」

　いつの間にか戻って来ていた梓さんにも、先ほどの私の発言は聞こえていたらしい。

　照れながら私を睨む彼に、吉見先生は「まぁまぁ」となだめた。

「元気で明るくて、いい彼女じゃないか」

「元気すぎて時々困ります」

　ひどい！

　困るってなんですか、と口を尖らせ拗ねると、梓さんは呆れたように笑う。

　そんな私たちを見て、吉見先生は心からうれしそうに微笑む。

「梓、素敵な人と出会えてよかったな。お幸せに」

　そして子供を相手に接する時のように、梓さんの頭をよしよしとなでた。

　そのやさしい手に、ちょっとはにかむ。けれど、再び感謝を伝えるように深い礼をした。




　それから私たちは三人、梓さんの幼い頃の話や大好きな歴史の話に夢中になり、気づけば時刻は十八時過ぎ。

　窓の外は既に日が落ち、真っ暗になっていたことに気づいて、私と梓さんはそろそろお暇しようかと玄関へとやってきた。

「すみませんでした、長居してしまって」

「いや、久しぶりに話せて楽しかったよ。沙織さんとまたいつでもおいで」

　ふたりの話を聞いて、私も「お邪魔しました」と頭を下げる。そして吉見先生の笑顔に見送られ、私たちはお宅をあとにした。

「向こうの大きい通りにタクシー呼んであるから。少し歩くけどいいか？」

「はい」

　家の前にタクシーを呼ぶには位置が少しわかりづらいからなのだろう。細い道を抜けた先に見える大きな通りをめざし歩き出すと、なにか冷たいものが頬に触れた。

　あれ、と顔を上げると、空からはチラチラと微かに雪が降りだしていた。

「雪、降ってきましたね」

　街灯に光る小さな雪がキレイで、そのひと言を漏らすと白い息が空気に溶けた。

「吉見先生、素敵な方でしたね」

「あぁ。昔からずっと変わらない。俺の憧れで目標の人だ。……あの人に息子のように思ってもらえるのは、うれしい」

　先ほどの私と吉見先生の会話の一部を聞いていたのだろう。『息子』の言葉を口にしてうれしそうに笑う梓さんがかわいくて、私もつられて笑う。

　そんなこちらを見て、梓さんは不意に、私の肩を抱き寄せた。

　寒さから守ってくれるような、そんな力強い腕に胸はときめく。

「あの、さっき吉見先生の前で言ったことって、本気ですか？」

「当たり前だ。あの状況で冗談なんて言うかよ」

　彼がはっきりと肯定してくれるのは、先ほど梓さんが吉見先生の前で言い切った結婚の話のこと。

　結婚しようと思ってる、なんて。そんな気持ちついさっきまで知らなかったよ。

　むしろ真逆だと思っていたから、先日私はあんなウソをついてしまったのに。

「でも、私に直接言う前に吉見先生に宣言するなんて。うれしいけど、ちょっとずるいです」

「悪かった。けど、あれこれ言葉を並べるより、大切な人の前で覚悟を示すほうが伝わるかと思って」

　そう囁いて、彼は抱き寄せる腕にいっそう力を込める。

「ずっと、ちゃんと考えてたよ。けど沙織は『まだ考えてない』なんて言うし、でも俺は結婚したいって思ってたし、どうしたらいいのかここしばらくずっと悩んでた」

　そっか、だからずっと、どこかそっけないというか、なにか考えているようだったんだ。

　お互いに相手を思うからこそ、すれ違っていたのだとやっと気が付いた。

　好きだから。いろんなことを悩んで、時に誤解だってしてしまうこともある。

　だけどそうやって、ふたりは愛を深め合う。

　雪が地面に落ち、積もる間もなく溶けていく。そんな中、ふたり顔を近づけて、小さく笑ってキスをした。

　好き。大好きだよ。

　その想いが、言葉にしなくとも互いの中を伝っていくのを感じた。




　その翌日、私と梓さんは早い時間の新幹線で予定通り京都へと向かった。

　東京から二時間ほどであっという間についた雪の降る京都で、お寺や史跡をめぐり、休むことなくやってきたのは目当ての場所。伏見稲荷大社だった。

　寒い季節ということもあり、シーズンよりは観光客が少ないのだろう。予想していたよりも混雑しておらず、少し安心した。

「梓さん、早く早く！」

「いつも以上に元気だな。本当感心するよ」

　その言葉とは裏腹に呆れたように言う梓さんに、私は上機嫌で本殿を通り過ぎ、その奥にある山へと向かう。

　するとそこでは、無数の鳥居が並ぶ千本鳥居が私たちを出迎えた。

　真っ白な雪の中、ずらりと並ぶ朱色の鳥居は圧巻だ。昔映画で見たその美しい景色が今目の前にあることがどこか夢のような気持ちになる。

「この鳥居、昔から願い事が成就した人が奉納してたらしいんです。願い事を叶えてくれてありがとうございますって気持ちを込めて」

「へぇ、そうなのか」

「つまり、ここにはこれだけたくさんの、人の願う気持ちが集まってるってことですよね。それってすごいことだと思いませんか？」

　そう。それは、私がいつかここに来たいと思っていたもうひとつの理由。

　いくつもの鳥居にはたくさんの人の願う気持ちが集まっている。自分のために、人のために、願う気持ちが。

　それを肌で感じたかった。できるなら、好きな人とともに。

　自然とこぼれる笑みで、隣を歩く梓さんを見上げる。

「来られてよかったです。私の夢、叶えてくれてありがとうございます」

「どういたしまして。じゃあ、今度は沙織に俺の夢を叶えてほしい」

　梓さんの、夢？

　って、なんだろう？

　予想ができなくてきょとんとする私に彼はふっと笑い、コートの内ポケットからなにかを取り出す。

「俺の夢は、沙織とこの先もずっと一緒にいること」

　そして、そう言いながら私の左手をとり薬指に触れる。

　少しひんやりとした感触に薬指を見れば、そこには銀色の指輪がはめられていた。

　中央に輝く大ぶりなダイヤを挟むように小さなダイヤが飾られた、高級感のあるデザイン。

「こ、れ……」

「婚約指輪。沙織に似合うものをずっと探してて、やっと見つけたんだ」

　私のために、探して、選んでくれた。

　そのことがうれしくて、段々と涙が込み上げてきてしまう。

　梓さんはその私の頬に手を添え、指先でそっと涙を拭った。

「俺には、沙織といる未来しか見えてない。だから、改めてちゃんと言わせてほしい」

　こちらを見つめる瞳に、涙で濡れた私の顔が映る。

「俺と、結婚してください」

　飾らない、ストレートなひと言。だけど、ふたりが誓いを立てるのに、それ以上の言葉はいらない。

「はいっ……」

　うなずくと同時に、梓さんの腕が抱きしめる。その愛情に応えるように、私も彼の背中に腕を回した。

　降り続く雪が肌に触れて、体を芯から冷やしていく。まだもう少し、寒さの厳しい冬は続くだろう。

　だけど、大丈夫。どんな時だって肩を寄せて、向かい合い支え合えば、そのうち冬を越えて、やさしい春がくる。

　そうやって季節を越えて、ともに笑って過ごしていこう。

　以前、梓さんは言ってくれた。私の最後になりたい、と。

　それと同じことを、この先私も何度も思うだろう。

　私は、あなたの最後になりたい。

　あなたを笑顔にさせるのも、あなたのことを困らせるのも、いつだって私が最後。

「大好きです。だから、いつでも私をあなたの最後にしてください」

　涙で顔を濡らしたまま囁くと、梓さんは小さくうなずく。

「あぁ、約束する」

　今この場所で、私たちは強く誓う。

　これから先も、ふたり手をとり生きていくこと。

　たまにすれ違っても、うまく伝わらなくても、想い合う気持ちがあれば大丈夫。

　そう信じて、歩いていくんだ。





Ｅｎｄ．












あとがき




　こんにちは、夏雪なつめと申します。

　この度は本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　イケメン医師からの溺愛、をテーマに書いてみました今作ですが、いかがでしたでしょうか？

　実はこのお話は、ある出来事がきっかけで生まれたものでした。

　かれこれもう二年ほど前、私は車に乗っていた際に追突事故に遭ってしまったことがあります。その時に搬送された病院で診てくれた先生が、推定三十代のちょっと気怠そうな雰囲気のあるイケメン先生でして……。

　診察時には愛想もなくどちらかというと冷たい先生で、正直ちょっと印象が悪かったのです。ところが、帰り際に廊下で行き合った時には「お大事に」と小さく笑ってくれたのでした。

　これがツンデレか……！と激しい萌えを感じたのを今でも覚えています。

　そんな先生のことを思い出しながら書いたはずが、真木先生はまったく違うキャラになってしまいましたが（笑）少しでも楽しんでいただけましたらうれしいです。




　ちなみに、この本が発売される十二月十日は、実は私の誕生日だったりします。誕生日に書籍が発売だなんてなかなかできない経験をさせていただき、この作品が私にとっていっそう特別なものとなりました。ありがとうございます。




　最後に、今作の書籍化にあたり、未熟な私の文章ととことん向き合ってくださった担当の中尾さま。素敵なイラストで表紙を飾ってくださったイラストレーターのｎｅｃｏさま。いつもお世話になっております編集部の皆さま。そして、いつも応援してくださる読者さま。

　どんなに感謝してもしきれません。本当にありがとうございます！

　またいつか、お会いできることを祈って。





夏なつ雪ゆきなつめ
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